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　人々のざわめきが暗い場内に漂ただよっている。

　天てん井じようの高い劇場。扇おうぎ状じように広がる客席はほぼ埋うまり、真っ白な光がステージの中央に落ちる。

　あらわれたマジシャンは、黒い燕えん尾び服ふくに糊のりの利きいたハイカラーの立ち姿。

　まだ青年の面おも影かげを残しながらも、その表情に臆おくしたところはない。

　マジシャンは独特の謎なぞめいたほほ笑えみを浮うかべ、丁てい寧ねいに腰こしを折ると顔を上げた。

「ようこそ、紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま方。今こ宵よいは、瞬しゆん時じに姿を消してしまう、世にも稀まれなる小鳥をお見せしましょう。なにしろ鳥かごには入れられない。どうか目を離はなされぬようご覧ください」

　舞ぶ台たいの中心に、もうひとつ丸い明かりが落とされる。

　そこに置かれた華きや奢しやな細工のテーブルに、愛らしい美女が腰を掛かけてすらりとした足を組み替かえ手を振ふってみせた。

　小こ柄がらな美女は、きらめくスパンコールと、大きな羽はね飾かざりがついた衣装で鳥に見立てられ、真っ赤な口紅でほほ笑んでいる。

「ここにおります可か憐れんな鳥は、花が大好きらしい。そうだね？」

　そう告げて、男は彼女に花を一輪手て渡わたす。

　すると白い手て袋ぶくろに包まれたマジシャンの手からは、次々と花がこぼれだし、受けとめきれないとばかりに美女は花びらを宙に散らした。

「おやおや。もう手て一いつ杯ぱいかい？　では、これで包むといい」

　マジシャンは軽かろやかな手つきで、大きな白い布をふわりと広げる。

　するとそれに驚おどろいたように、美女は羽飾りを揺ゆらして身をちぢめた。

　その体を遮さえぎるように、布がひらめいて床ゆかに落ちると、客席はしんと静まりかえる。

　テーブルに美女の姿はなく、そこにはこぼれた花だけが残されていた。




　まさに一いつ瞬しゆんにして姿を消した美女に、客席からはどよめきとひそひそとした驚きの声があがる。布が一瞬その姿を隠かくしたとはいえ、彼女がいたのはテーブルの上なのだ。

　だが、そうしたざわめきのなか、マジシャンはこめかみを軽くかき、苦く笑しようを浮かべてみせた。

「どうやら驚かせてしまったらしい。もう一度、花で小鳥を呼んでみましょう……」

　そこへすかさず太たい鼓この音がとどろきだす。

「愛らしい小鳥に、花の祝福を！」

　マジシャンは掛け声とともに、手にした布を旗のように振った。

　天井から、雪のように降るのは花の雨だ。

　夢む幻げんの眺ながめに、「わっ！」と場内が沸わくと、人々は花畑になった会場をうっとりと眺めた。

　そして客席の中央通路をライトが走ると、最さい奥おうの壁かべを照らし出す。

「ご覧あれ。飛び立った小鳥は、ほらそこに──！」

　だが、消えた美女はいつまでたってもあらわれない。

　本来ならこの演目は、消えた美女がそこに立っているはずだった。

　マジシャンは、状じよう況きようが理解できないようすで瞬まばたきも忘れていたが、その顔が見る間にこわばると舞台裏へ駆かけ出す。

　観客たちは走り去るマジシャンの背中に、マジックの失敗を知らされた。

　美女は消えたまま、マジシャンは舞台に戻もどることなく、弱りきった顔で支配人が舞台に出てきて頭を下げると、野や次じと罵ば声せいが飛び交かいはじめる。

　それきり幕は下ろされ、飛び立った小鳥は二度とマジシャンの前に姿を見せなかった。
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　夢を見ている。

　なつかしい、この場所を知っている。どこか心がほっとする夢だ。

　自然の状態に近い形で手入れされている庭園は、赤や紫むらさき、黄色に青と、とりどりの花が咲さく明るい庭だ。

　薔薇の蔓つるをからめたトンネルに差す木こ漏もれ日びは、星が落ちたように美しい。

　その影かげにたたずむ少年の黒くろ髪かみにも光が揺れている。向かいあって立つ幼い少女は、彼を見上げなければその紫の瞳ひとみを確かめられない。

「ねぇ、アル。一いつ緒しよにいたいっていったでしょう？」

「そう、約束したね」

　おとなしやかな少年の声は、影に溶とけるように静かだ。

「今日いいことを聞いたの。アルは男の子だから、『執しつ事じ』になると、家族の側そばにいられるのよ」

「執事……」

　楽しげな少女の声は、自分が口にしている言葉の意味もわかっていないのだろう。

　眼まな差ざしに翳かげのある麗うるわしい少年は、使用人になれと言われたのに嬉うれしげにほほ笑んだ。

　すっと背をかがめて少女と視線をあわせると、あたたかな指でその手に恭うやうやしく触ふれる。

「そうか……いえ、そうですね。いいかもしれません。今日から、私は貴方あなたにお仕えいたしましょう。ミリセント様、貴方を我が主あるじと認めてここで暮らします」

　言葉を切った少年は、なにかを味わうように目を伏ふせると、少女の手の甲こうに口づける。

「誓ちかいましょう。この忠誠は永遠だと……だから──」

　しかしその声は急速に遠のいていき、木漏れ日の白さが増すと、あたりの風景がぼやけた。




　ふっとまぶたが動く感覚に、ミリセントは夢から覚めたのを知った。

「……なに、いまの夢」

　豪ごう華かな天てん蓋がいのついた寝しん台だいで目を覚ましたミリセントは、眠ねむ気けの残る目をこすった。

「なんだか、ここに帰ってからこんな夢ばっかり……」

　身を起こすと、ややクセのある銅貨色の髪かみをくしゃりとつかむ。

　湖水を思わせる深緑の瞳は、まだどこかぼんやりと夢のつづきを追っていた。

　ここ『ローズグレイブホール』は、郊こう外がいにある大きな屋や敷しきだ。

　この古く大きな屋敷へくるまで、ミリセントはリュイシャム王国の王都ベルフィールドにある貴族の店で働いていた。

　幼い頃ころの記き憶おくがほとんどないミリセントは、働きながら行方ゆくえ不明の母を捜さがしていたが、十六歳を迎むかえた日、突とつ然ぜん遺ゆい言ごん証書を掲かかげた使者が現れ、「相続権を得た」と告げたのだ。

　半ばさらわれるようにこの屋敷へ連れてこられたものの、ここにも母の姿はなかった。

　そしてどうやらミリセントが当主として相続したらしい、この屋敷に迎え入れられてから、ふた月ほどが経たってしまった。

「でも、あんな夢を見るってことは、やっぱり私がここに住んでいたってこと？」

　あの風景は確かにこの屋敷の庭園だ。夢にでてきた大人びた少年に、思えば失礼なことをいっていた少女は自分だろう。

　しかし不思議なのは、夢にでてきた少年がいまはすっかり大人へと成長し、執事として自分の側に仕えてくれていることだ。

「うーん。あれがアルだったとしても、幽ゆう霊れいって成長するの？」

　なにしろこの屋敷は、れっきとした幽霊屋敷だ。

　執事である青年をはじめ、屋敷のいたるところにいる存在は、すべてこの世の者ではない。

　住人も、斧おのを持って走る鎧よろいの騎き士しだったり、骸がい骨こつ紳しん士しが闊かつ歩ぽしていたりと筋金入りである。

　だがそんな衝しよう撃げきの事実も、次々と起こる怪かい奇き現象の前には慣れざるをえなかった。

　この異様な屋敷にわりあい早くなじめたのも、昔ここで暮らしていたからだと思えば納なつ得とくだ。

　ミリセントが鏡台に向かうと、見計らったように布きれがひらりと舞まい、カーテンがさっと開かれる。

「ありがとう、ハンカチ」

　空を飛ぶ二枚の白い物体は、いつもこの屋敷のなかを徘はい徊かいしている。

　悪戯いたずらも多いが、来客を知らせにきたり、こうしてカーテンを開けてくれたりと、実は人の役に立ちたいのかもしれない。

　ミリセントは、ここしばらく屋敷の夢を見るうちに、彼らの名前も思い出していた。

『ナプキン』と『ハンカチ』の二枚は、現在行方が知れない母トリシアが名づけたものらしい。

　実用性のみを重視した命名だが、呼べば反応するのだから、それなりに彼らも気に入っているのだろう。

　顔を洗おうと銀ぎん盥だらいに水を張るミリセントの頭上に、ハンカチがまとわりつく。

「いいのよハンカチ。顔ならこれで拭ふくから」

　ハンカチの気づかいに苦笑しつつ、用意されていたタオルで顔を拭く。

　すると、まったく存在を感じさせずにあらわれた侍じ女じよが、身み支じ度たくに手を貸してくれた。

　以前には姿の見えない幽霊侍女がいたが、三日ほど前からこの青白い顔の侍女が替かわって朝の支度を手伝ってくれていた。

　黒いドレスにエプロンをつけた侍女は、どこか陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きだ。年はミリセントより二つ三つ上に見えるが、新顔の幽霊なのかもしれない。

　だが、ミリセントも夢見のせいか起きてからもぼうっとしてしまい、あまり彼女と話せていなかった。それでも髪にブラシをかけられ、コルセットを締しめられるとようやく意識がはっきりしてくる。

　鏡越ごしに灰色の瞳と視線があうと、どこか表情の薄うすい彼女はそっと目を伏せた。

　──この人は、なんの心残りがあるのかしら……笑ったらもっと綺き麗れいなのに。

　そう。この屋敷に暮らす幽霊たちは、みな心残りを抱かかえている。

　なにかの形でその心が解放されて、はじめて死後の園そのへと旅立てるのだ。

　そんなふうに説明されてはいるものの、ミリセントにはどうすればいいのかもわからない。

　洗せん濯たく物を手に部屋を出て行く彼女の背を、ミリセントはぼんやり見送った。




　食堂のある一階へと降りると、すでに気配を察していたのか、執事のアンセルが控ひかえめに立っていた。すっきりとした立ち姿は、生けられた百ゆ合りのように清せい楚そでりんとして見える。

　どこに出しても恥はずかしくない、気品とふるまいを備えた青年は、二十はたちを少し回ったほどの年とし頃ごろだ。ただし、生きていればの話だが。

　この屋敷の住人の例にもれず、彼が幽霊であることは屋敷に到とう着ちやくしたその日に知らされた。

　そうでなければ、実体を持つ彼が死んでいるとは、到とう底てい信じられなかっただろう。

「おはよう。アル」

「おはようございます。ミリセント様」

　アンセルはやわらかな紫の瞳を細めると、ミリセントを朝食の席へと案内する。以前より量も品数も控えめにしてもらった朝食は、茹ゆでた卵や香こうばしくあぶったパンだ。

　酸味のある杏あんずのジャムやクリームが並べられ、温かな芋いものスープも並べられている。

「今日は、鑑かん定ていの講義がある日ですね」

　こんがりと炒いためたベーコンと豆をサーブしながら、アンセルが話しかけた。

　ミリセントは街で暮らしていた頃、貴族のもとで雇やとわれ鑑定を仕事にしていた。今後も仕事を辞やめるつもりはなく、今日は鑑定についての講義を受ける日なのだ。

「そうよ。だから気をつけてるの。喋しやべると……あちこちこぼれそうで。昨晩、なんとか予習分を詰つめこんだところよ。そう、焼き物には陶とう器きと磁器があって、窯かまと温度が、えぇと……」

　再び別世界に没ぼつ頭とうしそうになるミリセントに、アンセルも口をつぐむ。

「かしこまりました。どうぞ集中してお食事なさってくださいませ。あ……そういえば、ひとつだけよろしいでしょうか？　ここ数日ミリセント様がご多た忙ぼうでしたので、紹しよう介かいが遅おくれましたが簡単に。これからここで侍女兼けんメイドとして働いていただく、セラフィナ・キャトリーさんです」

　すると、部屋の隅すみに控えていたのだろう、朝の着き替がえを手伝ってくれた侍女がすっと歩み出て会え釈しやくする。

「改めましてミリセント様。ベルフィールドの紹介所より参りました。今後ともどうぞよろしくお願いしますわ」

「え、紹介所？　ベルフィールドのって……」

　困こん惑わくするミリセントにアンセルが教えてくれる。

「ほら、以前侍女だった彼女が園へ旅立ってしまったでしょう。代わりを依い頼らいする許可をいただきましたので、手紙で紹介所に人を頼たのんだのです。この屋敷にはミリセント様しか生きた方もおられませんし、お寂さびしいかと思いまして」

「やだ、それじゃあの……キャトリーさん生きてるの？」

「どうぞ、セラフィナとお呼びください。そうですね、私は死んではおりません。ミリセント様は、朝方はご気分がすぐれぬようでしたので、お話しするのを控えさせていただいておりました」

　死人に間ま違ちがわれていたというのに、表情も変えずセラフィナは淡たん々たんと説明してくれる。

　ミリセントは慌あわてて謝った。

「ごめんなさい！　うわ……私もかなりこの屋敷に馴な染じみすぎね……てっきり幽霊なんだとばっかり……でも、じゃあ、この屋敷のことは承知で引き受けてくれたの？」

「えぇ、うかがっております。幽霊つきのお屋敷は、リュイシャムでは珍めずらしくありません。私は特に、そういったところへ呼ばれることが多いのです。でもアンセルさんがおっしゃるには、ここの死人には構わないでくれと」

　抑よく揚ようの少ないセラフィナの声は、とても落ち着いて耳に響ひびく。ミリセントが言葉の意味をつかみかねていると、アンセルが口をひらいた。

「彼女は、霊れい媒ばい師でもあるそうです。本来ですと、やっかいな住人を追い出したり説得したりする仕事もされるとか。まぁ、お祓はらいもできるメイドですね」

「特別業務として、ちょっとしたお手当もいただけますの。ここでも十分な条件を提示していただけました」

　そして灰色の瞳ひとみでちらりとアンセルを見ると、真顔で答える。

「幽霊が同どう僚りようというのも初めてですけど、悪くなさそうです」

　どうやらここで働くことに異議はないらしい。なにより彼女自身、幽霊と勘かん違ちがいされるほど現実離ばなれした雰囲気の持ち主だ。

　彼女のように幽霊に免めん疫えきがあれば、この屋や敷しきでも働けるのかもしれない。

「どうぞ、私こそよろしくお願いします」

　ミリセントが手を差し出すと、セラフィナはその手に向かって礼を取り笑って見せる。それは想像どおり美しかったが、陶器の人形のように硬こう質しつな笑えみだった。

「ほんとに、もっと早くに紹介してもらうんだったわ……」

　自己嫌けん悪おを募つのらせながら、ミリセントは大きくうなだれた。
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　そして軽い朝食も済んだ頃ころ、鑑定講義のためグレン・マクミランが屋敷を訪おとずれた。

　彼はまだ十九歳と若手ながら、美術商として名を知られる有望な青年である。

　伯はく爵しやく家の次男だが、あまり着き飾かざることを好まないのか、髪かみ粉をつけないダークブロンドはさらりと自然のままだ。

　彼の瞳の色は印象的で、右目が緑の混じる琥こ珀はく、左目は冬空を思わせる青である。

　そんな人物と知り合ったのも、以前呪のろいの姿見を見て欲しいと依頼を持ち込まれたのがきっかけだった。本来なら講師をする暇ひまなどない多忙な人物だが、事件以来、数週間に一度はこの屋敷へときてくれている。

　そしてグレンは講師としても非常に厳しく、ミリセントは授業についていくのに必死だった。

「こんにちは、グレン」

「あぁ、元気だったか」

　長身のグレンが上着を脱ぬごうとしたときだった。

　その腕うでにまといつくように、白いものがひらりと顔の側そばを横切る。グレンは驚おどろいたのか、思い切り手を振ふり上げた。

　すると濡ぬれた雑ぞう巾きんを投げつけたような勢いで、白い布は部屋の床ゆかに叩たたきつけられる。

　途と端たんにもう一枚が、抗こう議ぎするようにかん高い音を立て、哀あわれな相棒の上を飛び回った。

　その騒さわぎに、ミリセントも思わず非ひ難なんめいた声をあげる。

「グレン……確かにこの屋敷には、あなたが気に入らないあれこれが多いのはわかってるわ。でもいきなり叩かなくたっていいでしょう！　大だい丈じよう夫ぶ？　ナプキン」

「悪い、急に目の前にきたから驚いて。……ナプキンって……そいつの名前なのか？」

　得体の知れない物に対して、あまり好意的でないグレンは、白い布きれを見て顔をしかめる。

　なにしろグレンは『超ちよう』がつくほどの現実主義者なのだ。

　彼にとってはこの幽ゆう霊れい屋敷の存在自体、納得できない代しろ物ものらしい。

「ひらひら飛ぶなら、鳥かごに入れておけばいいんじゃないか？」

　当然この二枚の空飛ぶ布きれも、グレンにとっては目め障ざわりなのだろう。

　だが、いまやミリセントにとって、ハンカチやナプキンは小鳥やリスと同じぐらいに親しみが生まれている。

「セラフィナ、申し訳ないけどこの子達別の部屋に入れておいて」

　渡わたされた二枚の布きれは、新しいメイドの腕や肩かたにじゃれるように舞まいあがった。それを無表情に眺ながめ、セラフィナはさらりと口にする。

「いっそ、見分けがつくように刺し繍しゆうでもいれましょうか？　それに芸を仕込めば役に立つかもしれません」

　途端に二枚の布きれはミリセントの背後に飛んで隠かくれると、互たがいに離はなれまいとねじれるように絡からみ合った。りぃぃん！　りん！　と、哀あい願がんするような鈴すずの音で訴うつたえかける。

「えーと、刺繍はやめてあげてね。芸を仕込むのは……まかせるわ」

　グレンが新顔のセラフィナを凝ぎよう視ししているところをみると、彼もまた相手が幽ゆう霊れいか人間か計りかねているのだろう。

　どうやらグレンはここを訪れるたび、屋敷の住人たちともそれなりに顔をあわせているらしい。二階の住人である、骸がい骨こつ紳しん士しならぬオルボーン男だん爵しやくと鉢はち合あわせしたときは、相手が骨格だと気づかぬまま、彼のステッキの柄えにある象ぞう牙げ細工について話をしたらしい。

　幽霊とて、もとは人間なのだから、見た目を気にしなければあとは個人の相あい性しようなのだろう。

　──でも、斧おのを振りまわすエアハート卿きようとだけは会って欲しくないかも。部屋がいくつあっても足りないような騒そう動どうになるわ……

　そんな心配をしながらも、ミリセントはグレンと一緒に美術品が所蔵されているギャラリーへ移動した。

　蔵書や絵画、美術品が多く陳ちん列れつされているこの広間は、日差しで作品を傷いためないよう、昼間でもカーテンが引かれ燭しよく台だいがいくつも灯ともされていた。

　大きなテーブルには、大きさも厚さもまちまちな本が積み上げられ、その上にミリセントは手を置く。

「前回、置いていってくれた課題書しよ籍せきには、全部目を通したわ」

　半はん端ぱない厚さの本に触ふれ、やり遂とげたとばかりにミリセントは胸を張る。しかし、それをグレンは一いち瞥べつすると、負けじとばかりにさらに数冊の重たげなカタログをドンと置いた。

「では、次までにこれに目を通して、君の目で買いだと思う品と、その理由をまとめておくんだ」

「うぅ……はい」

　グレンの課題は、木き枠わくで砂を掬すくうがごとく終わりがないらしい。ミリセントもいまだけは大量の課題を視界に入れたくないと、その束を横へ置いた。

　アンセルが茶器を載のせた銀ぎん盆ぼんを持って入ってくると、グレンに軽く会え釈しやくする。

　普ふ段だんから、アンセルはグレンのことをあまり歓かん迎げいしていない態度ではあるが、この来訪が主あるじのためだという認にん識しきはあるらしい。

　グレンは、ミリセントが向かうテーブルの上に白っぽい器うつわを置いた。

「では、まず青磁についてはじめよう。釉ゆう薬やくの説明をしてみろ」

「え、と……植物の灰に長石の粉末をまぜた液体で、青磁は鉄が含ふくまれているから独特の青がでる釉薬です」

「そうだ。でもただ焼けば同じというわけじゃない。限りなく酸素の少ない窯かまで焼きあげるとより磨みがかれた色になる。では、青磁には青系の物と緑系の物があるが、緑色系の主な窯は？」

「狼ろう琳りん泉窯かまと…………えーっと……」

「瑞ずい甲こう窯かま、恒こう恵けいと南冠かん希にある窯がそうだ。次は青色系の色の名めい称しようについて説明を」

　次々と繰くり出されるグレンの質問に、予習していたとはいえミリセントの頭はぐるぐると混乱する。なにしろ一度に詰つめ込む量が半端ではないのだ。

　青いものも緑のものもごっちゃになってしまう。

「うぇーっと……あ、澱よどんだ感じのものが『澱でん青せい』、青白い月光に似てるのが『月げつ白ぱく青せい』！」

「もうひとつあるはずだが？」

　こういうときのグレンは、口調は穏おだやかながら限りなく冷たく見える。

「えぇ、もうひとつ!?　なんだっけ、もうひとつ……どこで落としちゃったの私、ううぅぅ」

　ミリセントが苦しまぎれに唸うなると、グレンの眉まゆがぎゅっと寄せられ、不ふ機き嫌げんな声が告げる。

「『粉ふん青せい』。白い粉が混じったような青、だ。それと、さっきから手が止まってる。俺がいう一言一句漏もらさず書き留めておくんだ」

　厳しい指し摘てきにミリセントもがばっと顔をあげる。

「待ってよ！　そんなに一度にいわれても、考えるのも手も別々になんて動かせないわよ！　もうちょっとのみこめるように……」

　しかしグレンは、険しい表情のまま口元に笑みを浮うかべると、椅い子すに座るミリセントを見下ろし、ペンを握にぎる手をトンとつく。

「一度にできないって？　手はちゃんと動くんだろう？　俺はフィリグラーナにいた頃から、全部一度に片付けてきた。時間が惜おしいからだ。いいか、同じことを二度聞くのも二度調べるのも時間の無む駄だだ。なぜなら過去は果てしないし、作品は日々生まれる。俺たちがすべてに追いつける日はこない。そうでなくとも、君は学びはじめが遅おそいし、触れる作品が偏かたよっている。どれだけやってもやりすぎってことはない」

　ミリセントは濃こい緑の瞳ひとみで、きりっとグレンを睨にらみ返した。

　──そりゃグレンは完かん璧ぺきかもしれないけど、私はそんなに……うぅん、弱気は禁物よ！　負けたくなかったらやるしかないんだから。

「確かに、俺は環かん境きようや家いえ柄がらには恵めぐまれたかもしれないが、美術に関しての知識は自分で積み重ねてきたつもりだ」

　それは真実だろう。グレンがいまの名声を得るにいたったのは、彼本人の努力と資質によるものだ。講義を受けるつど、美術品や鑑かん定ていというものの複雑さと奥深さ、それに向き合うグレンの本気を思い知らされる。

　そしてミリセントがくじけそうになるたび、グレンの瞳は無言で問いかけるのだ。「お前は、その程度で満足して終わりなのか？」と。

「わかった。もういいわけしないわ」

　ミリセントは力をこめてペンを握ると、ぐっと意識の集中を深めた。

　しかしそのあとグレンの講義が終わるまでの間に、軽く二十回はくじけそうになり、十回は絶望した。

「今日はここまでだ」

「あ、ありがとう……ございました～」

　ふたりはふらつく足取りで、明るい日差しのそそぐ隣となりの部屋へと移動する。

　心の隅すみで「うぅ、鬼おに講師」とぼやきながら、ミリセントはソファに倒たおれこんだ。

　いつものことではあったが、脳みそをフル回転させても追いつけないグレンの講義には、瀕ひん死しの状態にさせられる。

　しかし不出来な生徒を相手にするグレンも、鞭むちのふるいすぎでぐったりするのだろう。ミリセントの隣で背もたれに頭をあずけて、額に手をあてている。

「ねぇ、グレン。いつもそんなに生徒に厳しいの？」

　色いろ違ちがいの双そう眸ぼうが閉じられているのをいいことに、ミリセントは質問をぶつけてみた。

　けだるげな声で返されたグレンの答えは意外なものだった。

「さぁ、どうかな。俺はこれまで、人に教えたことなんかない」

「え……じゃあ、私がはじめてってこと？」

　それは少し嬉うれしいような気もして、ミリセントは一いつ瞬しゆん気持ちが舞い上がる。

「そうだな……こんなことははじめてだ。君が特別──」

「と……特別？」

「妙みような力で鑑定をしたりするから、ほっておけない気になったんだ」

「…………そう。それは、どうもありがとう」

　一瞬でも好意的な答えを期待した自分が馬ば鹿かだったと、ミリセントは口をへの字に結ぶ。

　するとグレンの口元が小さく笑い、手の下から印象深い瞳があらわれる。

「そうくさるな。君は初心者も同然だが、課題にも食くらいついてくるし、討議の途と中ちゆうで泣き出したりもしない。俺がわざわざ馬車で通ってくるぐらいには、見込みがあるといえなくもない」

「どっちなのよ、それ」

　こういうときのグレンは、楽しそうでいながら少し意地悪だと思う。ミリセントもつい憎にくまれ口を叩たたいた。

「グレンって、仕し事ごと柄がらパーティとか多いんでしょ？　いつもそんな調子で、女性のこと褒ほめたりできるの？　なんか想像つかない」
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　──そうよ。だいたい、グレンの年とか家柄を考えたら、婚こん約やく者のひとりぐらいいてもおかしくないのよね。……ますます、想像もつかないけど。

　だが、グレンはミリセントの質問に思案顔になると、ソファから身を起こした。

「そこまでいうのなら、これから君を讃たたえてみせようか？」

　グレンの視線がぐっと近づくのに、ミリセントは慌あわてた。色彩の異なる瞳に力が宿る。

「いい、やめて！　讃えてくれなくていいからっ」

　必死で断るミリセントに、グレンが小さく吹ふき出す。

　──笑い事じゃないわよ。だって……なんか鑑定でもはじめるみたいなんだもの。そんなふうに褒められたって、嬉しいわけないじゃない。

　一流鑑かん定てい士しであっても、女心までは見み抜ぬけないらしいと、ミリセントがため息をつくと、ふいに鼻先を甘い香かおりがかすめた。

「おふたりとも根こんを詰つめすぎです。とにかく甘いものでもどうぞ」

　講義の終しゆう了りようを察したアンセルが、シナモンの香りがするお茶と、まだ温かいアップルパフにマーマレードをかけたものを運んできてくれたのだ。

「ありがと、アル。いま甘いものは大だい歓かん迎げいだわ……」

　雪の結けつ晶しようを模した美しい縁ふち取どりのケーキ皿に、揃そろいのティーセットが手て際ぎわよくテーブルに並べられていく。アップルパフは、口にするとほの温かく、バターの濃のう厚こうな匂においがひろがる。

　砂糖で煮に詰めたリンゴのとろりとした甘さや、ジャムの香りに疲つかれた頭が癒いやされた。

　グレンも甘い物は嫌きらいではないらしく、しっかりケーキ皿に手を伸のばしている。

「美味おいしい、これ焼きあがったばっかりなの？」

　ミリセントが紅茶のカップに手を伸ばすと、脇わきにおかれた銀製のシュガーポットから砂糖の塊かたまりが弾はじけとんだ。

「なっ、なに!?　砂糖が爆ばく発はつ？」

　驚おどろくミリセントの前で、宙を舞った一枚のクッキーがテーブルにカタンと着地した。

　手のひらほどもあるクッキーが、よくシュガーポットに収まっていたものだが、堂々とした風ふ情ぜいのクッキーはその右手をぐっと前に傾かたむけた。

「優ゆう雅がなティータイムで結構なことね。でもいっとくけど、このお菓か子しはあんたのためじゃないわよ！　あんたもこの屋や敷しきにいるから、ついでにここへ運ばれてきたってだけっ！」

　少し高い少女の声でそう告げると、よほど腹立たしいのか、ペイ！　とアラザンを投げつけカタカタと歩き回る。

　人を象かたどったクッキーも、この屋敷の住人だ。

　ティーハニーと名乗るクッキーはどうやら少女らしい。足元はスカートの形に造形され、首まわりにはピンクのアイシングで可愛かわいらしくリボンがつけられていた。

「やかましいクッキーだな……」

　グレンは、もはやその存在を否定する気も失うせたのか、ティーハニーをひょいと指でつまむ。

「いやっ、なにするの無礼な男ね。ちょっと、アル！　アンセル、なんとかしてよ。このところ誰だれも彼も、この女に手なずけられすぎよ。トリシアのときだって──」

「黙だまりなさいティーハニー。お客様の前です。それにいつもいっていますね、食しよく卓たくに上がった以上、あなたはクッキーなのですから、つままれたり齧かじられたりしても文句はいえないと……」

　ため息をつきながら、アンセルはグレンの手からティーハニーを取り返す。

「私は厨ちゆう房ぼうへ彼女を届けてまいりますので、どうぞお話をつづけてください」

　憤ふん慨がいするクッキーを銀ぎん盆ぼんに載のせてアンセルが部屋を出ていくと、グレンは「あれは本物のクッキーなのか？」と尋たずねた。

「ちゃんとショウガの匂いはしたわよ。でもとりあえず食べないでよね」

「あんなもの齧るわけがないだろう。ここは相変わらず騒そう々ぞうしくて結構だが、俺は来週からしばらくこられそうにない」

「仕事が忙いそがしいの？」

「忙しいもなにも、そろそろシーズンも真まっ只ただ中なかだろう。君はどうするんだ？」

　グレンにいわれてミリセントもようやく気づいた。

　リュイシャム王国では、貴族たちの大半は普ふ段だん郊こう外がいにある邸てい宅たくで暮らしている。

　しかし寒さも和やわらぐ早春になると、『シーズン』と呼ばれるにぎやかな季節の到とう来らいだ。

　貴族たちはこぞって街に持つタウンハウスへ身を移し、晩ばん餐さん会や芝しば居い、乗馬に展覧会と華はなやかで社交的な日々を過ごす。

　王室をはじめ民衆にとっても、街がにぎわいを増し、商売が活気づく季節だった。

　もとより、王室御ご用よう達たしの美術商であるマクミラン家は、一年のほとんどを王都で過ごしているようだが、家業が多た忙ぼうを極きわめる時期でもある。

「そっか、もうそんな時期なのね。やっぱり私、ディンセル侯こう爵しやくのところへいかなくちゃ」

「なんだ、ベルフィールドに戻もどるのか？　だったらひとつ頼たのみたい仕事があるんだ」

　ミリセントがうなずくと、グレンは切り出すのを迷うように口を開く。

「今度、アンジェリカが家具装そう飾しよく品の店を出すことになってな。このところ俺もずっと駆かり出されてる。正直いって、こっちもいまはそれどころじゃない繁はん忙ぼう期なんだが……」

　はぁ、とグレンはため息をもらしてお茶を口にした。

　アンジェリカ・マクミラン。

『レディ・アンジェリカ』と呼ばれる伯はく爵しやく夫人は、マクミラン家に養子に入ったグレンにとっては義母にあたる。

　女性の社会的立場がまだ弱いリュイシャム王国にあって、伯爵家に生まれたアンジェリカは生まれ持った才覚を遺い憾かんなく発揮し、女性用衣装や装飾小物の店を何店てん舗ぽも展開する実業家だ。それには婿むこ養よう子しとしてマクミラン家に入った、美術商である夫の協力があってこそとも言われる。

　自じ叙じよ伝でんとして書かれた本は、女性へ新しい可能性を示したものとして話題になり、彼女の振ふるまいは常に注目されている。

　ミリセントは茶器を手にして、ふぅっと憧あこがれのため息をもらす。

「アンジェリカ様、今度は家具も扱あつかわれるのね。すごいなぁ、ほんとに手広くされて」

「よければ、店を見にこないか？」

「え？」

「急な話だし、人使いが荒あらい雇やとい主だけどな。できたら、開店準備を手伝って欲しい」

　グレンが言うには、アンジェリカが手がける店舗は全部で三つ。しかも同時にオープンするという前ぜん代だい未み聞もんの華はな々ばなしさだ。

　買いつけた膨ぼう大だいな量の商品をランクごとに分けて、店に配分する作業があるらしい。

　さらに上流階級向けの店舗で取り扱う商品は、著名な作家の物が多く、美術的価値が高いことから鑑かん定ていが必ひつ須すなのだという。

「他国から買い付けてるものも多いからな。鑑定書の翻ほん訳やくが必要なものも多くて、翻訳家と鑑定士はいくらいてもいいんだ。だが信しん頼らい問題もあるからな、うかつな人間はいれられない」

　ソファの肘ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついたグレンが言葉を切ると、うかがうようにミリセントを見た。

「あの……それって、誘さそってくれてるの？」

「ぜひ、参加してくれるとありがたいね」

「ほんとに!?」

　ミリセントは興奮で頬がほてるのを感じた。

　──アンジェリカ様のお店の手伝いなんて……ほんとに？　でもでも、こんなチャンス二度とないもの。うわぁ……やっぱり決めた！

「グレンってば、ありがとう！」

　思わず身を乗り出し、手を握にぎり締しめたミリセントにグレンも面めん食くらったようだ。

「いや、まぁ。そんなに喜んでもらえるとあとが怖こわい気もするが、恨うらみっこなしで……というか。とにかく、がんばってくれそうだな」

「もっちろん、全力でやらせてもらうわ！　鑑定に限らず、手伝えることならなんでもいって。ただ、ディンセル侯爵が、東国からお戻りになるって知らせをいただいたから。『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』での仕事もあるの」

「そういうことなら、あまり無理は……」

「なんとか予定を調整してみる。手伝いはさせてもらいたいの。それに、できたらちょっとだけでいいから、アンジェリカ様にお会いできるかな～って、思ったりしてるんだけど」

　ミリセントのはしゃぎっぷりに、グレンは苦く笑しようした。

「まぁ、アンジェリカが現場にいることは少ないけど、仕事を請うけてくれるなら会えることもあるだろう」

　想像だけでも胸がいっぱいになって、ミリセントはひたすらこくこくうなずくと、グレンの講義をまとめたノートを抱だきしめた。

　──うわぁ。お会いできたらどうしよう。ちゃんと話せるかしら、それよりなにより鑑定でお役に立たなくちゃね！

　舞い上がる一方のミリセントの隣となりで、グレンはよほど疲れているのだろう、再びソファにもたれると、肘ひじ掛かけに頬杖をついたままうとうととしはじめた。

「グレンったら、相当疲れてるのね」

　ソファでうたた寝ねをはじめたグレンの、乱れた額の髪かみが邪じや魔まそうだ。

　ミリセントがそっと近づいて指で髪をすくうと、綺き麗れいな額のラインがあらわになった。

　──こうしてると、少しは子供っぽいのに……

　額から鼻び梁りようへつづく彫ちよう像ぞうのようななめらかな肌はだに、思わず触ふれたい衝しよう動どうがわいてきてミリセントは我に返った。

　ソファに手をつき、グレンの顔をのぞきこんでいるこの姿勢はかなり誤解を招きかねない。

　背後にゆらりと気配を感じてふり返ると、青ざめた顔でアンセルが立ち尽つくしている。

「ミリセント様……」

「アル！　ちがうの、これはショールでもかけてあげようかなって思って」

「えぇ。わかっておりますとも。お客様のお世話は私の仕事ですから、どうぞこれを……」

　アンセルは強こわ張ばった笑え顔がおでそう言うと、運んできた熊くまの毛皮の敷しき物ものをどさっとグレンの上に放り投げた。

「ア、アル!?　こんなに大きい敷物どっから持ってきたの」

　完全に敷物の下に見えなくなったグレンに、ミリセントは慌あわてて敷物をめくった。

「……すごいわ、グレン。これでも起きないなんて」

　熊に襲おそわれたような恰かつ好こうで、そのままグレンは眠ねむりつづけた。
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　グレンの講義から三日が経たち、ミリセントは自室にアンセルとセラフィナを呼んだ。

「ねぇ、アル。セラフィナに手伝ってもらって、荷造りをしようと思うの」

「荷造り？」

　その言葉に、アンセルの眉まゆがぴくりと跳はね上がる。

「いったでしょう？　アメリア様から手紙をいただいてるの。ディンセル侯爵様が旅から戻られたんだもの。仕事のこともあるし、私も一度は街へ戻らなくちゃ」

　ミリセントは、もう何度もこのやり取りをアンセルとしていた。

　以前ミリセントが雇われ鑑かん定てい士しとして働いていたディンセル侯爵の店、『珍奇迷宮』での仕事はまだ辞やめたわけではない。

　このローズグレイブホールを突とつ然ぜん相続することになったものの、ミリセント自身は仕事をつづけるつもりだ。ファネル家の所有する領地では微び々びたる収入しか見込めないことや、なによりミリセント自身、鑑定の仕事が好きだった。中ちゆう途と半はん端ぱにはできない。

「ですが……私は賛成いたしかねます」

「アル、街にはしばらく滞たい在ざいするだろうけど、ちゃんとここに戻ってくるわ。とにかく、侯爵様ともちゃんと話をしなくちゃならないもの。それに聞きたいことだってあるし……」

　ディンセル侯爵が、この屋や敷しきの場所を知っていた理由をミリセントは尋ねたかった。ひょっとすると、行方ゆくえ不明の母の手がかりになるかもしれない。

「ね、そんなに心配だっていうなら、アルも一いつ緒しよに行きましょう。なにか方法があるはずよ」

　その提案をするべきかどうか、ミリセントも迷わないではなかった。

　なにしろアンセルは幽ゆう霊れいなのだ。本人が口にするには、この屋敷で実体化されたものは、外へ持ち出せば姿を失ってしまうということだった。

　行方の知れなかったミリセントのことを、捜さがしにいけなかったと謝られたことを考えても、アンセルはローズグレイブホールを出られないのかもしれない。

「それに、また〈大暗室〉の者が襲ってこないとも限りません」

　その言葉に、ミリセントも表情をこわばらせた。

〈大暗室〉とは、いまリュイシャム王国で最も恐おそれられている結社の名だ。

〈大暗室〉は死人を操あやつれる死し霊りよう術師を抱かかえ、永遠の魂たましいを信しん仰こうすると知られている。結社の構成員や拠きよ点てんも明らかでないが、相当古い歴史を持つことは確かだった。

　いまではリュイシャムだけでなく、他国にもメンバーがいるとされ、政治家や資産家も多く在ざい籍せきし、外交や議会にも影えい響きようを持つと噂うわさされている。

　ミリセントは自分の腰こしにある薔ば薇らの飾り鎖シヤトレーヌにそっと触れた。

「あいつらの狙ねらいはこれなんでしょう？」

　まさか自分が、その〈大暗室〉と関かかわるとは思ってもみなかったが、どうやらミリセントの母親は、彼らと関わりのある力を持っていたらしいのだ。

　それはこの屋敷で幽霊と関わるようになった、ミリセントも同様なのだろう。

　さらに、ミリセントが屋敷を継けい承しようしたことで、母トリシアが屋敷に残した結界が弱まったらしく、彼らの手先と思われる男が、ここにあらわれたこともある。

「この『薔ば薇ら封ふうじ』に認められないと、ローズグレイブホールの主あるじになれないんでしょう？　だったら、あいつらはこれを狙ってるのよ」

　ミリセントにも確信はなかったが、実際に〈大暗室〉の目に留まりそうなものは『薔薇封じ』だと思えた。この屋敷にとどめおかれた幽霊は、実体を与あたえられることがある。

　そして屋敷の主を認にん識しきする証あかしがこの飾り鎖なのだ。死者と関わりの深い〈大暗室〉が、手に入れたがったとしても不思議はない。

　ミリセントも自分で口にするうち、本当にそう思えてきた。

　事実アンセルも、この屋敷におけるファネル家の特務については知らないのだ。

　死者のために用意されたようなローズグレイブホールの役目がなんであるのか、それは母であるトリシアが知っているに違ちがいない。

　アンセルもそれ以上言いい募つのることができないのか、苦しげに眉をひそめた。

「おっしゃる通りかもしれませんが……キャトリーさんにもきてもらったばかりですのに、私たちが屋敷を空けるわけにはまいりません」

　お互たがい引くようすもなく言い争うふたりに、控ひかえていたセラフィナは視線を左右に動かしながらそっと声をあげた。

「僭せん越えつですが、ある程度仕事を引き継ついでいただけるなら、留守はお守りいたします。滞在先がわかっていれば使いもだせますし。もちろん、新参ものに屋敷をまかせるなんて、正気の沙さ汰たではないかもしれませんが……」

　常識で考えればその申し出はありえない話だが、ミリセントは彼女の手を取った。

「本当!?　だったら助かるわ。荷物をまとめるのを手伝ってもらえたら、身の回りのことは自分でなんとかする。それにこのお屋敷にあるものって、美術品はいわくつきだし、お金になるのは銀器ぐらいよ。とにかく幽霊ばっかりだもの、盗人ぬすつとだって敬遠するわよ」

「私のことを、それほど信用なさってくださるのですか？」

　ミリセントは真ま面じ目めな顔でうなずいてみせた。

「私、鑑かん定ていの勉強をしてるの。それなりに自分の眼めも信じてる。だからセラフィナ、あなたのことを信じるわ。もしなにかあれば、きっと腹が立つしがっかりするけど……自じ業ごう自じ得とくね」

　人を信じるのは自分を信じることだ。鑑定という仕事においても、裏切られ、高い授業料を払はらわされる人々をたくさん見てきた。

「かしこまりました」

　そっと目を伏ふせると、セラフィナは請け負ってくれた。

「それと、もうひとつお願いがあるの。さっきアルとも話してたけど、〈大暗室〉がこの屋敷に関わってくるかもしれない。もし危険が及およぶことがあれば、すぐに逃にげてほしいの」

「〈大暗室〉……知らない名ではありません。私も死人には慣れております。留守番役としては適任でしょう」

　セラフィナの言うとおり、この状じよう況きよう下でほかに留守を引き受けてくれる人間などいないだろう。

「じゃあ、あなたの給金を確保するためにも、私はベルフィールドへいかなくちゃ！」

　これで文句はないだろうとアンセルを見あげると、負けましたといわんばかりに手をあげて小さくため息をつく。

「では、早さつ速そく荷造りの支し度たくをはじめてまいります」

　セラフィナはそういうと、部屋をさがっていった。

「ねぇ、アル。あなたも一緒にきてくれたら、すごく心強いんだけど」

　ミリセントの懇こん願がんするような口調に、アンセルも気持ちが揺ゆれたらしい。

「……とにかく、私が随ずい従じゆうできるかどうかは、キャトリーさんと仕事の話を詰つめてから、判断いたしましょう」

　少し困ったように言いよどむアンセルに、やはり彼はこれまで屋敷を出たことがないのかもしれないと、ミリセントも確信を強めた。

「いいわ。セラフィナとの引ひき継つぎはお願いします。それと、アルをどうやってつれていくかは私も考えるから、ね？」

「かしこまりました」

　もはや逃げ場はないとばかりに、アンセルはどこかしおれた表情で了りよう承しようした。




　それからは、ミリセントも手早く準備を進めた。

　もとより街へ戻もどるつもりだったが、さらにアンジェリカの手伝いができるとあっては、何がなんでもベルフィールドへ向かわねばならない。

　幸いなことに、セラフィナはじつに的確にミリセントを助けてくれた。

　彼女はアンセルから屋敷の詳しよう細さいを聞きもらすことなく引き継ぎ、戸と惑まどうことなく仕事の手を動かしてくれた。

　ともかく屋敷のことは彼女にまかせられそうだと確信したミリセントは、出発前夜にアンセルを広間に呼んだ。

「侯こう爵しやく様にお伺うかがいの手紙も出したし、あとはアルのことだけなの」

　そう告げられたアンセルは、広間にあるテーブルや机の上に並べられた数々のアクセサリーや手鏡に首をかしげる。

「私のことはわかりましたが、これは全部持っていかれるのですか？」

「そうよ、だけど全部じゃないわ。アルが入ってくれたもの、どれかひとつよ」

「入る……？」

　どういうことでしょう？　と問いたげなアンセルに向かって乱暴な声が響ひびいた。

「決まってんだろ。俺と同じよーに詰め物にされて、そのまま街まで運ばれるって寸法だ。ひっでーよなぁ」

　どこか生意気な少年の声は、ミリセントがつけているペンダントから聞こえてくる。

　ミリセントの胸むなもとにある細密画ミニアチユールのペンダントは、普ふ段だんはややくすんだ薔薇の絵で飾られているが、いまは別の影かげが浮うかびあがっていた。

　明るい黄金の巻き毛に、褐かつ色しよくの肌はだの少年。燃え立つ炎ほのおのような瞳ひとみは眥まなじりが切れ上がり、気の強そうな印象だ。母が残してくれたこのペンダントに宿っているのは、アスワドと名乗る幽霊で、これまでもミリセントの鑑定で、知識面を助けてくれていた。

　ペンダントに向かってミリセントは唇くちびるをとがらせる。

「アスワド、この方法を提案したのはあなたでしょう？　だって、アルが外に出られないっていうんだもの。形がなくなっちゃったら困るわ」

　どうやら本気らしいふたりの会話に、アンセルは眉み間けんを指で押さえるとため息をもらした。

「つまり、私もアスワドと同じようにしてお供しろと、そうおっしゃりたいのですね？」

「あの……ごめんなさい。怒おこってる？　そりゃちょっと乱暴かなーと思ったんだけど、他ほかに思いつかないし。他になにか方法があるならそれを聞くわ」

　いかに彼が幽霊であるとはいえ、あまりに本人の意思を無視した申し出だとミリセントにも自覚はあった。

　──でも、なんだか気になるんだもの。前に私が屋敷を出たあとも、ずっと待っててくれたみたいにいってたし。ちょっと出かけたときだって、すごく寂さびしそうな顔してた。だったら、連れていかなきゃって思うじゃない。

　ミリセントの必死なようすに、アンセルはうなずいた。

「そうですね。確かにミリセント様が街へ行かれる間、ここに残るのは嫌いやです」

　しかし問題はそこからだった。




「ちょっと、アスワド。本当に自分のときどうされたのか詳くわしく覚えてないの!?」

　アンセルを大理石の床ゆかに横たえ、その隣となりに膝ひざをついたミリセントは困ったようにペンダントに問いかける。

「そういうなよ。お前の母親が、俺のこと無理やりペンダントに押し込んだんだぜ？　覚えてるわけがないだろ」

　ミリセントの母トリシアは、幽ゆう霊れいとダンスをすることで霊に実体を与えてきたらしい。

　その娘むすめであるミリセントは、視みえている幽霊を床などに描えがくと、それが実体を持つことが証明されたばかりだ。

「う、うーん。私の場合は踊おどりと関係ないはずだし、アルはもう実体をもっちゃってるからなにがどうなるか……」

　手に石せき墨ぼくを握にぎったまま険しい表情でつぶやくミリセントを、アンセルが菫すみれ色いろの瞳で心細げに見上げている。

「大だい丈じよう夫ぶよ！……たぶん。そんな顔しないで。お祓はらいとかそういうんじゃないんだし。じゃあ、とにかく試ためしてみるわね」

　実体化ができるなら、その逆もいけるはず。

　非常に乱暴な思いつきだったが、試してみる価値はある。

「さぁ、いくわよ」

　半ば勢いにまかせ、石墨でアンセルの体のまわりに線を引いていく。

　まるで事件現場で遺体の印をつけているかのような不ふ吉きつさだが、当人は真しん剣けんそのものだ。

「あっ」

　突とつ然ぜん小さく声をあげたアンセルに、ミリセントは慌あわてて手を止める。

「す……すみません。キャトリーさんに伝えそびれた仕事を思い出してしまって」

「もう。びっくりするじゃない。いまはとにかく集中して……！」

　申し訳ないと目を伏せるアンセルの耳元で、アスワドが笑っている。

　しかし、アンセルの輪りん郭かくが床に完成しても特に異変が起こるようすはない。

「やっぱり、これとは方法が違ちがうのかしら」

　ミリセントは首をひねりつつ、机の上にあった翡ひ翠すいのチョーカーを手に取ると、横たわるアンセルの額においてみる。やはりなんの異変もおきず、ミリセントは「困ったなぁ」とつぶやきながらアンセルの顔をのぞきこんだ。

　そのとき、留め具が甘かったのか、ミリセントの首にあったペンダントが、アンセルの額をめがけて滑すべり落ちる。

「ミリ──」

「え？」

　まるでくしゃみの最後が途と切ぎれたような、妙みような声を残してアンセルの姿が消える。

「え!?　アンセル？　あれ、さっきのいまで……んん？」

　ミリセントは慌てて床に落ちたペンダントを拾い上げる。

　すると突とつ然ぜん鎖くさりがしなって、ペンダントが釣つられた魚のように左右にはねた。

「せっ、狭せまい!!　なに考えてんだお前は！」

「考えるもなにもありますか!?　なんです、ここは。これはいったい……」

　ミリセントは目の前にペンダントをかざして愕がく然ぜんとした。

「…………やだ。アルってば、ここに入っちゃったの!?　え……っと、どうしよう!?」
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　ミリセントが街へもどるにあたっては、ディンセル侯爵家から迎むかえの馬車がよこされた。

「また店で仕事をしてもらうのだから」という侯爵の申し出によるものだ。

　おかげで、屋や敷しきの馬車はいざというときセラフィナが使うこともでき、ミリセントは非常に助かった。

　衣装や靴くつなどの荷物が思いのほかかさばったが、ミリセントとトランクを積み込み、馬車は軽快に走り出す。ベルフィールドへ向かう街かい道どうはやわらかな緑におおわれ、なだらかな丘きゆう陵りようが絨じゆう毯たんのようになめらかにつづいている。

　ミリセントもいまは窓からの景色を心ここ地ちよく眺ながめた。

　ローズグレイブホールに連れてこられるときは、ただわけがわからず不安だったが、いまはなによりディンセル侯爵に会えるのが嬉うれしい。

　それでも一点のくすみのように、心から消えない影がある。

　──……侯爵様に聞かなくちゃ。ファネル家のことを知ってるのかどうか……なにか母さんのこと知ってるかもしれないもの。

　もやもやとしたものが胸に渦うず巻まいて、ミリセントはゆるく頭をふった。

　独特の色をした髪かみは母親には似ていない。屋敷にあった母の肖しよう像ぞう画がを見ても、どちらかといえば自分は父親似なのかもしれないと思えた。

　──夢もいくつか見たけど、はっきり覚えてるのはアルのことぐらいよね。もしあの男の子がアルだったなら、やっぱり幽霊なのに成長してるのよね？

　なによりそれが不思議なのだが、本人にたずねることをミリセントはためらってもいた。

　夢で見た少年とは、とても大切な約束をしたような気がするのだ。それを自分が忘れたままだと知られれば、悲しませてしまうだろう。

「ひょっとして……『僕のお嫁よめさんになってね』みたいなんだったりしてね」

　馬ば鹿かな想像だと思うものの、実際にそんな意味合いだった気もする。しかし、どこか自分に都合のいい夢のような気もして、ミリセントは苦く笑しようした。

　アンセルは見る者が気き後おくれするほどの、容姿と気品の持ち主だ。控ひかえめながら優ゆう雅がな振ふる舞まいを備え、その声は穏おだやかな風のようにやさしい。

　完かん璧ぺきにも思える彼のただひとつの問題は、もう死んでいるということだろう。

　やがて馬の蹄ひづめが硬かたい音を立て、石いし畳だたみを駆かける馬車は王都のベルフィールドへ入った。

　荘そう厳ごんな大聖堂がある街の中心は、別名をビーハイブ蜂の巣箱と呼ばれるほど、人も建物も密集しているにぎやかな場所だ。この国を東西に横断しているクレイン川の岸には倉庫が立ち並び、王立取引所が設けられ、経済の中心にもなっている。

　社交シーズンを迎えたいま、タウンハウスへ戻もどってくる貴族たちに合わせて、商売にまつわるすべての品が行きかう稼かせぎ時だ。

　ディンセル侯こう爵しやく家は、ベルフィールドに店を持っており、さらに侯爵所有の博物館もここにあるため、一年のほとんどをこの街で過ごす。夫人のアメリアにとっても、郊こう外がいの屋敷で客人をもてなす日々よりは、にぎやかな街にいるほうが性しように合うらしい。

　やがて、もっとも混こみあう大聖堂のある広場へ馬車が差しかかると、往来からよく見える巨きよ大だいな広こう告こく塔とうに張られたポスターが見えてきた。

　真っ暗な背景に黒くろ髪かみを溶とけこませた男が、いやに力強い赤茶の瞳ひとみを向けている。

　額から鼻び梁りようはくっきりと深く、目元から顎あごにかけてなめらかながら男らしい面おも立だち。どこか艶つやっぽいその雰ふん囲い気きは、舞ぶ台たい映ばえしそうな華はながあった。

　頬ほおの横にある白い手て袋ぶくろは青白い炎ほのおに包まれ、『奇き才さいギンシェル。幽ゆう幻げんの舞台を奏かなでる！　「ファンタスマゴリア」──貴方あなたは死の淵ふちをのぞき、その声を聞く──』などと、大おお仰ぎような文句が謳うたわれていた。

　幾いく人にんかの人間が足を止め、広告を指差しているからには、話題の舞台なのだろう。

「でも、舞台でまで幽霊を見ることもないわよね」

　これまでも芝しば居いや舞台に縁えんのない生活とはいえ、幽霊は十じゆう分ぶん間に合っているとミリセントは苦笑してペンダントに触ふれた。

　ビーハイブから少々離はなれた閑かん静せいな界かい隈わいは、王立公園と隣となり合う、ミラルパークと呼ばれる地区だ。文化施し設せつや緑が多く、広大な敷しき地ちには立派な庭園や屋敷が目立つ。

　貴族の住まいや高級商店が立ち並ぶミラルパークは、使う者と仕える者でできている世界だ。

　やがて赤茶色の煉れん瓦がの壁かべが見えてくる。いくつも出窓の並んだ四階建ての建物に、ミリセントはひどくなつかしい気持ちになった。そもそも侯爵の屋敷を離れること自体、そうなかったことなのだ。

　馬車の扉とびらが開かれミリセントが降り立つと、出で迎むかえてくれた女性に抱だきしめられた。

「ミリー！　よくきてくれたわね。とても楽しみにしてたのよ」

　ふわりとした金の髪を結ゆった夫人は、侯爵の奥方だ。身寄りのないミリセントを気にかけてくれ、養女に迎えたいとまで申し出てくれた。

　ミリセントがファネル家の屋敷を相続したあとも、留守にしていた侯爵に代わり、お披ひ露ろ目めの晩ばん餐さん会を企き画かくしてくれたのもアメリアだ。

　そして近づいてきた人ひと影かげを見上げて、ミリセントは笑えみを浮うかべる。

「リュイシャムへお帰りなさいませ、侯爵様」

「君こそ、ディンセル家におかえりミリセント」

　シルクのリボンで結んだ黒髪に、整えられた口ひげ。黒尽ずくめの衣装に身を包んだディンセル侯爵は今日も妖あやしく怪あやしげだった。

「少し、日焼けなさいましたね」

「そうだな。思った以上に過か酷こくな船旅になってね。さ、ふたりとも中でゆっくりと話せばいい。私も土産みやげ話は山とあるからな！　神秘と珍ちん奇きの東国については、本にまとめたいほどでね」

　社交界でもディンセル侯爵を知る人は、まず彼の肩かた書がきや容姿よりもその特異な趣しゆ味みについて語るだろう。

　侯爵の珍奇、神秘趣味についてのコレクションは、この国でも屈くつ指しのものであり、それにかける本人の情熱がなにより特とく殊しゆだとも言える。

　未開かい拓たく地や長い航海を伴ともなう遠出も多いだけに、夫人もミリセントも心配は絶えない。

　迎えられるままに屋敷へ入り、客人用の広間に通されるとミリセントは少しだけ決まりが悪かった。屋敷で働く使用人たちと顔をあわせづらいからだ。

　かつて屋敷でメイド見習いをしていたミリセントは、壊かい滅めつ的に家政の仕事に向かなかった。

　同どう僚りようたちにも、さぞ迷めい惑わくだっただろうことはわかっている。

　案内された部屋にお茶を運んできた客室メイドは、ミリセントもよく知る古株だ。手て際ぎわよく侯爵の前からカップが置かれていく。

　挨あい拶さつをしようと顔をあげたミリセントに、彼女はそっと耳打ちした。

「ミリー、あんたいいとこのお嬢じようさんなんだって？　ここより賃金はずんでくれるなら転職も考えるわよ？」

　驚おどろいて相手を見つめると、メイドは思わせぶりな目配せを残して下がった。

　その表情に、値ね踏ぶみと侮ぶ蔑べつと媚こびが入り混じった複雑なものを感じて、ミリセントの胸は重くなる。

　だが、向かいに座るアメリアは小さく笑った。

「私が少しずつ漏もらしておいたの。皆みなだって、あなたの身分を知れば今後の仕事についてもとやかくいわないわ。今度はあなたが彼らを雇やとうことだってできるのよ。遠えん慮りよしすぎるのも変でしょう？」

　アメリアの言葉には、使う者として生まれ、その地位と責任を負って暮らしてきた貴婦人ならではの、威い厳げんにも似たゆるぎなさがある。

　リュイシャムの社会では、両者の差は厳然としたものだ。

　互たがいの関係がいつも円満でないことは、使用人として働いていたミリセントにもよくわかっている。

「でも、私がここでご迷惑をかけていたのもほんとですから」

　当時の自分を思えば足手まといでしかなかっただろう。

　自分が貴族の生まれだとわかったものの、使われる側で生きてきた身には、そう簡単に切り替かえられそうにない。

　アメリアのように貴族の義務を果たせるようになれば、少しは実感ができるのだろうか。

　そんなミリセントの前に、侯爵は次々と怪しげな物を運びこませる。

「私も東国に行くのは初めてじゃないが、今回はなかなかの冒ぼう険けんになったよ」

　そういって、絹張りの桐きりの箱から取り出されたのは、赤子の手のひらほどある透すき通った鱗うろこだ。

「人魚を追ってたんだが、ある村につれていかれてね。どうもそこでふるまわれた酒に、聖なる灰が入っていたみたいでね──」

「聖なる？」

「あぁ、聖人のミイラを砕くだいたものらしい」

「うぅ……それって、人のほね……」

　普ふ段だんは紳しん士しとして振る舞う侯爵も、異国に渡わたればなにかのスイッチが入るらしい。

「なんだか体もだんだら赤くなってしまってね、三日三晩高熱がつづいたんだが、不思議な夢を見たよ。すると彼らは私を歓かん待たいしてくれてね、竜りゆう神じんの夫にしてくれるといって、滝たきつぼに投げこまれたんだ」

　あまりの無む茶ちやに、ミリセントもアメリアも苦笑いするしかない。侯爵ときたら異国の儀ぎ式しきは自ら体験してみないと気がすまないのだ。

「侯爵様……それは夫というより、生いけ贄にえだったんじゃ……」

　ミリセントのつぶやきをよそに、侯爵はご機き嫌げんだ。

「いやあ、豪ごう勢せいな食事でもてなされて、立派な錦にしきの衣装も着せられたんだ。しかしな、私の愛する妻は世界にただひとりだろう？」

　満足そうに髭ひげをなでつけ、侯爵は渋しぶみを感じさせる笑顔でアメリアを見つめる。

　瞳で愛を語らう夫ふう婦ふの姿は見ているほうが照れくさいが、話しているのがミイラや竜神のことだという点で、ロマンスも斜ななめに傾かたむいている気がする。

　つかのまのあたたかな団らんの後、アメリアは婦人会が寄付のために行うバザーの打ち合わせがあると席を立った。

　改めて侯爵とふたりになると、ミリセントは少しだけ迷ってから口をひらいた。

「あの……お聞きしたかったことがあるんです。侯爵様は、店にファネル家の使いがきたときにも、すぐにそれが本物だと認められましたよね。どうして、私がファネル家の人間だって確信されたんです？」

「あぁ、そのことかね。いや、私もそれほど関かかわりがあったわけではないのだが……君の母君とは、一度だけお会いしたことがある」

「母さんに？」

「私もコレクションをする人間だ。厄やつ介かいごとに巻き込まれることもある」

「あ……」

　そういうことだったのかと、ミリセントは少しだけ合が点てんがいった。

　侯爵と母に接点があるとすれば、もっとも可能性がある話だ。

「まだ、君は生まれていなかった頃ころだろうね。海うみ狐ぎつねの剥はく製せいを手に入れた途と端たん、妙みようなことがつづいてね。結局原因はそれではなくて、翡ひ翠すいの馬ば頭とう印だったらしいんだが、一度私のコレクションを見てもらったことがある」

　懐なつかしそうに語る侯こう爵しやくのコレクションがいまもつづいていることを思うと、それで懲こりたりはしなかったらしい。

「あの、母さんも鑑かん定ていみたいなことをしてたんですか？」

「いいや。おおっぴらに、鑑定を引き受けたりはしていなかったようだね。私も人づてに聞いて、何度か手紙を書いてやっと依い頼らいを受けてもらったんだ。私の相談というのが、幽ゆう霊れいがらみの異常だとかで引き受けてくれたらしい。鑑定というより霊れい媒ばい師のようだね。手で触れるだけで、物の来歴がわかるというのが印象に残ってねぇ。それから何年か後に、屋や敷しきに使いを出したんだが、門もん扉ぴが締しめ切られて無人になっていたと報告があった」

「じゃあ、母さんはやっぱりベルフィールドにきてたんですか？」

「それはわからない。はじめは、てっきり他国にでもいったのかと思っていた。そんな頃に、教会から字の読み書きができる少女がいるって連れん絡らくを受けてね。屋敷でも使用人を探していたし、字の読み書きができるのは、それなりに教育を受けている者だろう。興味もあって私が出向いたんだ」

　そこからはミリセントも知るとおりだ。

「そこで、私を引き取ってくださったんですよね」

「そう。まだ小さい君は、たどたどしいが私のコレクションの詩し篇へんを朗読してみせた。それに身に着けていたペンダントの細密画ミニアチユールを見て、なぜか彼女を思い出してね。それでミリーはここへきたんだ。しかもあの鑑定の才能を見て、やはり彼女のことが頭をよぎったよ。もっと早くに話をしてみれば良かった」

　そう打ち明けてくれた侯爵に、ミリセントは「本当に感謝しています」と告げた。

　当時ファネル家の人間が行方ゆくえ不明だったうえ、ミリセント本人の記憶もあやふやであり、侯爵の印象だけでは判断もつかなかっただろう。

　侯爵はすこしうかがうように、ミリセントを見つめ返した。

「それで、私にくれた手紙には、母君のことは何も書いてなかったが……」

　使者が『遺ゆい言ごん』という言葉を口にしていただけに、侯爵も案じるように問いかける。ミリセントはうなだれて首を振ふった。

「それが、わからないんです。屋敷にいた人に、父はもう亡なくなっていると聞いたんですが、母についてははっきりしないんです。それで……なにか手がかりがないかと思って」

　ミリセントの言葉に、侯爵は髭を撫なでながら切り出した。

「そうだね。私にわかるのは、ファネル家が古い家いえ柄がらで、遡さかのぼれば現王室エスクウィンが王座についた頃から存在しているということぐらいだ。それと当主が代々女性だというのも珍めずらしい」

「そんなに、古くから……」

　それも、あの屋敷の秘密に関係があるのだろうか？

　さすがの珍しい物好きの侯爵にもわからないとなれば、母がしていたというお役目は、隠かくされなければならないことだったのかもしれない。

　考えこむミリセントを、落ちこんでいると感じたのか、侯爵は力強く手を握にぎってくれた。

「とにかく、母君のことは焦あせらないで。私もなにか手がかりがあれば伝えよう」

「ありがとうございます。でも、大だい丈じよう夫ぶです。私も少しずつ屋敷を整理して、心当たりを捜さがしてみますから」

　これ以上侯爵は巻き込めない。

　母のことが気になって仕方がないのは事実だ。ディンセル家の人脈を使えば、手がかりも得やすいかもしれない。

　それでも、母の周辺には〈大暗室〉の影かげがある。

　以前受けた鑑定の依頼で、殺された職人について調べているときにヨナスと名乗る男があらわれた。彼は自らが〈大暗室〉の一員だと認めると、職人の死体を傷つけたうえ、死人を地中から呼び出してミリセントを襲おそわせたのだ。死し霊りよう術師であることは間ま違ちがいない。

　新聞をにぎわすような〈大暗室〉の事件に、大事な人たちを巻き込みたくはなかった。

　ミリセントは努めて声を明るくしてたずねる。

「そうそう、侯爵様。お仕事の話を聞かせてください」

「あぁ、そうだった。それもなかなか大変なことになっていてねぇ」

　侯爵はやれやれといった調子で従僕を呼ぶと、大量の書類や手紙の束を運び込ませた。

「ミリーもいまは無理に働く必要はないのかもしれないが、そういわれたら私は泣きつかねばならんところだ。先だってミリーが受けた、マクミラン家の依頼が王室関係者から知られたようでね。留守の間に、仕事が舞まい込みまくってしまった。私が帰国するまでは一いつ旦たん引き取ってもらうよう、アメリアが返事をしてくれていたんだが……」

　侯爵の口にするとおり、机に置かれた依頼の手紙の山はすでに傾なだれ始めている。

「あの、すごくありがたいです。でも、これはちょっと……すごい量ですね」

「そう……さすがにすぐ片付けられるものじゃない」

　これまでは、あくまで噂うわさや人づてに『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』のことを知った人たちからの依頼が主だった。なにしろ侯爵は、この仕事で儲もうけるつもりはあまりない。

　趣しゆ味みの店『珍奇迷宮』を維い持じし、コレクションをさらに充じゆう実じつさせるための資金づくりなのだ。

「でもね、よく見ればうちでなくともいい仕事も多い。そういったものは丁てい重ちようにことわりの手紙を出しておいた。いまのところ『珍奇迷宮』で引き受けるべき依頼は、このぐらいかな」

　そういって侯爵がより分けた封ふう筒とうは、まだゆうに十通以上はあった。

「さっそく、明日から店に参ります！」

　ミリセントはようやく仕事をしに戻もどってきた実感がわいた。

　翌日は早朝から仕事にとりかかるつもりで、その夜ディンセル夫妻と水入らずの夕食に招かれたあと、以前に使わせてもらっていた使用人部屋へと荷物を運んだ。

　アメリアは来客用の部屋を用意してくれていたようだが、仕事をするためにきたのだからとミリセントは辞退した。なにより、屋敷のほかの使用人たちを煩わずらわせるのは気が引ける。

　こぢんまりとしたなつかしい部屋に入ると、窓のそばに置かれた簡素な机の上のランプを灯ともし、簡単に荷物を整理した。

　夜も更ふけた頃、小さな寝しん台だいに身を横たえたミリセントは、鐘かねの音を聞いた。

　ベルフィールドの名の由来にもなっている、ビーハイブの中心にある大聖堂の鐘の音。

　ここでは真夜中に馬車が行きかうことも多く、夜警の見回りも絶えることがない。

　鐘の音の余よ韻いんに意識をふっと引かれるように、ミリセントは眠ねむりに落ちた。




　──なに、この家？

　夢を見ている自覚はあった。ミリセントが立つ場所は見覚えのない家のなかだ。

　低い天てん井じようは梁はりがむき出しで、燻いぶされたような木目の家はとてもこぢんまりとしている。薄うす暗ぐらい部屋のなかには、最低限の家具しかなく、簡素な宿のように素っ気ない。

　ゴォォン……　ゴォォン

　鳴り響ひびく鐘の音はかなり近い。

　目の前に人がしゃがむ気配を感じて、ミリセントは顔をあげた。窓からの光を背に受けているのか、相手の表情はわからないが、自分がひどく怯おびえているのはわかった。

　重ねて鳴らされる鐘の音は、いくつもの音階が混じってひとつの音楽のようだ。その音のなかでも、向かい合う女性の声ははっきりと聞こえた。

「いい、机の上にパンとチーズがあるわ。水も入ってる。ひとりでも食べられるわね？」

　一いつ瞬しゆん床ゆかが見えて、自分がうなずいたのだとわかる。黒くろ髪かみの女性は、そっと指で前まえ髪がみに触ふれると愛いとしげに頬ほおに触れる。

「私が二日経たっても帰ってこなかったら、ここを出なさい」

　その指の感かん触しよくと言葉に、ミリセントは相手が母親だと気がついた。

　──いや……母さん、ダメよ。だって……このあと母さんは……

　だがどれだけ意識で否定しても、幼い頭は素す直なおにうなずく。

　そう。あのときも本当は、嫌いやだと母親に抱だきつきたかった。いかないでとすがりつきたいほど心細かったのに、それを許さない厳しさが母の表情にはあったのだ。

「あなたがここを出たら、一歩進むたびに色々なことを忘れるわ。あなたが屋敷に戻るまでなにも思い出せなくなる。誰だれになにを聞かれても、わからないって首を傾かしげなさい」

　──やめて、このままじゃ母さんがいっちゃう。扉とびらを開けて出て行ったら……もう……

　自分を見つめる深い緑の瞳ひとみが涙なみだでうるむと、それをふり切るように貴婦人は立ち上がった。

　白い指がそっとミリセントの首もとにあるペンダントに触れる。

「あとは、お願いね。きっと、帰ってくるから」

　──嘘うそよ！　いかせちゃ駄だ目め。だって……戻ってこなかった。母さん、いかないで!!

　だが、どれだけ意識で叫さけんでも、女性はそのまま扉をそっと開ける。

　いつのまにか、鐘の音は途と絶だえていた。大通りにあふれる、うるさいほどの人の気配が一瞬流れこんだが、閉まる扉に遮さえぎられた。

　小さな手が、閉とざされた扉に触れ木目をなぞる。後を追いたい衝しよう動どうをただ必死にこらえて、ミリセントは扉の前に立ち尽つくした。

　──そうだ……思い出せる。私は約束どおり扉を開けた。二日経って、誰も帰ってこなかったから……私は、扉を開けた。

　煉れん瓦がを焼く煙けむりでくすんだ空の下には人があふれ、背を押されるほどの混雑のなか割れた石いし畳だたみを見て歩いた。

　母さんの言ったとおりだった。一歩踏ふみ出すと、閉めたばかりの扉を忘れた。もう一歩踏み出すと、もといた屋や敷しきのことが記き憶おくから消える。思い出も記憶も、歩くたびにこぼれていった。

　大好きな母さん、父さんのこと、庭で出会った少年のことも……

　泣きながらさまよって、気づいたときには教会にいた。なにがどうなったのか、自分はそこで孤こ児じとして保護され、しばらく教会で暮らすことになったのだ。

　──そう、忘れたはずだった……




　ミリセントがふっと目を覚ますと、再び鐘の音が消えるところだった。

　小さな窓にあるカーテンは薄うす明あかるく、空が白みはじめたことがわかる。

「変な夢……」

　もぞっと寝台に体を起こすと、目もとが濡ぬれているのに気づいた。これまで何度かローズグレイブホールでの夢は見たが、外にいる夢を見たのは初めてだ。

　──いまの、ただの夢じゃないわよね。やっぱり、母さんは屋敷を出てこの街にきたんだ。

　ミリセントは涙の残る頬を軽くぬぐうと、「水をもらいにいかなくちゃ」とつぶやいた。

　記憶が戻れば、大きな手がかりになる。それでも、こうして悲しい思い出を知ると夢を見るのが少し怖こわくもあった。

　今日から仕事で忙いそがしい日々が始まることに感謝しながら、ミリセントは手早く身み支じ度たくを調ととのえた。
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　すっきりと身支度を調え、侯こう爵しやくの店である『珍奇迷宮』へやってきたミリセントは、二階にあがり作業用エプロンをつけようとして、胸に衝しよう撃げきを受けた。

「んぎゃっ！」

　悲鳴をあげて床ゆかに尻しり餅もちをつき、喉のどを押さえる。突とつ然ぜん、誰かに正面から突つき飛ばされたような衝撃があったのだ。

「ゲホッ……っ痛い。な、なんなのいまのは？」

　驚おどろいて顔をあげたミリセントは、そのまま息を吞のんだ。

「な……なんで？　どーして!?」

　イーゼルを挟はさんだ向かいには、ミリセントより少しだけ背の高い人ひと影かげがある。

　雨を嫌きらう獣けもののように身み震ぶるいして、目を瞬またたかせたのはゴールデンブロンドの少年アスワドだ。

　本人も状じよう況きようがわからないのか、自分の手足を眺ながめ回して不思議そうな表情だ。

「やられた……アンセルに追い出された」

「アルに？　そんなことできるの？」

「せまいペンダントで力を使ったら、ミリーが余計疲つかれるとかいってたけどな……俺はどーでもいいのかよっ！」

　急に音と質感を持ったアスワドが、目の前にあらわれてミリセントは戸と惑まどった。

　近くで見ると、本当に黄金を練り上げたような見事な巻き毛に、見慣れない肌はだの色。見知らぬ相手ではないのに、こうして間近に立たれると初めて出会ったような気持ちになる。

「アスワドも実体があるの？」

　自由に出入りができるなら、我がの強そうなアスワドが、おとなしくペンダントに入っているとは思えない。

　だが、問いかけられたアスワドは、ミリセントのペンダントをじっと見つめた。

「いや……俺の想像だけど、いまはアンセルが入ってるから俺がこっちで実体化できるんじゃないか？　そのペンダントにゃ、幽ゆう体を取りこむ力が宿ってるみたいだしな」

「じゃあ……別の幽ゆう霊れいが入ったらアスワドは出られるってこと？」

　まさかこのまま、アンセルがペンダントに取り残されたりしないだろうかと、ミリセントは不安になった。そのおでこをアスワドはぴんと指ではじく。

「バーカ。そんな顔をしなくたって、俺は戻もどるさ。トリシアとは約束がある」

　眥まなじりのきついきらめく瞳を向けられると、射すくめられるような迫はく力りよくがあった。その視線をミリセントの足元まで落とし、アスワドは「ふぅん」とうなずく。

「ミリーも縦には成長してたんだな。まぁ、いいや。仕事は早めに片付けたいんだろ。確かに手分けしたほうが効率はいい」

　どことなく失礼な言動があった気もするが、確かにアスワドの言うとおりではある。

「わ、わかった……そうねじゃあ──」

　ミリセントは気を取り直すと、鑑かん定てい書のあるものを優先的にアスワドに任せることにした。

　鑑定書のない来歴の怪あやしい物、いわくのありそうな作品については、自分で触れて視みえたものを記していくことにする。

「いいか、とにかく数が多い。今日一日で終えられる量じゃないんだ。無理はするなよ」

　まかせてとばかりに、ミリセントはこぶしを作って見せた。




　ミリセントが最初に向き合ったのは、異国の河で見つかったという古い水差しだ。

　グレンの講義であったような、東国の洗練された磁器ではなく、銅で作られている。

　口こう縁えん部には繊せん細さいな植物の文様が刻まれ、古く年月の経過を感じさせる緑の錆さびが浮ういていた。

「なんだ、自分でやるのか？」

　少し意外そうにたずねたアスワドに、ミリセントはメモをしながら答えた。

「うぅん。最終的にはそうしたいけど、いまはまだ勉強中だから……」

　そう、まずはカンを研とぎ澄すまし、目で見た特とく徴ちようを書きとめる。印象を見み極きわめてから一度忘れるのだ。

　──さぁ、ここからはいつもどおりにやらなくちゃ。

　ミリセントは、ざらりとした錆の部分に手を触れて目を閉じた。

　暗くら闇やみに意識をこらすと、ぽつりと小さな光が灯ともる。無数に生まれる明めい滅めつする光は、やがて暗闇を塗ぬりつぶすように光の尾おを引いて天地を駆かけ巡めぐった。

　幾いく筋にも分かれた光がぶつかると、輝かがやく飛ひ沫まつが虹にじを描えがいてゆっくり消えていく。

　すると、ミリセントの鼻は覚えのある臭においを嗅かいだ。

　この国の導線であり、商売の要かなめであるクレイン川の桟さん橋ばしが視える。船着き場の側そばには、水の澱よどんだ場所があり、そこらは汚お水すいが溜たまって悪あく臭しゆうを放っているのだ。

　夜の川岸で、カンテラをかざした男が汗あせを浮かべて網あみを引く。

　ガラン、ガシャと音を立てながら引き上げられたのは、いくつもの壺つぼが入った網あみ袋ぶくろだ。

「やっぱり、錆をつけるために川に沈しずめてたわね……」

　贋がん作さく職人のよく使う手口に違ちがいなかった。どうあっても、異国の壺がクレイン川の岸で見つかるわけがない。

　ミリセントは結果をノートに書きつけながら、次々と作品を視ていった。




　幸い、いまは新規の依い頼らいを受け付けていないおかげで、来客の予定もない。

　一日集中して仕事を進められた結果、夕刻にはなんとか今日の予定を終えられそうだった。

「いいか、ミリーこれで最後だからな」

　アスワドに見てもらった作品の内容をメモにまとめていく。

　実際こうしてみると、ペンダントの中からミリセントの感覚を通して見るよりは、アスワド自身が鑑定するほうが早くて確実なようだ。

　しかし、さすがにアスワドの表情にも疲れが浮かんでいた。

「とにかく、今日はここまでね。アスワドも、ほんとにおつかれさま。なんとかこれで、提出用の書類をまとめられそうだわ」

　ミリセントもいくつもの作品に触ふれ、あらゆる時代や場所をめまぐるしく視ては考えたせいで、長旅を終えたように意識も体も疲れている。

「あ、じゃあアスワドにはペンダントに戻ってもらわないと」

　ぐったりとしながらミリセントはペンダントをはずすと、それをアスワドの顔にぐいぐい押し付けた。

「い、痛いってば。おい！　ミリー、恩人の俺になんてことをっ……」

「？　あれ、おかしいなぁ。戻れない？」

　やはり絵を描いてからでないと戻れないのだろうかと首をかしげると、アスワドに押しつけていた手の感かん触しよくがふっと軽くなる。

　見れば、すでにアスワドの姿はなく、どうやら無事ペンダントに戻れたようだ。すぐにミリセントの耳元に怒いかりのわめき声が響ひびく。

「覚えてろよ！　お前もアンセルも、もっと俺を大事にしろってーの!!」

　しかしほとんど昼食もとらず働きつづけたミリセントは、アスワドの文句につきあう元気もなかった。

「良かった、戻れたわね」と納なつ得とくすると、書類を胸に抱だいてくたびれた足取りで店を後にした。

　さらに屋敷へ戻った後もパンやチーズを分けてもらい、眠ねむい目をこすりながら報告書をまとめつづけた。

「絶対に、今日中に終わらせるわ」

　鑑定のために力を使いすぎたのか、ミリセントの表情はどっと疲ひ労ろうをにじませている。

「ミリセント様、きちんと休まれないと、明日はアスワドも貴方あなたもとても仕事ができる状況ではありませんよ？」

「アル……」

　アスワドと交代したのか、実体化したアンセルがうたた寝ねしかけたミリセントの肩かたにショールをかけてくれる。

　心配そうなその声に、ミリセントは小さく息を漏もらした。

「そうよね。この仕事だって一晩で片づく量じゃないもの。報告書だけでも少しずつ提出させてもらえないか、明日侯こう爵しやく様に相談してみるわ」

　アンジェリカの店に関かかわる仕事は楽しみにしている。だからといって、いまの仕事をおろそかにしていいわけはないのだ。
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　結局、ミリセントは三日ほど『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』での仕事をつづけ、ようやく依頼が片づくメドがついた。

　仕事の掛かけ持もちについてディンセル侯爵に相談したところ、「ミリセントの勉強になるのなら」と、快く承しよう諾だくしてくれた。なにより『レディ・アンジェリカ』が、ミリセントにとって憧あこがれの人であることを侯爵はよく知っている。

　さらに、これまで美術史の講師とあまりうまくいかなかったミリセントが、グレン・マクミランに講義を受けていると聞いて、相当驚おどろいたらしい。

「あの、グレン・マクミランが人に講義をするなんてねぇ。やっぱりミリーみたいに可愛かわいらしい女の子が相手だと、あの堅かた物ぶつもほだされたりするのかい？」
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　からかうような響きの声に、ミリセントはきっぱり答えた。

「グレンにはほんとに感謝してますけど、侯爵のおっしゃるような意味はないです」

「ほほぅ？　いやにきっぱりいうじゃないか」

「えぇ、彼の美術商としての腕うでも評判もわかりましたし、尊敬してます。でもあの鬼おに講師っぷりを見たら、そんなこと冗じよう談だんでもいえませんよ！　もう、ありえない量の課題と密度の濃こい講義で……答えを間ま違ちがえると、グレンの目の色がちょっと濃くなるからわかるんです。しかも怒おこってるのに笑え顔がおだったりすると、もう怖こわくて怖くて……いっそ怒ど鳴なってくれたらいいのに」

　色の異なる双そう眸ぼうに浮かぶのは「なにを聞いてたんだ？　君には耳がついていたかな？　眉まゆの下にあるのは硝がら子す玉か？」という、𠮟しつ責せきより恐おそろしい問いかけだ。

　ミリセントとて、ふざけているつもりはもちろんないが、彼のように専門機関で学んだ人間とはあまりにもペースが違ちがう。

　さすがに呆あきれられているのではないかと不安になったミリセントは、「あの、いつも講師に来てくれてるのはありがたいんだけど、迷めい惑わくじゃない？」そうたずねたこともある。

　だがグレンはふっと真顔になると、実にえらぶって答えてくれた。

「それは君が気にかけることじゃない。迷惑になったら迷わず俺はそういうからな。もちろん、君がいまのままなら、いずれ美術の世界から遠のいてしまうかもしれないが？」

　その確信的な言葉に、ミリセントは絶対にもう弱音は吐はくまいと心に誓ちかったのだ。

　──そうよ、感謝はしてるけど。絶対に負けを認めたりしないし！　迷惑だなんていわせない。




　熱意に燃えるミリセントは、バスケットを片手に歩いて出かけた。

　なにせ向かう先は、侯爵家からもさほど離はなれていない、ミラルパーク沿いにある建物だ。

　店の外装はほぼ完成しており、三階建ての建物はまるまるアンジェリカの新店てん舗ぽに使われるらしい。あとは看板がかけられるのであろう場所だけが、すっぽりと空いている。

　建物のなかは、工事関係者や品物を納品にくる業者たちでごった返していた。

「そこの木箱は二階へ運んでくれ。書類はこちらに、ほらサインしたものはこっちだ。あと港へこれを運んでくれ……」

　男と話しながら歩いてくるグレンの姿が見える。ミリセントは、仕事をしているグレンを見るのははじめてだ。

　乱暴にかきあげた髪かみがいつも以上に乱れている。上着を脱ぬぎ、シャツの袖そでをまくり上げた腕には封ふう筒とうや書類がいくつか挟はさまれ、手にした台帳にペンを走らせていた。

　時折、現場に目をやる気難しげな表情は真しん剣けんそのもので、普ふ段だんより厳しい気配を漂ただよわせている。

　彼の本ほん性しようを知らない女性がこの姿を目にすれば、理知的かつ出来る男として惹ひかれるだろう。

　ぼんやりとその光景に見とれていた自分に気づき、ミリセントは強く目をしばたたかせた。

「ち……ちがうわよ、私」

　──かっこいいかも……なんて思ってない思ってない。グレンはほんと仕事のことになると厳しいんだから。万が一にも、砂すな粒つぶほどでもこんなこと考えてるなんて見み抜ぬかれたら、おっそろしいこといわれるに決まってる！

　ぶんぶんと首をふり、気を取り直していると、グレンが顔をあげてこちらに気づいた。

「ミリセント、こっちだ」

　やや目をすがめ、ペンを握にぎった手を軽く振ふる。駆かけ寄ってきたグレンが、いつもと変わらぬようすに見えたことにほっとしたものの、ミリセントは思わず口をひらいた。

「あの……大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか全然寝てないみたいに見えるけど……」

「そうだろうな。実際まったく寝てない。哀あわれに思うなら、いますぐ手伝ってくれ」

　珍めずらしく弱った声をあげるグレンに、よほど疲つかれているのだろうと気の毒になる。

　案内され店の奥に入ると、開店まであと数日しかないというのに、店内はまだ商品の陳ちん列れつ場所も決まっていないようなありさまだった。

「あの……アンジェリカ様は？」

「あぁ、今朝はここにもきたんだけどな、レニストン通りのもうひとつの店にいるはずだ。今日はもうこっちにこられないかもしれないな」

　憧れの人に会えるかもしれないと、前の晩から緊きん張ちようしていたミリセントは、ほっとしつつもがっかりする複雑な心境だ。

「本人はいなくても、十分に仕事はおいていってくれたぞ。オープンにこぎつけたら、ちゃんと紹しよう介かいしてやるから。とにかく二階にな……膨ぼう大だいな量の荷物がある。船が遅おくれて見送る予定だったのを、ねじ込んで間に合わせちまった……ほんとにあの人は、いつもいつも人に試練を与あたえるのが生き甲が斐いなんだ。まぁ、そうはいっても、アンジェリカが一番駆け回ってるけどな」

　どうやらここにきて、まだまだ現場は混乱しているらしい。

　店内はあちこちが間仕切りされ、それぞれに異なったカーテンや絨じゆう毯たん、壁かべ紙がみに合わせて調度品が調ととのえられている。

「このお店面おも白しろいわね。人の部屋にお邪じや魔ましてるみたいに、実際に見て触さわれるのね」

「ここはまだ広さに余よ裕ゆうがあるからな。ビーハイブにある一いつ般ぱん向けの店は狭せまいぶん、カタログを多めに置く。アンジェリカが、いま人気のある家具職人と室内装そう飾しよく家を雇やとったんだ。それで何とおりも、一般家庭の装飾パターンを描えがかせた」

　グレンが机に置いてあった冊子を一冊渡わたしてくれた。

　めくってみると、色のついたページに広間やキッチン、寝しん室しつに至るまで見本の絵が載のせられ、具体的なイメージをつかみやすい。

「ふぅん。このカタログを見本にして商品を選べるってわけね」

「それと一いつ緒しよに、工場とも契けい約やくを取り付けてる。ある程度の数の受注を見込んでるから、依い頼らい製作の品と比べて格段に安くできるってわけだ」

「すごい……この値段だったら手もでるわよね。いまはシーズンで景気もいいし、浮うかれて財布のひもがゆるんだ買い物客も見込めるかも」

「まぁな。見込めすぎても、俺の手はもうこれ以上増えもしないけど」

　いかにもやり手のアンジェリカらしい話に、ミリセントはわくわくしてきた。

「じゃあさっそく手伝うわ！　その前にグレン、ひょっとして朝から食べてないわね。差し入れに、サンドイッチを作ってきたから食べて」

「助かる、たしかになにも食べてない」

　どうやらグレン本人にも、いつから食べてないのか自覚がなさそうだ。

　バスケットのなかには、肉や野菜を挟んだパンとワインが入れてある。ミリセントは家事全ぜん般ぱんが得意ではないが、中身を挟むだけならなんとかできた。

　厨ちゆう房ぼうで頼たのんで、食しよく料りようをわけてもらってきたのは正解だった。これまで『珍奇迷宮』で働くときにも、ミリセント自身はこれで乗り切ってきたのだ。

　バスケットを作業机の端はしにおくと、ミリセントは持参したエプロンを身につける。

「で、私はなにから手伝ったらいいの？」

「手伝うもなにも、そこの端から鑑かん定てい書の確かく認にんと品の鑑定。済んだら種類ごとに台帳に記入していってくれ。値段についてはこっちで見ていく。最終的にはアンジェリカが決裁をすることになる」

「え、これ……私が鑑定していいの？」

　当然だとばかりにグレンはうなずいたが、彼が指した先には、絵画だけではない家具や壺つぼ、室内用の装飾小物まで並んでいる。

　彼に教えてもらっているのは美術史と絵画を中心としたものだけで、やっと焼き物に入ったところだ。

　ここにある品すべてとなると、ミリセント自身の知識では追いつけそうにない。

　しかもこれは講義ではなく商品なのだ。グレンの助手のつもりできたものの、思いきり仕事をまかせられてしまい、ミリセントは戸と惑まどった。

　だが、グレンはなんでもないことのように言い放つ。

「まずは数を見ることが大事なんだ。もちろん、いまの君に完かん璧ぺきは求めてない。これまで真ま面じ目めに講義を受けてきたんだ、どれぐらい通用するようになったか確かめたいだろう？　どうしても不安だっていうなら、あの呪まじないめいた力を使ってくれてもかまわないが……？」

　グレンはいまだに、ミリセントの鑑定を呪まじないのようなものだといい、描いた絵を呪のろい絵だと思っている。

「だから、あれは呪いじゃないんだってば」

　言い返したものの、ミリセントもまだ迷いがあるせいか口調が弱い。

　グレンの講義を受けるようになって、ミリセントは自分が触れた物から視みえる映像のことや、それをもとに鑑定しているのだということも彼に話していた。

　だがそれは、ファネル家の家系による能力かもしれないし、美術品のうんちくについては、これまで幽ゆう霊れいのアスワドに頼たよってきたこともわかっている。

　それでも今回の仕事を、講師でもあるグレンが大丈夫だと請うけ合ってくれたのならば、引き下がるわけにはいかなかった。

　答えを待っているようなグレンに向かって、ミリセントは口をひらいた。

「わかった、自分の力でやるわ。せっかく講義を受けてきたんだもの……がっかりさせないわよ」

　強気に答えつつも、ミリセントは内心では自分が喜んでいるのが意外だった。

　なにせ急ぎの現場だ。そもそもグレンは、自分の特とく殊しゆな力を頼りにしてくれたのかもしれないとも思っていた。

　でも、講義を活いかしてみろということは、実力が試ためされているのではないだろうか？

　ここで応こたえられなければ、きっとこの先も駄だ目めだろう。

「よし、よくいった。とにかく、泣き言はなしだ。俺も手を貸す余裕はない、ひとつひとつ死しに物もの狂ぐるいで見定めろ。間ま違ちがいがあれば、客の苦情につながるし、店の信頼に関かかわる。つまりアンジェリカの名に関わってくる」

　深くうなずきつつも、やはり手加減なしの鬼おに講師ぶりにミリセントはため息をもらす。

「脅おどすのか励はげますのか、どっちかにしてよね……」

　それでも、用紙とペンを手にして床ゆかに並べられた木箱に近づこうとすると、トンと肩かたをつつかれ振り向いた。

「これを持ってろ」

　グレンが手て渡わたしてくれたのは、色のついた紙し片へんだ。

「どうしても、自分で判断がつかないと思ったら、この紙を貼はっておいてくれ。もちろん俺もあとから採点がてら確認させてもらうから」

「あ……ありがとう」

　見上げれば、その視線には心配するような、あたたかな色がある。ミリセントは一いつ瞬しゆんどきりとして、紙片をぎゅっと握りこんだ。

　──こんな顔することもあるんだ。ひょっとしてグレンって、厳しいこといってるけど言葉がきついだけなのかも。つい怖こわくて、私も目を逸そらしちゃってるから……

　まだまだ、自分が見ていなかった彼の表情があるのかもしれない。

　もちろん、こうした思いやりと採点の厳しさはきっちりと別物なのだろうが、ミリセントは少しだけ力を抜ぬいて品物に向き合うことができた。

　絵画はイーゼルに、焼き物や置物は台座に載せて見ていく。

　角度を変えて品物を眺ながめ、触れたり嗅かいだりした結果を台帳につづっていった。

　なにを基準に自分が判断をしたのかを、明確にしなければならない。主観や明らかな傷や修復など、細かく根こん拠きよを書きこむうち、ミリセントは時間が経たつのも忘れてしまった。

　紙に書きつける手元が暗いことに気づいて顔をあげると、部屋の隅すみにランプが置かれていた。

「たいしたもんだ。君の一番の才能は、その気力と体力、集中力かもな」

　声を掛かけられてふり返ると、グレンの背後にある品物も札がつけられ、整理が終わっているようだ。机の隅に置いてあったサンドイッチの包みが解かれていることにほっとして、ミリセントもほほ笑えんだ。

「だいたいメドがつきそうね。それと、ひとつ気になる品があるんだけど……」

　ミリセントは、品物を目で確認しながらせまい通路を慎しん重ちように戻もどる。すると、グレンがすっと手を差し伸のべてくれた。

　──こういうところは、紳しん士しなのよね。

　そのまま導かれるように、体の向きを変えられる。すると視線の先には、芸術品と呼べそうな印象的な椅い子すがふたつ置かれていた。

「すごい、妙みように迫はく力りよくのある椅子ね」

　婦人用の椅子らしいそれは、磨みがかれた古木を波のような形に彫ちよう刻こくしたデザインで、座面や背もたれに張られた生き地じも、独特の青あお紫むらさきを帯びたシルクだ。

　少しずつ形が違ちがっていながらも、対ついになっているとわかる。

「古木を使っているから、それぞれ木目に違いがある。この生地も、珍めずらしい覇は王おう樹じゆを使って染めた手織りのものだ。この世にふたつと同じものはないはずなんだが……どう思う？」

　どことなく引っかかる問いかけに、ミリセントも正面に回って椅子のセットを眺めてみる。

「んん？」

　横へ回り、後ろから見て、と角度を変えて何度も眺めた。

「やっぱり気になるか？」

「なにが変かっていわれると難しいけど、なんかバランスが気になるっていうか。修復された箇か所しよもあるの？」

「いや、これはそれほど古いものじゃない。いま価値があがってるギレル作のもので、この店のメイン展示に据すえる予定だ。確認してみたが修復の記録も跡あともない。細かく見るとなると、昼間の日差しも必要だし、検査に時間と手間がかかるわけだが……」

　新店てん舗ぽの目玉だというのに、それだけの手間をかけて鑑定する時間はないらしい。

　ミリセントも違い和わ感かんを覚えるぐらいだ。グレンはとっくに異変に気づいているのだろう。

「そうね。これははっきりさせておかないといけないわよね」

　ミリセントは椅子に近づき、その背もたれに触ふれると目を閉じた。

　暗がりになった視界に、その場にある品物の影かげがよぎったが、それもすぐに闇やみに沈しずむ。

　しかし、光の明めい滅めつはあらわれても弱々しく、すぐに消えてしまう。連日の仕事で疲つかれているせいか集中がつづかず、なかなか映像が視えてこない。

　──どうしよう。でも、これが贋がん作さくだと大変なことになるわよね……

　椅子の背もたれに手を置いたままミリセントが困こん惑わくしていると、耳元で聞きなれた声がした。

「しょーがねぇな。俺が見てやるか……んー？　どれどれ……あっ」

　最後の「あ」はアスワドらしくない小さな声で、ミリセントは嫌いやな結果を確信した。

「これなぁ……ものすっごい巧こう妙みように作られてるけど、生地が機械織りだな。残念ながら、片方は手織り、片方は機械織りの生地じゃ同じ工こう房ぼう作とはいえないだろなー」

「えぇ、そんなのって……」

　だが、アスワドがそう判断するならば、物的根拠は確実なのだろう。目玉商品の片方が贋作でしたとなると非常にまずい。

　ミリセントはおずおずとふり返ると、どう切り出そうか迷いながらグレンに告げた。

「あの、グレン。この作品、それぞれの椅子に使われてる生地が違ちがうみたい」

　アスワドの分ぶん析せきを伝えると、グレンはふっと息を漏もらして椅子の背もたれに触れた。

　予測していたことなのか、思ったほど動どう揺ようはしていないらしい。

「やっぱり、か。どうすんだ、この中ちゆう途と半はん端ぱな真しん贋がん入り交じりセットは……やっぱり、買いつけから同行するべきだったか」

　グレンの目め利ききでも、明らかな違和感はあったのだろう。しかし昨今、国外での買いつけは、荷を運ぶ途と中ちゆうで品が摩すり替かわることもあるといい、どこまで用心してもキリがないとも聞く。

「なにか、替かわりになる作品はないの？」

「手て遅おくれだ。もうアンジェリカが、お得意様に招待状を送っちまってるからな。このセットを目当てにくる客も多いんだ」

「それってまずいじゃない、同じ作家のほかの品は……」

「新作を取り寄せるにも、いまから船便を手配したって開店には間に合わない。とにかくアンジェリカに報告して、判断をあおぐしかないな」

　大きくため息をつくグレンの表情からも、事態が極きわめて深刻なことがわかる。

　どちらにせよ、店のオープンまでは、あと二日しかないのだ。

「そういえば、気になる品があるっていってたな」

　グレンに問いかけられ、この状じよう況きようでさらにそれを口にするのは気が重かったが、ミリセントは壁かべ際ぎわに置かれた小ぶりな書しよ斎さい机を指した。細い猫ねこ脚あしの意い匠しようの机は、華きや奢しやな印象がある。

「この机、引き出しのひとつが開かないのよ」

　先ほど、ミリセント自身机に触れたときにも、目を閉じて調べてみた。

　通常ミリセントに視みえるのは、触れた物を作った職人の記き憶おくがほとんどだ。

　だが、机の持ち主はこの机でよほど強くなにかを念じたのか、手紙を書くペン先や、封ふう蝋ろうを押す細い指先まで視ることができた。

　グレンも隣となりに立つと、引き出しの取っ手に手をかけてみたが、ガタンと軽く音を立てる以外に動かせそうにない。

　膝ひざをついて引き出しの裏側をのぞきこんでいたが、「やめとこう」と首を振ふった。

「傷がついてもやっかいだ。あとで職人を呼んでみてもらおう。とにかく、メインの品は出す前にはっきりしておいて良かった。今日はすごく助かった、礼をいう。報ほう酬しゆうはどうすればいい？　それなりの金額になるが、手渡しか、それとも屋や敷しきへ送ったほうがいいか？」

「報酬なんて……私だって講義の支し払はらいもできてないから」

「タダ働きするっていうのか？　それも悪くはないが、今回の支払いはアンジェリカからだ。悪いことはいわないから、もらっておけ。どっちにしろ……アンジェリカに自分を安売りしないほうがいい」

　意味深な間と、珍しく申し訳なさそうなようすのグレンに、ミリセントも首をかしげる。

「安く済むのなら、そのほうがアンジェリカ様だって助かるんじゃないの？」

「いや、アンジェリカは生まれも育ちも生きつ粋すいの貴族だ。正当な評価を求める者にこそ相応の敬意をはらう。君がアンジェリカとまともに付き合いたいと思うのなら、それなりに要求もしたほうがいい」

　どうやらアンジェリカは、自信過か剰じような愚おろか者や、卑ひ屈くつな人間が好きではないということらしい。

「今日の作業で、今後の講義の課題も見えてきたしな」

「……うぅ、また課題の話？」

　げんなりと気落ちするミリセントに、グレンは一枚の封ふう筒とうを差し出した。

「まぁ、それは後日だとして。これを、受け取ってくれないか？　この店のオープン記念パーティをひらくことになってる。同じ物がディンセル侯こう爵しやく夫妻宛あてにも出されてるはずだが、これは君の分だ」

「私の分、わざわざ持ってきてくれたの？」

　仕事の手伝いを頼たのまれただけでも舞まい上がったのに、パーティにまで参加できるのかとミリセントは驚おどろいた。それに、招待状なら侯爵家のものとまとめてくれてもいいものを、グレンが手て渡わたしてくれたことが意外でもある。

　ミリセントはついグレンの顔をじっと見つめると、決まり悪そうにその視線がそらされた。

「君とはここで会うからな。ついでに、持ってきてやったんだ」

「そう、ついでに……ね。でも、ありがとう」

　グレンの憎にくまれ口めいた言葉も、いまはなんだか腹が立たない。態度や言葉がそっけなくとも、グレンがちゃんと自分を見てくれている気がしてミリセントは嬉うれしかった。

「アンジェリカにも、そのとき紹しよう介かいする」

「……ありがとう」

　ミリセントは胸がいっぱいになってしまい、受け取った封筒に目を落とした。

　──グレン、私がアンジェリカ様にお会いしたいっていったの、覚えててくれたんだ。

　言葉をなくしたまま、互たがいにちぐはぐな方向を見ていたものの、居い心ごこ地ちは悪くなかった。

　宝物のようにバスケットにしまいこんで持ち帰った招待状には、三日後の日付が記されていた。
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　グレンから受け取った招待状の日付まで、ミリセントは『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』で働きながら、夜はディンセル侯爵とアメリアに呼ばれ土産みやげ話を聞く生活を送っていた。

　そしてパーティ当日の昼を過ぎる頃ころ、仕事場である『珍奇迷宮』へアメリアがやってきた。

　アメリアは、エプロン姿で出で迎むかえたミリセントの手を取り、嬉き々きとして告げる。

「今日は私につきあってくれる番よ。あの人には昨晩許可をいただいているの。ね、行きましょう！」

「あ、あのアメリア様？　私まだエプロンのままですし……あわわ、わかりました、ご一いつ緒しよしますから！……えーと侯爵様？　私、出かけてしまっても──」

　コレクション部屋にいたディンセル侯爵も、完全に夫人の勢いに負けたのだろう。

　髭ひげをなでつけつつ、「いってらっしゃい」と手をふり返すだけだ。

　──そうよね、あの趣しゆ味みがある限り、侯爵様はアメリア様に絶対頭があがらないわよね。

　いままさに侯爵がいるコレクション部屋をはじめ、博物館を作ってしまったり、他国への突とつ然ぜんの旅が許されるのも、アメリアの寛かん大だいな心があってこそだ。

　侯爵が留守のたび、屋敷での采さい配はいや来客を任されるのはアメリアなのだから。

　突然の外出を告げられてミリセントは慌あわてたが、ペンダントは身につけており、『薔ば薇ら封ふうじ』もコルセットの上に直接つけていることを思い出して安あん堵どする。

　アンセルに指し摘てきされたとおり、いつ〈大暗室〉に狙ねらわれるとも限らないため、屋敷を出たあとは薔薇封じを必ず持ち歩くことにしていた。

「さぁ、ミリー。エプロンをはずして、上着はこれを羽織っていけばいいわ。どうせ着き替がえるんだから」

　ミリセントは、薄うす物もののショールを肩かたにかけられ馬車に乗せられると、緑の芝しばが望めるダイアルーズ広場へと連れて行かれた。

　大きな噴ふん水すいとモザイクの敷しき石いしが美しいその広場には、お茶や菓か子しを出す店も多い。

　なめらかな緑の芝の上に、どこからか楽の音も聞こえてくる。

　広場のなかを行きかうのは上流階級の人間が中心だが、その庇ひ護ごをうける芸術家も多く出入りしているらしい。

　カフェを通り過ぎ、鮮やかな花の植えこみのつづく道へ入ると、落ち着いたたたずまいの建物が並んで見える。

　アメリアの目的の店は、フィリグラーナの建築家を雇やとって造られた、曲線の優美な建物だった。真白い壁かべにかけられたくすんだ金の看板には『ファルファーレ』と刻まれている。

「あの、ここって……アンジェリカ様の」

「そうよ、新しい家具のお店はとっても混こみあうそうだから、夜会でゆっくりお話ししましょうって、アンジェリカ様からも知らせをいただいたの。それにミリーったら、誕生日にうちから出て行ってしまったでしょう？　贈おくり物をしたかったのにできなかったから……ね？」

『ファルファーレ』は、上流階級の人々を対象にした店だ。憧あこがれはあるものの、ミリセントも通りの向かいから眺ながめてみたことしかない。

　迷うことなく扉とびらを開けてアメリアが入っていくと、中には二組の客がいた。

「だいたい、今日の夜会にはミリーもお呼ばれしてるのよ。手持ちのドレスで間に合わせるなんて、我が慢まんできないわ」

「あ、でもあのアメリア様……ありがたいんですが、私もそこまでしていただくわけには！　それにお祝いなら、もう晩ばん餐さん会で十分お世話になりましたし……」

　すると、アメリアはすっと真顔になり、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを細める。

「いいこと、ミリー。あなたが持参した衣装だって十分良い品よ。でも、前にあなたが給金を貯ためて、アンジェリカ様の本を買ってたことは知ってるわ。彼女が憧れなんでしょう？　だったら、今日の夜会にはこの店のドレスを着て出るべきよ」

　ミリセントにとって、ローズグレイブホールにあったドレス一着でも、値段を考えると扱あつかうのが怖こわいぐらいなのだ。

「とにかく、遠えん慮りよはしないで。じつは以前お披ひ露ろ目めパーティを開いたとき採寸したでしょう？　それでオーダーしちゃったの」

「お……オーダー……」

　ファルファーレで一着ドレスを作るのに、どれほど値が張るのかは噂うわさで知っている。

　ミリセントは青ざめたが、アメリアが普ふ段だんはそう浪ろう費ひをする性質でないことも知っていた。

「だって、一度はあなたを養女にって思ってたぐらいなのよ。これからは一緒にでかけられるし、こうして一緒にお店にくることだって、どれだけ私が楽しみにしてたか」

　淡あわい金のまつ毛を涙なみだで濡ぬらされると、これ以上ミリセントも遠慮するわけにいかなくなった。

「あの……ありがとうございます。ファルファーレのドレスを着られるなんて、なんか夢みたいで、嬉しいのはほんとなんです！」

　アメリアがどれだけ自分を可愛かわいがってくれているかを知るだけに、ミリセントも彼女を悲しませたくはなかった。

「まぁ、良かった。じゃあ早さつ速そく参りましょう。夜会は今日なんだもの、しっかり着つけてもらいましょうね～」

　けろりとしてミリセントの手を握にぎると、アメリアは軽かろやかな足取りで店の奥へと足を進める。

　侯爵家においては、夫人に敵かなう者などいないのだ。

　店内には、大きな飾かざり出窓がたくさんあり、明るい雰ふん囲い気きのなかに低い棚たなが配置され、小物やアクセサリーが品良く陳ちん列れつされている。

　壁にはファッションプレートや絵画が飾られ、まだ若い女性がそれを眺めていた。

「ようこそおいでくださいました」

「ディンセル侯爵夫人と、ファネル様でいらっしゃいますね」

　店で働く女性なのだろう。色の違う揃そろいの衣装を着たふたりの女性は、そっくり同じ声で迎むかえてくれた。

　二階へとつづく白い階段を案内されながら、ミリセントは交こう互ごにふたりを眺めてしまう。

　彼女たちは、まるで鏡に映し出したように同じ顔立ちなのだ。

　両りよう頬ほほにそって綺き麗れいに巻いた髪かみを垂らし、つぶらな瞳を縁ふち取どる長いまつげはどこか蟲こ惑わく的な色いろ香かがある。

「赤いドレスがベアトリス。青いドレスがイヴリンよ」

　階段をあがりながらアメリアが教えてくれたが、彼女たちは口元のほくろの位置まで一緒なのだ。ふたりを見分けるには、ドレスの色にたよるしかなさそうだった。

　採寸や試着、注文なども受けるのだろう。二階の部屋には所ところ狭せましと生き地じ見本や、帽ぼう子し、手て袋ぶくろに靴くつ、宝ほう飾しよく品ひんなどが並べられていた。

　それからの数時間、双ふた子ごの姉妹はそれぞれが蝶ちようのように、アメリアとミリセントに触ふれては離はなれを繰くり返し、新作のドレスを着つけて髪を結ゆってくれた。

　アメリアのドレスは濃こい青のシルクで、襟えりぐりが深く白い肌はだや金の髪が引き立つ。

　ミリセントのために用意されたのは、淡いクリーム色のドレスだった。身ごろは艶つやのあるシルクにレースが縫ぬいとめられ、スカートの部分はオーガンジーが重ねられている。

　ドレープがドレスを螺ら旋せん状に覆おおい、裾すそは花びらのように広がる愛らしい形だ。体にそって流れるラインのところどころには、同じ生地で作られた花が留められ、真しん珠じゆがあしらわれていた。

　憧れのドレスに、食い入るように鏡を見つめていたミリセントは、鏡越ごしにアメリアと目が合って礼を告げる。すると、まるで母親のようにアメリアは涙ぐんだ。

　──母さんがいたら、こんなふうに一緒に服を見たりしたのかな。

　そんなことを思う間にも、ベアトリスが衣装の裾を整え、イヴリンが「靴はどうしようかしら」と熱心に見立ててくれる。

　ミリセントがつけていたペンダントと薔薇封じは、今日の装いにはそぐわないということで、小さなバッグに入れて持ち歩くことになった。

　支し度たくを終える頃には、ミリセントの緊きん張ちようもいよいよ高まっていた。今日はとうとう、憧れのアンジェリカに会えるのだ。

　双子の姉妹も、これから夜会だということは知っているのだろう。

「とても可愛らしいですわ」とそれぞれに告げてくれるが、もはや緊張も極きわみにあるミリセントの耳には入らない。

「ねぇ、アンジェリカ様ってどんな人？」

　イヴリンに声をかけると、双子はふっと互たがいの目を見交かわして数拍はくの間をおき、小鳥のようにさえずった。

「女め神がみのように慈じ悲ひ深く厳格で」

「体をいくつもお持ちのようにあらわれます」

「美しさと、知性、革新を愛されるアンジェリカ様は、時の神に慈いつくしまれておられます」

　交互にまったく同じ声がそう伝えたかと思うと、ふたりはそっとうなずいてみせた。

「とにかく、アンジェリカ様は退たい屈くつと怠たい惰だがお嫌きらいですわ」

　その言葉は、ミリセントが読んだアンジェリカの自じ叙じよ伝でんと同じ印象だ。

　──うわ、駄だ目め駄だ目め。なにを聞いても緊張するっ。

　手袋をつけたアメリアが、ふり返ると声をかけてくれた。

「さぁ、ミリセント。もう時間になるわ、会場であの人と待ち合わせてるの。とにかく、今夜は楽しみなさいな」

　エスコート役となる侯こう爵しやくを待たせてはいけないと、ふたりは慌あわてて馬車に乗り込んだ。




　会場となったのは、ダイアルーズ広場を挟はさんで反対側にある、マクミラン家所有の絵画や美術品展示などにも使われる建物だった。

　入り口でディンセル侯爵と落ち合い受け付けを済ませると、ミリセントも夫妻と一いつ緒しよにホールへと迎え入れられる。

　異国の神しん殿でんを模して作られた建物は、玄げん関かんホールは古典的な柱ちゆう廊ろうになっていたが、メインホールの柱は壁へき面めんに寄せられ、なかは思った以上に広い。

　彫ちよう刻こくが施ほどこされた壁になかば埋うめ込まれた柱の先端から、円形を形づくるアーチが伸のび天てん井じようを高く見せていた。頭上できらめくシャンデリアが、燦さん然ぜんと大理石の床ゆかを照らし出している。

　立食となっているらしく、食べ物や飲み物が置かれたテーブルの間を、給きゆう仕じが幾いく人も歩き回っていた。

　窓まど際ぎわには歓かん談だんのための椅い子すやソファが用意されており、さらにホールの一画は舞ぶ踏とう用に広く空けられ音楽が流れている。

　ディンセル夫妻が知り合いや仕事関係の人々と談だん笑しようし始めると、ミリセントはぽつんと人ごみに立ちつくしてしまった。

　こういう場所では、どうしていいかもわからず、気き後おくれを感じて居い心ごこ地ちが悪い。ついビーズ細工のバッグに手を触れて、アンセルやアスワドのいるペンダントを確かめてしまう。

　大勢の人でにぎわう会場のなか、壁かべ際ぎわにそって歩くと、人だかりが目に入った。

　遠巻きになっている男たちの噂うわさ話ばなしが、ミリセントの耳にも入る。

「ほら、あの男。いま劇場でやってるマジシャンの……」

「あぁ、ギンシェル・アデアだな。ずいぶん、羽は振ぶりもいいらしいがね。何年か前は舞ぶ台たいで大失敗して事件になってただろ？」

「あぁ、ほんとに美女を消失させたってやつだな。結局美女は見つからなかったって話題になったろ。いまもあるらしいぞ、ギンシェルと一緒に馬車に乗りこんだ女が何人も消えてるって」

　なにやら不ふ穏おんな会話が気になって、人ひと垣がきの隙すき間まをのぞいてみる。

　そこには、水すい晶しようの杯さかずきがいくつも重ねられたテーブルがあった。

　とりまく人々より、頭半分ほど背の高い男の顔を見てミリセントは思い出す。

　──ビーハイブの広場にあったポスターの人……ギンシェル・アデアっていうんだ。

　もう少しよく見たいとミリセントが背せ伸のびをした途と端たん、グラスが一いつ瞬しゆん淡あわく光を放ったかと思うと「わっ」と人々の驚おどろきの声があがる。

　高い天井に向かって、銀の蝶がグラスのひとつひとつから舞まい上がったのだ。

　魔ま法ほうのような鮮あざやかな光景に、ミリセントもつい見とれて天井を仰あおぐ。

　銀の蝶はそれぞれ絡からみ合うように螺旋を描えがいて飛ぶと、またたくまにシャンデリアの光に溶とけ消えてしまった。

「ふわぁ……綺麗……」

　誰だれもが感かん嘆たんのため息をもらすなか、長身の男は人々の拍はく手しゆに笑え顔がおで応こたえる。

　年は二十代も後半ぐらいだろうか。落ち着きと威い厳げんすら感じさせる足取りや振ふるまいは、舞台に立ち、大勢の人の目にさらされて身についたものだろう。

　赤みのある黒くろ髪かみの下、鼻が高くくっきりとした顔立ちが見える。厚い肩かたに長い手足、燕えん尾び服ふくもさまになり舞台でも映はえるだろう華はながあった。

　その視線が、ふっとミリセントに向けられる。ショーは一いつ旦たんおしまいなのか、ギンシェルは握あく手しゆを求める人垣をわけるように歩き出した。

　──な、なんかこっちにくるみたい。

　気のせいではなく、男の視線はミリセントに向けられていた。

　先ほどの笑顔が嘘うそのように真ま面じ目めな顔で、すっと伸ばされた手がミリセントの髪に触れる。

　驚いて身を引くと、ギンシェルの目め尻じりがさらに険しくなったようで圧あつ倒とうされた。
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　だが、すぐにマジシャンはにっこり笑ってみせると、伸ばした手に淡あわいピンクの花を握って差し出した。まるで、それがミリセントの髪に咲さいていたとでもいうように。

「こんばんは、レディ。遠目にも、貴方あなたの輝かがやきに目を奪うばわれてしまいました。どうぞ、その愛らしさに添そえてください」

　羽のように軽かろやかな手つきで、今度はミリセントの髪に触れぬよう花を挿さしてくれた。

「私はギンシェル・アデア。しがないマジシャンで、しばらく街の舞台に立っております」

　物もの腰ごしやその口調はやわらかなものの、ギンシェルの視線が、やたらと熱心なものだと気づきミリセントも居心地が悪くなる。

　──なんでだろう。この人、やさしそうだし愛あい想そもいいけど。なんだか目が笑ってないみたい。

　数々の貴婦人を手玉にとってきたのだろう。余よ裕ゆうのある慣れた振る舞いが、ミリセントにはかえって警けい戒かい心を抱いだかせる。

「可愛かわいらしい方だ。どうか、お名前だけでも……」

　手袋をしているとはいえ、指の背で頬ほおに触れられ、ミリセントは思わず身を引いた。

「私はミリセント・ファネルよ。あなたの名前ならポスターで見たわ。マジックの腕うではすごいのかもしれないけど、勝手に触さわらないで」

　ミリセントがきっぱりそう告げると、ギンシェルは「おや」というように眉まゆをあげて笑みの色を変えた。

「貴方は、ディンセル家の方々とご一緒でしたね。私はこの国へ来てすぐに彼の店に依い頼らいをだしたのですが、残念ながら断られてしまいました」

　どうやらこの会場に入ったときから、ギンシェルはミリセントを見ていたらしい。

　その赤茶の瞳ひとみに浮うかんだ冷ややかさに、貴族への侮ぶ蔑べつを見てミリセントはつい口を開く。

「あのね、私が触らないでっていったのは、初対面の人に急に頬を撫なでられる理由はないからよ。『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』に依頼を下さったようだけど、お断りしたのは先日まで侯爵様がご不在で、依頼を受けられなかったの。身分を理由に断ったりなさる方じゃないわ、私も仕事を手伝わせていただいてるからそれは本当よ」

　──あれ。私なんでこんなにムキになってるんだろ。

　違い和わ感かんを覚えつつも、ディンセル家に戻もどった日に会った、客室メイドの瞳を思い出したのだとミリセントは気づいた。

「それは……ずいぶんと、変わった方ですね。侯爵も貴方も」

　面おも白しろいものでも見るように、ギンシェルはミリセントを見下ろすと、再び懐ふところに手をやり一通の封ふう書しよを取り出した。

「では、それを証明してくださるのなら、どうぞ二日後の私の舞台へお越こし願いたい」

「え……？　舞台って、でも──」

　だが、すでに封ふう筒とうはミリセントの手に押し付けられている。

　──しまった……あんな風にいっちゃったら、いかないわけにはいかないじゃない。ここで仕事を理由に断ったら、いかにも言い訳みたいだし。

　ミリセントが逃にげ場をなくしてギンシェルを睨にらみつけていると、背後にふっと人の気配が近づく。

「失礼。私の連れに、なにかご用でしょうか？」

「グレン……」

　声をかけられ振り向くと、そこにはグレンの姿があった。

　今日はマクミラン家主しゆ催さいの夜会だけあり、きっちりと隙すきのない装いだ。

　黒いテールコート、リンネルのシャツに揃そろいのタイ。整えられたダークブロンドの髪かみも、シャンデリアの光を受けひときわ明るく輝いて見える。

　グレンに手を取られ引き寄せられると、ミリセントはほっとして肩の力が抜ぬけた。

　ギンシェルは特に気を悪くしたふうでもなく、若いふたりにほほ笑ましげな視線を送ると軽く会え釈しやくする。

「いいえ。貴方のような立派なナイトがいらしたとあっては、邪じや魔ま者は退散いたしましょう。彼女には、私の舞台への招待状をお贈おくりさせていただきました。貴方が彼女をエスコートされるのであれば、うらやましいことです」

　ギンシェルはじつに人あたりの良い口調でそう告げると、優ゆう雅がに礼をして立ち去っていく。

　愛想笑いの持ち合わせがないグレンは、華はなやかなマジシャンの笑みをうさんくさげに見つめていたが、ミリセントの手を引くと黙だまってその場を離はなれた。

　グレンは顔を前に向けたまま、どこか怒おこったように口をひらいた。

「君は……うかつすぎる。こういう場所で、レディがひとりで歩くものじゃない」

「だって──」

　いいかけて、ミリセントは口を閉とざした。

　貴婦人の作法について、アメリアにひととおり教えられてはいる。だが、実際にこうしてパーティに出る機会などこれまでなかったのだ。

　それだけに自分の振る舞いが正しいのかどうか自信がない。そもそも、ここにいること自体が間ま違ちがいのような気がしていたのだ。

　──場違いだって、わかってる。

　心細さからだんだん悲しくなってしまい、ミリセントはうつむいた。

　すると、唐とう突とつにグレンが足を止める。

「違ちがう、怒ってるわけじゃない。……そうじゃなくて、君はもう少し自覚したほうがいいっていいたかったんだ」

　困ったようにグレンが言葉を選ぶのに、ミリセントも作法のことを言われているのではないと気づいた。だが意図するところがわからず、グレンを見上げ言葉を待ってしまう。

　すると突とつ然ぜん、グレンは綺き麗れいに櫛くしでなでつけられた髪をぐしゃぐしゃと掻かき乱した。

「グレンっ!?　なにするの、せっかく綺麗にしてあるのに」

「だからっ……君もこの場では、年とし頃ごろの美しい令れい嬢じようとして注目されてるってことだ！　そんな女性がひとりで出歩けば、いくらでも声がかかるに決まってる。君は隙が多いから、もう少し自覚してふるまったほうがいいっていってるんだ」

　勢いよくそう告げると、グレンは再びミリセントの手を握にぎって歩き出す。

　驚きのあまり、呆ぼう然ぜんとしながら後につづいたミリセントは、グレンの耳が赤らんでいるのに気づいた。

　──う、美しいって……グレンがいった。……あのグレンが!?

「そのドレスも、似合ってるぞ」

　ふり向きもせずにぼそっと落とされた言葉に、今度はミリセントの耳が熱を持つ。

「え？……あ、その……ありがと」

　つられて照れてしまい、思わずうつむいてしまったが、ミリセントの心のなかは天地がひっくり返ったようだった。いまの『似合ってるぞ』は、前にグレンが口にした『讃たたえてみせようか』とはまるで違う。それはわかる。

　ついさっきまで、地面にめりこむ勢いで沈しずんでいた気持ちが、今度はあちこちへ勢いよく飛んでしまい捕つかまえられない。

　──怒ってるんじゃなくて、心配してくれてたの？

　手をつないでいると手て袋ぶくろ越ごしにも、手が汗あせばむような気がしてミリセントはどうにも恥はずかしかった。

　ふたりとも無言のまま、かなり足早にフロアを横切ると、ようやく夜風のあたるテラスへと出ることができた。

　その頃ころには胸の動どう悸きも、グレンといるせいなのか、早足のせいなのかわからなくなってしまい、互たがいに心ここ地ちいい夜風に「ふぅ」と息をつくとようやく笑えみが浮かんだ。

「さっきの男、妙みようなまねはしなかったか？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶよ。ちょっと馴なれ馴れしい人で驚おどろいたけど」

　やっと落ち着いて互いに顔をあわせると、ミリセントは改めて口にした。

「今夜は、お招きありがとう」

「いや、君には世話になったからな。飲み物でもいるか？」

　グレンが給きゆう仕じを呼ぼうとホールへ戻ろうとする。ミリセントはとっさにその腕をつかんで止めてしまった。

「どうした？」

「え……あれ？　えぇと、ごめんなさい。なんでもないわ」

「今日は、俺がエスコートするから。そばにいろ」

　なだめるように苦く笑しようされて、自分はそんなに心細い顔をしていただろうかとミリセントは決まりが悪くなる。それでも、グレンがこうして隣となりにいてくれるだけで心強かった。

　結局、グレンは通りかかった給仕を捕まえ、蜂はち蜜みつ酒しゆと葡ぶ萄どう酒を運ばせると、ふたりはささやかに杯はいを重ねた。

　夜空の下にあるグレンの端たん整せいな相そう貌ぼうは、冷たい印象を与あたえもするが、それが本当ではないともうミリセントも知っている。

　だが、グレンの表情はどこか硬かたいものがある。まだ店のことで問題を抱かかえているのだろうと、ミリセントにも察しがついた。

「ねぇ、グレン。あの椅い子すのことどうなったの？」

　声をひそめてたずねると、グレンは口を開きかけたものの、ホールの向こうをうかがい見た。

「その話はあとだ。行こう、アンジェリカに紹しよう介かいする。ただし、ひとついっておくが、あの人がなにをいっても八割は聞き流すんだ。うかつにうなずくな」

　前に話したときといい、やたらとアンジェリカを恐おそれているようなグレンの口調は不思議だったが、ミリセントはおとなしく後につづいた。

　グレンに手を取られ歩いていくと、周囲の人間が立てつづけにふり返って囁ささやくのに気づく。改めて、グレンはマクミラン家の人間なのだと実感した。

「アンジェリカ、少しいいですか？」

　顔なじみらしい夫妻と別れた女性が、グレンの声にふり返った。

　艶つややかな黒くろ髪かみを華やかに結ゆい上げたその人は、すっきりとした紫し紺こんのドレスを身につけている。

　思ったよりふっくらと丸みのある顔立ち。くっきりとまつ毛に縁ふち取どられた瞳ひとみは灰がかった緑だ。

　端はしがきゅっとあがった唇くちびるは、誇ほこり高い女王のような威い厳げんをにじませながら、楽しげに笑んでいた。

「はじめまして、あなたがミリセント・ファネル嬢じようね」

　これまで肖しよう像ぞう画がでしか見たことのなかったアンジェリカが、目の前に立っている。

　ミリセントは急に頬ほおが熱くなるのを感じて、丁てい寧ねいにおじぎをした。

「あ、あの、今晩はお招きいただき感謝しています。ずっと……私」

　憧あこがれていたことや、会えた喜び。アンジェリカ本人に会えたら、伝えたいことがたくさんあったはずなのに、うまく言葉がでてこない。

　赤面したミリセントは、手て袋ぶくろごとふわりと手を包まれて顔をあげた。想像していたよりずっと落ち着いた、深みのある声で話しかけられる。

「そのドレス、とても似合っているわ。可愛かわいらしいあなたに会えたことも嬉うれしいけど、先日手伝ってもらった仕事は、私もグレンもとても感謝してるの」

『ガレリエ』の開店準備のことを言っているのだと気づいて、ミリセントは嬉しくなった。

「それに、グレンが講義に通ってる家のお嬢さんってあなたなのね。アメリアからも話は聞いているのだけど、驚いたのはグレンが仕事場に呼んだことよ。これはちょっとした一大事なの、わかるでしょう？」

　妙に興奮したようすのアンジェリカは、もはや逃にがさないとばかりにミリセントの手をいっそう握りこむ。

「え、えぇあの……ほんとに光栄です。普ふ段だんは、私も怒られてばかりで、でもあの負けませ……じゃない、がんばります！」

「まぁ、ほんとに！　あの堅かた物ぶつ相手にがんばってくださるの？　いい加減困ってたのよねぇ。お嬢さんがたの誘さそいをお断りするにも限界があるでしょう？　正直いって、私も関かかわってる暇ひまはないのよ」

　すぱっと本音を口にしたアンジェリカは、ミリセントの逃げ道を完全にふさいでしまうと、色いろ香かのにじむ艶っぽい瞳と声で提案した。

「不器用な子だけど、悪い子じゃないの。愛あい想そのなさは諦あきらめてもらうとして、女性の仕事には理解があると思うわ。親おや馬ば鹿かで申し訳ないけどそれなりにお勧すすめよ！」

　これからもよろしくね、と圧あつ倒とうされるようなほほ笑みを前に、ミリセントは話がなににすりかわってるのか把は握あくできないままうなずいてしまった。

「あぁっ、この馬ば鹿か！」

　背後から小声でグレンに罵ののしられ、ミリセントはこわばった顔でそろりとふり向いた。

「なんか……まずいことになってる？」

　もはやグレンは頭を抱えて、首をふるばかりだ。

「じゃあ、ふたりにはもうしばらくあれこれ深めてもらってから、社交界でもお披ひ露ろ目めしなくちゃね。やった、これで難問がひとつ片付いたわ！」

　拳こぶしを握りしめんばかりにして、アンジェリカはなにか言いたげなグレンを視線で制した。

「さぁさ、今日はせっかくいらしたのだもの。どうぞ楽しんでいって。いいことグレン、この素す敵てきなレディと踊おどっていらっしゃいな。これからは、未来の花はな嫁よめをエスコートなさい！」
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「は!?　花嫁って、それに私ダンスは……」

　慌あわてて手を振ふるミリセントの背後に、「まぁぁ、素敵ね！」とアメリアの声がした。

　どうやらディンセル侯こう爵しやくはコレクター仲間に捕まってしまったらしく、アメリアもアンジェリカの姿を見つけたところらしい。

「ほら、ミリー。ダンスならあんなに練習したじゃない。踊っておかないと忘れてしまうわ。今日はふたりともとっても素敵だもの、楽しんでいらっしゃい」

　にこにこと無む邪じや気きに背を押され、ミリセントは困こん惑わくしたままグレンを見る。

「ごめん……なんか、すごくまずいことになってるみたい？」

　周囲を見回したグレンは少し躊ちゆう躇ちよしたあと、先ほどと同じようにミリセントの手を取ると「悪い、いまはつきあってくれ」と耳打ちした。

　同じく周囲に視線をやり、ミリセントも気づく。

　今日招かれている客は年とし頃ごろの娘むすめを伴ともなった人々も多い。さらに、主しゆ催さいであるアンジェリカとグレンは注目の的であり、マクミラン家の長男ではないとはいえ、グレンは名の知られた美術商なのだ。

　女性たちが手にした扇せん子すの陰かげでささやきあい、グレンに注目しているのがわかる。

　──そっか、このままグレンをひとりにしたら、ダンスの申し込み希望が殺さつ到とうするってわけね。で、さっきの話だと、これまでアンジェリカ様が断ってきたけど、これからは私がいるから大丈夫って…………そんなわけないじゃない!?

「あの～、グレン？　さっきのあれって、アンジェリカ様が勢いでおっしゃったことなんだし、すぐに忘れてくださるわよね？」

「希望を踏ふみにじって悪いんだが、あの人がそんな甘い性格してると思うのか？　相手が王室関係者でもない限り、世辞はいわないし話も適当にあわせたりしない人だぞ!?　今回は俺が自主的に講義にいってることもあるから不利だ。なんといってもあの目は、間ま違ちがいなく限りなく本気だ」

「そんな……無む茶ちやよ」

　グレン本人の意思をまったく無視した話の流れにミリセントが青ざめると、当人は苦笑いを浮うかべてミリセントに手を差しのべた。

「まぁ、永久凍とう土どの上で焚たき火びをするようなもんだが、こつこつ説得しよう。なるべく、アンジェリカの言動は気にしないでくれ。それにいま一いつ緒しよにいてくれるのは、じつにありがたい」

　グレンの手を取りダンスフロアに入ると、さらに周囲の視線が集中するのを感じる。

　思わぬ流れになったものの、グレンがアンジェリカ本人に引き合わせてくれたことには感謝していた。

「いいわ。でも、だいぶ前に練習したきりだから、足を踏んでも文句はなしよ」

「問題ない」

　周囲の注目やささやきなど慣れっこなのだろう。曲が終わったところで、グレンは気負ったようすもなく立ち位置を決めると、ミリセントの腰こしにそっと手を添そえる。

　タイミングをうかがうように視線を向けられ、ミリセントも呼吸をはかった。

　ピアノと弦げん楽がつ器きがちょうど三小節を終えたところで、足を出しなめらかにステップを踏む。

　意外なことに、グレンはじつに軽かろやかに足を進めた。

　──そっか、グレンはこういう場所は慣れてるのよね。

　グレンのリードはとても正確で、ミリセントも慌あわてることなく足の動きを思い出せた。

　じきに余よ裕ゆうも出てくると、着き飾かざった人々と一緒にくるりと回ったり体を動かすのが楽しくなって、自然と笑えみが浮かぶ。

　指先を背にそえて体をひるがえされると、グレンがさっと隣となりの人を避よけて誘ゆう導どうしてくれた。

「ところでミリセント、さっきの男がこっちを見てる」

　低いささやきに、ミリセントも体を入れ替かえると同時に視線をめぐらす。

「あの人、ギンシェル・アデアってマジシャンでしょう？　どうも、侯爵が留守の間に『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』で依い頼らいを断られてるらしいの。それでちょっといい合いみたいになって、マーブルホールへの招待状を渡わたされたんだけど」

「なるほど」

　自分との出会いのときを思い出したのだろう。思えばグレンにも侯爵を侮ぶ辱じよくされた気がして、やたらと噛かみついてしまったのだ。

「で、舞ぶ台たいへはいくつもりなのか？」

　今日のパーティの主催としてマジシャンを招いているだけに、グレンも舞台のことは知っているようだった。

「……そうね。もう、そのつもりになってる」

「あのクラスの舞台なら、エスコートが必要だぞ」

「そうなの？」

　グレンの一いつ瞬しゆん呆あきれたような表情に、ミリセントもいまの自分はひとりで出歩くのが非常識な身分なのだと思い知らされる。

　ディンセル侯爵を誘っても喜ばれそうだとは思ったが、招待のチケットは二枚でアメリアの分がない。ミリセントが考えこむと、唐とう突とつにグレンが口をひらいた。

「公演日はいつだ？」

「え、えぇっと。二日後の日付になってる」

　慌ててチケットの日付を確かく認にんするものの、まさか一緒に来てくれるつもりなのかとミリセントは驚おどろく。なにせ、グレンの多た忙ぼうぶりときたら半はん端ぱないもので、予定を空けるとなれば一苦労だろう。

　しかし、グレンは気難しげに思案したあと、「よし」とつぶやいた。

「なんとか都合はつく。あの男は怪あやしい評判も多いから、ひとりで行こうなんて考えるなよ。当日は馬車で迎むかえにいく」

　仕事の鬼おににも思えていたグレンが、予定を空けてくれた。

　その事実が嬉うれしくて、ミリセントはつい笑顔を浮かべた。

「ありがとう、グレン」

　少しぐらいは特別に心配してくれているのだろうかと、ミリセントが期待した途と端たん、グレンは眉み間けんをきゅっと険しくした。

「……君には、色々と借りがあるからな。さっきもいったけど、特別危なっかしいからついていってやるんだぞ」

「そんなの、わかってるわよ！」

　──いわれなくたって、私の特別はそういう意味なんでしょうよ……

　結局はいつもどおりのグレンの言葉に、がっくりしながら言い返すと、ふいに真顔でつけたされる。

「ただし……このことは、アンジェリカには絶対に内密だぞ」

　それには大いに同意して、ミリセントもうなずいた。さっきのいまで、このことが彼女に知れたらなにか言われるに違ちがいない。グレンの表情が心底まいっているようすなのがおかしい。

　グレンは、本当にアンジェリカには頭があがらないのだろう。

　ちょうど二曲目のワルツの音も途と切ぎれ、休きゆう憩けいしようとグレンとミリセントはダンスフロアを離はなれて飲み物をもらう。

「さっきの話だが、マーブルホールもそろそろ建たて替えるって話があったな。これが最後の公演なのかも」

　歌劇や演奏会とならんで、こうしたマジックの舞台もいまリュイシャムでは盛んだ。

「あのクラスのホールで演やれるとなれば、かなりの知名度は必要だ。しかも最終公演ともなったら、上演権も複雑にからんでるはずだし、あの男には有力なパトロンがついてるのかもしれないな」

　グレンの言葉に、ミリセントもその劇場のことを思い出した。

　ベルフィールドの中心街ビーハイブ西にあるこのミラルパーク地区には、貴族の邸てい宅たくや公園も多く、広い敷しき地ちには劇場や博物館、ダンスホールなどもある。

　なかでも古くからあるマーブルホールは、古典様式の建物の美しさもさることながら、リュイシャムの人々にも親しまれてきた劇場だ。

「あんなに立派な建物なのに、壊こわしちゃうの？」

「どうも基き礎その傷いたみが激しいのと、内部の老ろう朽きゆう化かもあるみたいだ。あのあたり一帯は水はけも悪いし、木もなかなか根づかないって庭師泣かせらしいが──」

　グレンが言葉を切ると、意味ありげに視線を動かした。

「でも、やっぱりあの男……さっきからこっちを見てる」

　その言葉に、ミリセントもそっとようすをうかがう。すると、ダンスフロアを挟はさんで反対側から、ギンシェルがこちらを見ていた。

「さっき、私もきついこといっちゃったから。怒おこってるのかも？」

「いや、そういう感じでもないみたいだけどな」

　グレンが位置を変えミリセントを隠かくすように遮さえぎると、ギンシェルは軽く会え釈しやくをして、すっとその場を立ち去った。

　グレンは周囲をうかがいながら、口をひらく。

「それと例の椅い子すの件。ここでは話せないから、それも迎えにいった馬車のなかで説明する」

「わかった」

　ミリセントも贋がん作さくの椅子については気がかりだったが、祝いの席で口にできる話題ではない。

　しかもグレンの表情から察するに、問題はまだ片づいてはいないようだった。
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　王都ベルフィールドは、大聖堂がある広場を中心に、そこから網あみ目めのように大小の通りが延び、雑多な界かい隈わいも多い。

　そして王都の北の地区には、低所得者の住居や貧ひん民みん窟くつがあり、そこからクレイン川沿いにある工場や港こう湾わん倉庫の仕事へ行く者も多かった。そのせいか大聖堂の周辺は、いつも人と馬車でごった返している。

　グレンを乗せた馬車はレニストン通りを走り、こぢんまりとした建物の並んだ道沿いで止まった。

　その建物は、表向きは馬術や射しや撃げきをたしなむ若者向けの会員制俱く楽ら部ぶといった趣おもむきだ。だが実際のメンバーは、王子の近この衛え隊に所属する者たちで構成されていた。

　一見普ふ通つうの住まいのようにも見えるが、扉とびらを開けば部屋の手前には青年が控ひかえており、会員か関係者でなければ立ち入れないようになっている。

「グレン・マクミランだ。今日はイニアス殿どのに呼ばれてきた」

　グレンは、使者が届けてくれたカードを懐ふところから出して見せた。

　第一王子リーアンの近衛であり信しん奉ぽう者であるイニアス・キャリックが結成したのが、『輝かがやける我が君リーアン聖星騎き士し団』こと『スターナイツ』だ。

　その支部として機能しているこの場所も、彼が用意したものらしい。

　このところ、彼らも〈大暗室〉にかかわる調査をしているらしく、市し井せいに密着していたほうが見えることも多いのだろう。

　入り口の気配を察したのか、廊ろう下かの奥からひとりの若者が走り出てきた。

「グレーン！　待ってたぞ。今日はリーアン様からも書状をお預かりしていてな」

　癖くせのある赤毛の青年が、ばしん、がつんと肩かたや腕うでを叩たたいて親愛を示すさまは、熊くまにじゃれつかれるような迫はく力りよくがある。

「わ、わかったから。イニアス殿、ちょっと落ち着いてくれ。リーアン様はお元気か？」

　太い腕を避よけ、あとずさりながらグレンが封ふう書しよを受け取る。だがそのイニアスの頬ほおや額にいくつも青痣あざがあるのを見て、グレンは顔をしかめた。

「どうした、その痣。近衛の鍛たん錬れんか？」

　力ちから自じ慢まんのイニアスにしては、顔にこれほどの怪け我がを負うのも珍めずらしい。

「あぁ。これはリーアン様の話とも関係してるんだが、ちょうど七日前からリーアン様は聖王廟びようの整理のために、ラズウィックまで出かけられていてな……」

「聖王廟っていうのは、ユスカリス王室の？」

　その問いにイニアスがうなずく。ユスカリス王室は、リュイシャム王国の始祖にあたるラーデュロス王の流れを汲くむ前王室の名だ。

　そのラーデュロスから王権を奪うばい現在玉座についているのが、空玉座王とも呼ばれたエスクウィンの子孫だ。リーアンもそのひとりということになる。

　聖王廟の整理については、以前リーアン王子から依い頼らいがあった呪のろいの姿見に関係していた。

　彼の誕生日に贈おくられた姿見に憑ついていた貴婦人の幽ゆう霊れいは、前王室であるユスカリス由来の人物だと思われ聖王廟に葬ほうむられていたのだ。

　しかし、実際には現王室エスクウィン側にいた女性だったとわかり、その亡なき骸がらをあるべき場所に移すよう、ミリセントが報告書に記していたはずだった。

　それを受けたリーアンが、早そう急きゆうに手はずを整えたのだろう。

「まさか、自分で出向かれるとはな……」

「まぁな。あまり信心深い方でもないので、じつは俺も驚いてる。でもラズウィックは冷えるからな。日々盛大にぼやかれていらっしゃる。そこでこの青痣だ」

「まさか、リーアン様が殴なぐったのか？」

「馬ば鹿かをいうな。リーアン様が俺たちを殴るわけないだろう。君も参加できなくて残念だが、これは『朝まで麦むぎ酒しゆガチンコ杯はい』の熱さを示す勲くん章しようだぞ？　男のなかの男たちが、「乾杯」と叫んで樽たるをぶつけあう熱き一夜だ。酔よいつぶれた惰だ弱じやく者は、その体を以もって鍛きたえられるんだ。静かな森に、夜通し樽の音がガッツンゴッツン響ひびき渡わたってなぁ……勇ゆう壮そうだぞ！」

「……それはまた、いくつ樽があっても足りないだろうな」

「まぁな。その翌日はリーアン様からも、『お前たちは脳が沸ふつ騰とうしてるんだな』とお言葉を賜たまわった」

　イニアスの自じ慢まんげな表情を見るに、彼らにとってリーアンの言葉はどうあっても素す晴ばらしいものらしい。そのときのリーアンの口調まで想像できてしまい、グレンが苦く笑しようしていると、廊下にあらわれた長身の美女が声をかけてくれた。

「イニアス、ちょっとはグレンを落ち着かせてさしあげたら？　どうぞこちらへ、お茶でも用意いたしますわ」

　そう告げたのは、さらりとしたプラチナブロンドを肩かた口ぐちで切りそろえたシルヴィアだ。

　シルヴィアとはそれほど面識があるわけではなかったが、リーアン王子の離り宮きゆうを訪ねた際に軽く挨あい拶さつを交かわしたことはあった。

　体に沿った高たか襟えりの上着は無地で、胸むなもとからのぞくレースが華はなやかさを添そえる。だがなにより人目を引くのは、彼女自身の透すき通った金茶の瞳ひとみと、白鳥を思わせる清せい楚そな容姿だろう。

　リーアン王子の近衛兵のなかで唯ゆい一いつの女性兵である彼女は、イニアスとの付き合いも長いらしい。出自は有爵しやく位いの家いえ柄がらであるが、当人はいたって気さくで、兵士としての宮きゆう殿でん仕えが性しように合うと口にしていた。

　応接室に通されると、ここが王室関連の組織だとは伏ふせているのか調度品や絨じゆう毯たんは、この界隈の民家とそれほど差のない簡素なもので調ととのえられていた。

「ま、ここはスターナイツと、それに関かかわる人間だけしか出入りできないんだ。君も光栄に思ってくれ！　ぜひ今度は、シーズン恒こう例れいの『踏ふみつづけろ葡ぶ萄どう桶おけ』大会に出てくれないか？　この大会で作られる葡萄酒しゆは『星の騎士葡萄』として、ひそかにご婦人がたに人気でな……」

　そう説明しながらソファに腰こし掛かけたふたりの前に、シルヴィアがお茶を持ってくる。

　するとイニアスが慌あわてて立ち上がり、それを受け取った。

　自分のカップを受け取ったシルヴィアも、イニアスの隣となりにちょこんと座る。

「それで、リーアン様はもうラズウィックから戻もどられたのか？」

「いや、じつは今日来てもらったのもそのことなんだ。君に知らせて欲しいことがあると仰おおせつかったので、馬を飛ばしてきた。この手紙を見てくれないか」

　封ふう筒とうを開きつつ、グレンは聖王廟の整理がそう簡単でないだろうことは想像できた。

　過去リュイシャム王国で起きた王権交代の内乱は大きく、いまも聖王廟は当時のさまざまな混乱を残している状態らしい。結果、ラズウィックにある聖王廟は、王室のもとで厳重に管理されてきたはずだ。

　だが手紙に書かれていたのは、予想しない言葉だった。

「賊ぞくが入ったっていうのか？　聖王廟に？」

　いかにも不覚を取ったといわんばかりに、イニアスの彫ほりの深い顔が悔くやしげにゆがむ。

「普ふ段だんから、あそこには近くの砦とりでから衛兵が派は遣けんされているし、警けい戒かいも厳しい。これまで墓荒あらしが入った報告もなかったし、今回聖王廟が開けられることについても極ごく秘ひで、リーアン様が内々に陛下から許可をいただいたものだ。外部に漏もれるにしては早すぎる」

「しかも盗とられたものが、自動演奏楽器の部品って……」

　現物を見ていないが、名前からいってオルゴールに似た機械なのだろうと想像はつく。しかもリーアンは、それを鑑かん定ていしてほしいと考えているようだ。

「楽器なんて俺はさっぱりだが……リーアン様が確かく認にんしたところ、円えん盤ばん形の部品がなくなってるらしいんだ」

「もとから欠けてたんじゃないのか？」

「一応、円盤が一枚残っている記録はあるんだ。でも賊が侵しん入にゆうしたあと、箱の中身はからっぽになってる」

　リーアンが手紙に記してきた、自動演奏楽器がオルゴールに当たるのだとすれば、聖王廟が建てられた当時のものになる。その時代にあった楽器がオルゴールと同じなのかは、グレンも実物を見ないことにはわからなかった。

「でも、聖王廟にもぐりこんで、盗っていくのが楽器の部品だけってのも妙みような話だな……」

「な？　なんだか、すっきりしない話だろ。ないものをわざわざ帳ちよう簿ぼに書いたとも思えないし、俺にもさっぱりわからん……」

　音楽や演奏には縁えん遠どおそうなイニアスは、今回の盗とう難なん物にあまり興味がもてないようだ。

「そういや、消えるといえば知ってるか？　いま話題になってるだろ、マーブルホールのマジシャン」

「あぁ、じつはこのあと舞ぶ台たいを観みに行くことになってる」

「それで、今日はとってもめかしこんでらっしゃるのね」

　瞳をくるりと見開いて、楽しそうに声をあげたシルヴィアが両手を合わせて息をつく。

「私も一度舞台を観にいきましたわ！　あのマジシャン、ギンシェル・アデアは大陸を回ってきたらしいんですが、すごい人気なんです。今回のホールでも、すぐにチケットが売り切れて手に入れるの大変だったんですから。とにかく、舞台が華やかで、まったくタネがわかりませんもの。もともと『消える美女ヴアニシングレデイ』という出し物で有名になったそうですけど、今回はもっっとすごいんですっ！」

　そこまでまくしたてて、はしゃぎすぎたと思ったのか、シルヴィアは自分の口に手を当てた。

「ごめんなさい、私ったら。これから舞台をご覧になるのに」

「いや、かまわない。彼の名前も、この公演ではじめて知ったぐらいだ」

　現実主義者のグレンにとって、マジックは関心を持つほどでもないが、不快なものではない。

　そこには、タネや仕し掛かけがあるからだ。

　むしろ人を驚おどろかせ楽しませ、商売にできるほど技量を磨みがき、ひらめく頭脳には感心する。

「でしたら、きっとマジックへの印象も変わりますわ。今回はけっこう怖こわい演目がメインなんです。ゴーストマジックなんですけど──」

「幽霊……だと？」

　ぴくりと眉まゆを跳はね上げたグレンは、途と端たんに険しい声を出す。

「あら、といってもこれまであったみたいな、キャビネットから声がしたり、縄なわ抜ぬけしたりなんてものじゃないんですよ……あ、でもこれ以上は内ない緒しよにしておきますわね。せっかくだもの、舞台で見なくては」

　まるで少女のように頬ほおを染め、シルヴィアが瞳を潤うるませると、背後でガターン、ガシャン！　と音がした。

「あ、また……私ったら」

「やっちまったな、シルヴィア」

　妙に芝しば居いがかった二人のやり取りに、立ち上がったグレンはソファの後ろを見た。

　先ほどまでキャビネットの上にあった、硝がら子すの鉢はちが落ちて割れている。

「あぁ、グレン驚かないでくれ。シルヴィアの力について説明していなかったな。彼女は自分の意思に反して、周囲の物に影えい響きようを与あたえてしまうんだ。ほら、いままさにそこの鉢が落ちてしまったようにね。この不思議な力のせいで、彼女は不ふ遇ぐうの生おい立ちともいえる……」

「やめて、私がそそっかしいのも本当だもの。確かにまだ、〈大暗室〉に立ち向かえるだけの力はないかもしれないけど」

　ふたりが、深刻なのかこっけいなのかわからない会話をはじめたのを見て、グレンはそそくさとソファを離はなれた。

　以前にもリーアンの離宮で、イニアスが彼女の力について『花瓶の水をこぼしてみせた』とかどうとか口にしていたのを思い出したのだ。

　それがどんな能力であるにせよ、グレンとしてはとことん関わりたくない代しろ物ものだ。

「すまない、どうやらもう時間のようだ。人を迎むかえにいかないとならないから、俺はこれで」

「あ、グレン。リーアン様も二日後には王宮に戻られる」

　イニアスの言葉から逃のがれるように、グレンは了りよう解かいと手をあげてみせると、早々にスターナイツの支部を出た。

「これ以上不思議な力とか、幽ゆう霊れいに関わるのは御ご免めんだ……」

　苦々しくつぶやくグレンが乗り込むと馬車が走り出す。

　迎えにいく相手はまさに、幽霊に関わる不思議な力を持ったミリセントだ。

　これまではアンジェリカも、自分と女性のことに口を挟はさんできたことはあまりなかった。

　いままでの自分であれば、ミリセントと距きよ離りを置くことも考えただろう。

　しかし、いまや彼女は仕事仲間であり生徒でもあり、妙なしがらみも生まれている。

　──まったく、俺もどうかしてる……

　まるで恋こいするような目で、アンジェリカに見とれていたミリセントのようすを思い出し、こんなときまで賞賛の的である義母のことを少しうらめしくも思う。

「そうだ、とにかくこれは礼なんだし……マジックにはタネも仕掛けもある。幽霊なんてのもただの題材なんだからな！」

　ひとり悶もん々もんとしながらグレンがぶつくさ言ううちに、馬車は中心街を抜ぬけミラルパークにある『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』へ向かって走った。
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　ミリセントは、『珍奇迷宮』にて仕事をかたづけていたが、いまは新規の依い頼らいを受けることもできないため、店の表は開けずに作業だけにかかっている。

　ディンセル侯爵も、旅で手に入れた新しいコレクションを、自分の博物館に収めるための整理や手続きに忙いそがしいらしい。

「ミリセント様、少しだけでも体を休めてください」

　そういって階下からお茶を運んできてくれたのはアンセルだ。

　アスワドとは交代制と決まったのか、今日は彼がペンダントの外に出られる日らしい。

「ありがとう、アル。でも今日はあと少しだから」

　テーブルに置かれたカップを手にとって、ミリセントはふとアンセルの表情が気になった。

「どうしたの？　なんか元気ないみたい」

「いえ、部屋が暗いから顔色が悪く見えるのでしょう。もっとも、幽霊の私に顔色もなにもありませんが」

　だがミリセントはアンセルの手を取ると窓まど際ぎわに連れて行き、まじまじとその瞳ひとみを見上げた。

「ごまかさないで。ひょっとしてペンダントの中にいるのが原因？　なにか調子が悪いようなら、少しでも早く仕事を終えて屋や敷しきに戻もどれるようにするわ」

　アンセルを不安定な状態にしておくことが気がかりではあった。あの屋敷から連れ出してしまったこと自体、問題なのかもしれないのだ。

「そんなに、心配なさらないでください。生身といっても病気になるわけではないですし、いきなり園そのへ旅立ったりはしませんから」

　その言葉に、ミリセントは心を読まれたのかと思った。

　アンセルとの生活が長くなるほど、彼が現世にいる理由について考えてしまうのだ。

　──ローズグレイブホールにいたんだから、アルにも心残りがあるってことよね。でもそれがなくなったら、アルの魂たましいは園へ旅立って、消えてしまうんだもの……

　アンセルがそれを思い出せなければいいと願う自分に気づいたときには、激しく落ち込みもした。

　言葉をなくしたミリセントに、アンセルが少し弱ったような声で告げた。

「正直に申し上げると、先日のパーティがあってから少し落ち込んでいました」

「パーティって、アンジェリカ様とお会いした？」

「妙みような男が近づいてきたときに、私は貴方あなたをお守りできませんでした」

　うつむき加減のアンセルは、いくぶん低めた声で打ち明けた。

「なんで……そんなの、どうってことなかったわ。それにあのマジシャンとは、ここの仕事の話をしてたんだもの」

　だがアンセルは、ミリセントの手を下から捧ささげ持もつようにすると、その場に膝ひざをついた。

　逆に見下ろすことになった紫むらさきの瞳は深みを増し、奥に強い光を宿して見える。

「こうした身である以上、私が貴方をお守りできないことは事実です。それなのに……浅ましいものです」

　ひそめられた眉まゆと自じ嘲ちようまじりの苦しげな笑えみに、ミリセントはアンセルの頭を抱だきかかえるように腕うでを回した。なぜか、彼が泣き出すように思えたのだ。

　──どうして……でもわかる。アルがひどく寂さびしいって。馬ば鹿かだったわ、アルを外に連れ出せばもどかしい思いもさせるのに。外を見せないほうが良かったの？

　迷いながらも、ミリセントは気がかりだったことを口にした。

「ねぇ、アルはベルフィールドにきたことはある？」

　幽霊であるアンセルの生前について、ミリセントがたずねるのははじめてだった。

　ローズグレイブホールにいるアンセルは、はじめからその建物とともにあったように違い和わ感かんのない存在で、過去が想像できなかったせいもある。

「いえ……わかりません。とくになにかを思い出したりはしませんが」

「前にいってたじゃない。ローズグレイブホールにいる幽霊は、なにか心残りがあるって……アルにもなにかあるのかなって？」

　答えを聞くのが恐こわい気もして、ミリセントの声は自然と小さくなる。

「それが……私はあまり昔のことを覚えていなくて、どうしてあの屋敷で私を実体化していただけたのかもよくわからないんです」

　本人も途と方ほうにくれたようなアンセルの表情に、ミリセントはどこかほっとしてしまった自分がうしろめたかった。

　──変よね。アルにとっては、園へいけたほうがいいのかもしれないのに。寂しいなんて思うのは、私の勝手な気持ちだもの。
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「トリシア様には申しわけないですが、こうしてミリセント様にお仕えできるいまが幸せです。だから、このまま思い出せないままでもかまわないと、不ふ謹きん慎しんながら思っております」

「ありがとう。いまも一いつ緒しよにきてくれて、心強いわ。ほんとよ」

　ミリセントの明るい声と、髪かみを撫なでる手にアンセルも気き恥はずかしくなったのかうつむきがちに立ち上がる。

「申し訳ございません。ミリセント様を困らせるつもりではなかったのですが」

　そう口にしたアンセルの、はにかむような笑顔にもう翳かげは見えない。

「どうぞ、いまのは忘れてください。今日は、夕方から外出のご予定でしたね」

　これ以上この話題に触ふれられたくないのか、アンセルは部屋の隅すみに置かれたトランクへと近づくと、てきぱきと外出の支し度たくをはじめた。

　確かに今日は、グレンに迎えにきてもらい、マジックの舞ぶ台たいを観みに行く予定になっている。ミリセントは、水差しの水で手を洗いながら問いかけた。

「アルはマジックって見たことある？」

「マジックというのは……魔ま術じゆつのことですか？」

「そういういい方もあるかもしれないけど、ほんとの魔ま法ほうじゃなくて、仕し掛かけがあって不思議なものを見せてくれるの。侯爵様にも聞いたんだけど、今回はゴーストマジックだって」

　その言葉にアンセルは不思議そうに首をかしげる。

「ですがミリセント様、幽霊でしたらもう飽あきるほどご覧になっているのでは？」

「そ……ういわれれば、そうなんだけど、マジックってのはまた違ちがうのよ。手品っていうか、見て楽しむものっていうか」

　説明してみたものの、よりによって演目が幽霊がらみでなくてもいいのにとミリセントはつぶやく。

「とにかく『珍奇迷宮』の名めい誉よにかけても、今回の依頼の話をちゃんと聞いておかなくちゃ。それにグレンも、アンジェリカ様の店のことで話があるみたいだし……」

　アンセルがペンダントに戻ってしまうと、ミリセントは白地に水色の縞しまが入った小こ花ばな柄がらのドレスに着き替がえた。

　髪をうまく結ゆい上げられないため、フリルのついた小さなヘッドドレスをつける。

　薔ば薇ら封ふうじをどうするか迷ったが、ペンダントと共に身につけて、なんとか支度を終えた。

　──でも、気になることもあるのよね。パーティで聞いた噂うわさだと、ギンシェルが女の人をほんとに消しちゃったって話もあるみたいだし……

　以前にも話題になったらしい舞台での失敗は、マジシャンとしては不名誉な話だったのかもしれないが、それが名を売る大きな効果にもなったのだろう。

　彼の消失マジックはいまだに評価が高く、やはり何人かの助手が消えているという噂もあるという。

　気がかりは山とあるが、舞台に足を運んでみるしかないとミリセントは部屋を出た。
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　夕刻になり、ミリセントは迎むかえの馬車に乗り込んだ。

　今日のグレンは夜会とは違い髪粉もつけず、濃こい茶ちやの上下に、明るいオレンジのアスコットタイだ。

「劇場につくまでに話しておきたいことがある」

　グレンの硬かたい声に、パーティで話せなかったことだとミリセントは気づいた。

「あの椅い子す、結局どうなったの？」

「そのまま展示した……」

「えぇぇ!?」

「どうしても替かわりになる商品が手配できなかったんだ。しかも、カタログを見たメイゼル侯こう爵しやく夫人が、大変気に入って購こう入にゆうを熱望されててな……このまま納品日を迎えてしまうと、とてもまずい状じよう況きようだな」

　もはや他人事のように言い放つグレンのうつろな表情からして、彼なりに打つ手を探した結果、どうしようもなかったのだろうとわかる。

　どうやらメイゼル侯爵夫人としては、事前に予約を入れておいた品を新店てん舗ぽ『ガレリエ』に訪おとずれる客人たちにお披ひ露ろ目めしたかったらしい。

「くそ、俺は絶対いやだったんだ、片方だけ贋がん作さくだなんて半はん端ぱな品を……ったく」

　苛いら立だちを抑おさえきれない口調からして、グレンがあの椅子の展示を許したというよりは、アンジェリカが融ゆう通ずうを利きかせたのかもしれない。

「それじゃあ、アンジェリカ様はどうされてるの？」

「俺もアンジェリカも、仕入れ先の港にも手を回してる。でもいまはシーズンだから、この界かい隈わいじゃ取引も競せりも活発になる。まず正規ルートじゃ見つからないだろうな。替わりになりそうな品を、いま血ち眼まなこで探してるところだ」

　シーズンだということもあって、職人は多た忙ぼうを極きわめ商品も流れがはやい。

「一番いいのは、本物が見つかることよね……」

　ミリセントもそう口にはしてみたものの、その可能性は限りなく低いとわかっていた。

「とにかく、侯爵夫人からまだ代金を受け取らずにいるのだけが救いだな。贋作が渡わたったあとに発覚するよりは良かったんだろうし……」

　そういうグレンも、アンジェリカの店のことだけでなく、本来の仕事である美術品の買い入れや仲ちゆう介かい、関連の集まりに呼ばれる日がつづいているのだろう。どこか疲つかれが溜たまっているように見える。

　──私にも、なにかできればいいけど。

　せっかくあれだけ苦労して、オープンにこぎつけたアンジェリカの店に、はじめからケチがつくのはミリセントも嫌いやだった。

「ふぅ───……」

　ミリセントが考え込むようにため息をつくと、グレンも馬車の窓辺に肘ひじをつき外に視線を向けた。

　──シーズンとはいえお互たがい仕事ばっかりよね。でも、グレンもまだ忙いそがしそうなのに、今日は付き合ってくれるなんてめずらしい……

　馬車の揺ゆれが心ここ地ちいい。思えば夢見のせいもあって、このところ落ち着いて眠ねむっていないなと思ったときには、ミリセントの意識はふっつりと途と切ぎれていた。







「──…の、あの、失礼いたします」

　遠えん慮りよがちだった声がにわかにはっきりと耳に聞こえ、ミリセントは目を開けた。

　鼻先の触れ合いそうな距きよ離りに、グレンの鼻筋とまぶたが見えて、ミリセントは一いつ瞬しゆんここがどこだかわからなかった。

「なっ、ど……んん!?」

　大声をあげそうになって、慌あわてて息を飲む。

　──っな、なにが、どうなって……っても、グレンってこれ寝ねてるわよね？　えーと？　確か馬車に一緒に乗ってて……

「そうよ、マジックを観にきたのよ」
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　どうやら馬車の揺れに誘さそわれ、すっかり眠りこけてしまったらしい。

　そろりと身を起こそうとすると、肩かたに回された腕うでに力がこもる。抱だき寄せられる恰かつ好こうになり、思わず腕をつっぱねた。

「ちょっと、グレン!?」

　止まっている馬車の表では、御ぎよ者しやが困りながらも主あるじが降りてくるのを待っているようだ。

「グレン？　グーレーンー！　起きてったら。んぎゃ、髪をなでないでー！」

　するとようやく目を覚ましたのか、まぶたの下にあらわれた、青と琥こ珀はくの瞳ひとみに不本意ながら見とれてしまう。だがグレンの表情が瞬時に驚きよう愕がくに変わった。

「うわっ、すまん。家の猫ねこかと……悪い……！」

　本気で動転しているそのようすに、ミリセントも少し落ち着きを取り戻もどす。

「私たち向かい合って座ってたのに、なんで隣となりにいるの？」

「いや……君が睡すい魔まに負けて、あんまり激しく横よこ揺ゆれになるからだな。頭をぶつけると思って手を貸してたんだが、それも無理があって……結局隣に座って肩を貸してやろうとしたんだ……」

　どうやらグレン自身も、疲れに負けて眠りこんでしまったらしい。

「私が寝てるあいだ、頭を支えててくれたの？」

　向かい合わせに座って揺れる自分の頭を、生き真ま面じ目めに支えているグレンを想像すると笑えてしまう。

「ごめん、でもありがと……」

「隣で見てたら、君があんまり気持ち良さそうに寝てたから……つられた」

「そう？　グレンもすっごくよく寝てたわよ」

　身を起こすと、却かえってその距離が照れくさくなりミリセントは慌てて馬車を降りた。

　マーブルホールへとつづく庭園の小道は傾かたむいた陽ひがわずかに残り、しっとりとした草木の香かおりが肌はだを包んで心地いい。

　ほんの少し眠っただけで、ミリセントは驚おどろくほど気分がすっきりしていた。並んで歩くグレンは、腕を伸のばして体をほぐしている。

　──私がもたれかかっちゃってたから……

　普ふ段だんは厳しいところばかりが印象に残るのに、側そばにいるほどそれは裏切られていく。

　それにひとつ気づくごとに、ミリセントはもっとグレンのことを知りたいような気持ちにさせられた。




　ミラルパークの最東とう端たんにあるマーブルホールは、広こう告こく塔とうにもあったギンシェルその人のポスターがそこかしこに貼はられ、またその巨きよ大だいさが訪れる人を圧あつ倒とうするような迫はく力りよくを放っている。

　夜に沈しずみつつある歩道に、灯ともりはじめたガス灯の青白い光が影かげを映し出した。

　マーブルホールの名の由来は、その独特の模様のある石材からつけられたものらしい。

　四階建ての建物は、入り口に六本の立派な支柱があり、壁へき面めんには巨大な黒と赤の垂れ幕がかけられている。

　道行く誰だれもがめかしこんで、少し暖かな夜に浮うき立つ足取りでホールへと入っていく。

　客席に入り、座席についたミリセントは、きょろきょろとあたりを見まわした。

「どうした？」

「なんか、思ってたより中は広いのね。お客さんは貴族の人ばっかり」

「君もそのひとりだけどな……客層は演目にもよる。どうやらこの舞ぶ台たいは人気らしくて、チケットもかなり早くに売り切れたそうだ」

　どうやらギンシェルは稀き少しようなチケットを渡してくれたらしい。ミリセントは驚きつつも、プログラムを開いて気がかりだったことを口にした。

「そんな貴重な舞台だってのは嬉うれしいんだけど、今回はゴーストマジックがメインみたいなのよね……」

「あぁ、そうだな」

　ミリセントの差し出したプログラムから斜ななめに視線をそらすグレンに、こういうところは相変わらずらしいと納なつ得とくする。

　開演のベルと同時に、ふっと場内の明かりが消えた。

　一瞬、人々のざわめきがふくらむと、徐じよ々じよに静まっていく。

　場内にただよう観客の期待が混じり、暗くら闇やみは熱をはらんで圧し掛かかるようだ。

　ポロン、とピアノの音がこぼれると、再び場内に時間が流れ出した。

「ようこそ、今こ宵よいは『ファンタスマゴリア』へ」

　ピアノの調べにのせて声が聞こえた途と端たん、人々は息をひそめ空気が張りつめた。

　だが暗闇のなか、声の主の姿は見えない。

　まるで頭上から降ってくるような張りのある低音は、ひとりひとりに語りかけるように告げた。

「これから皆みなさんが体験する出来事は、世界の不思議に満ちたもの。驚きと興奮と、ほんの少し危険もあるでしょう。どなたも心の準備はよろしいですか？」

　舞台の中央に、すとんとライトが落とされると、あらわれたのはトップハットに燕えん尾び服ふくの男。ギンシェル・アデアだ。

　大げさなほどの笑えみを浮かべたまま、ふところに手をやり短たん銃じゆうを取り出す。そしてまっすぐ銃じゆう口こうを天てん井じように向けると発はつ砲ぽうした。

　銃じゆう声せいとともに、舞台一面に『ようこそ、饗きよう宴えんの一夜へ！』と文字を象かたどった数百本の蝋ろう燭そくがいっせいにともった。

「うわぁ……っ」

　ミリセントが喚声をあげる間にも、ギンシェルは客席の前方に座る婦人たちに近づき、帽ぼう子しを取ってなめらかにおじぎをすると、ふと帽子に目を落とした。

「おや、花束がここに……」そう口にすると、ギンシェル自身やや驚いたようすでリボンのついた花束を取り出す。

　花束に小さなキスを贈おくり、貴婦人たちに捧ささげると、客席の誰もが我先にと手を伸ばしはじめた。ギンシェルは、「慌てないで」というようにほほ笑えんでみせながら、次々と花をプレゼントしてまわり、再び舞台へと戻る。

　観客の全員が、ギンシェルの妙みよう技ぎと、紳しん士し的かつ愛あい嬌きようあるふるまいに目を注いでいた。

　ギンシェルが、手にしたステッキでシルクハットをつつくと、カードが吹ふ雪ぶきのように舞まいだす。それらが舞台を乱らん舞ぶする光景に、人々の歓かん声せいがあがる。

　その後も、銀の三さん脚きやくを置いた下に土を盛ると果物の種を落としてみせた。そして重大な秘密を打ち明けるように語りだす。

「いま蒔まいた種は、西国マラブーに伝わる神秘の種です。どう不思議かって？　それはこのように水をやればわかること……」

　そう言うと、薄うす布ぬので三脚を覆おおい、その上にギンシェルが水差しで水をかけていく。

　いったん布をとって見せると、種はもう芽め吹ぶいて茎くきを伸ばしはじめていた。

「これは果物がとれる木になる。もう少し急せかしてみよう」

　布で覆って水をかけるという動作が二度繰くり返されると、驚きよう異い的な速さで育った若木にはオレンジ色の実がついていた。

　その果物を手にして皮をむいたギンシェルは、美味おいしそうに果肉を口に放りこんだ。

　さらに舞台の端はしから、かごを持った道どう化けがあらわれたかと思うと、つるりと足を滑すべらせ中に入った卵をぶちまけた。

　割れた卵から硬かたい音を立てて金貨がこぼれだす。道化が慌ててそれを追うが、転がる金貨たちは生き物のように連なると、ダンスを踊おどりながら舞台の反対側へと逃にげていく。

　流れる音楽の緩かん急きゆうに合わせ、ギンシェルは美女を宙に浮かせてみたかと思えば、小道具に悪戯いたずらした道化をロープで縛しばり上げ、𠮟しかりつけるしぐさでステッキを振ふり、その姿を鳩はとに変えてみせた。

　息をつかせる間もなく繰り出される不思議の数々に、誰もが惜おしみない拍はく手しゆを送った。

　緊きん張ちようと笑いを繰り返し、観客もほどよく楽しんだ頃ころ、前半の演目がちょうど終しゆう了りようとなった。

　ギンシェルが舞台を去りいったん幕が下りると、支配人らしき男性が出てきて客たちに告げる。

「皆みな様さま、本日はギンシェルが用意した、底なしの壺つぼからお飲み物をお配りいたします。壺の前で飲みたいものを注文していただければなんでもお出しできます！　ぜひロビーにて楽しい休きゆう憩けいを！」

　幕まく間あいにまで用意されたイベントに、人々は期待しながら足早にロビーへ出て行く。どうやら大々的に舞台の入れ替かえが行われるらしい。ミリセントもグレンと一いつ緒しよに客席を出た。

　この幕間が、メイン演目である『ファンタスマゴリア』の準備になるのだろう。

「客をわざわざ外へ出すぐらいだ。相当大おお掛がかりなんだろうな」

　舞台そのものよりも、仕し掛かけが気になるらしいグレンは、扉とびらの側に立ち中の気配をうかがっていた。その前を先ほどから係員が往復しては、「心臓の弱い方や、ご婦人がたは気絶されぬようどうぞお気をつけて」と告げて回っている。

　あながちおおげさとも思えない呼びかけに、人々の期待はさらに盛り上がっているようだ。

　前半の舞台を見てもなお仕掛けを気にしているグレンに、ミリセントもつい唇くちびるをとがらせる。

「そんなにムキにならないでもいいじゃない。せっかく観にきたんだから、素す直なおに舞台を楽しめば？」

　ギンシェルの繰り広げるマジックの数々は実際に素す晴ばらしかった。そこにいる誰もが楽しい驚きを感じて、目が離はなせなくなる。

　だがそれだけに、ミリセントは次の演目の薄うす暗ぐらさを感じさせる題材が意外でもあった。

　確かにいまのリュイシャムでは、頻ひん繁ぱんに降こう霊れい会が行われたり、〈大暗室〉のような怪あやしげな結社の存在が注目されている。こうした演目は、衆目を集めるだろう。

「でも、なんかイメージがちぐはぐな気もするのよね」

　冷えたリンゴ水のカップを手に、ミリセントが人ごみを抜ぬけたときだった。

　漆しつ黒こくのマントを揺ゆらし、すっと視界を横切る人ひと影かげに気づく。

　不ふ揃ぞろいの長い巻き毛が、ロビーの明かりに淡あわく輝かがやいている。血の気のない青白い顔がこちらに向けられ、禍まが々まがしい真っ青な瞳ひとみに見つめられた。だが、それもすぐに人ごみにまぎれてしまうとその姿を見失う。ミリセントは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「い……まのって……」

　──ヨナス!?　でも、あいつは死んだはずよ？　前にグレンの撃うった銃じゆう弾だんが当たって……

　ヨナス・ギシェと名乗った男は、以前ミリセントが引き受けた鑑かん定ていの調査で、家具職人の死体が埋うめられた工こう房ぼうにあらわれた。

　ヨナスは死し霊りよう術師であり、〈大暗室〉の一員だと口にしたうえ、ミリセントの母であるトリシアのことも知っているそぶりを見せたのだ。

　そしてグレンの銃弾を受けたヨナスの遺体は、警けい邏らに運ばれ検死を受けるはずだった。

　──グレンは、ヨナスの遺体が消えたっていってたけど。生きてたんだ……

　たしかに以前グレンの報告で、遺体が置かれた警邏の建物の部屋が荒あらされたとも言っていた。てっきり〈大暗室〉の仲間が入り込み、遺体を持ち去ったのだと思っていた。

　ミリセントは、ヨナスが工房の裏に呼び出した、気味の悪い死人の手を覚えていた。

「そうよ、ヨナス本人が死体を操あやつれるんだもの。自分のことだって……」

　青い瞳に宿された狂きよう気きと笑みを思い出すと、背筋が寒くなる。

　ヨナスから感じるのは異質さと恐きよう怖ふばかりだったというのに、ミリセントはついその背中を追ってしまった。

　いつのまにか、人の群れからも離れ、目の前には関係者以外の立ち入りを禁止する鎖くさりとポールが立っている。ミリセントはその奥へ瞳をこらした。

「どうしよう。ここから先って関係者のみよね……」

「そんなところで、なにをしている？」

　突とつ然ぜん背後からかけられた声に振り向くと、舞ぶ台たい衣装なのだろう。

　高たか襟えりの軍服らしき丈たけ長ながのコートをきた少女が立っている。ミリセントより幾いく分ぶん背が低く、面おも立だちからも十四歳ほどに見えた。

　艶つやのある黒くろ髪かみを背に垂らしているものの、その毛先は無造作にハサミで切ったように不揃いだ。

　ミルクのような肌はだと、瞳どう孔こうがはっきりわかるほど、浅い赤の瞳。

　白磁のティーカップに注がれた紅茶を思わせる美び貌ぼうは表情がなく、まるで人形のようだ。

「あの、知ってる人が、ここに入っていった気がして」

「ふぅん？」

　大きな瞳を見開いた少女は、ミリセントの頭からつま先まで眺ながめると顔をのぞきこんでくる。

　──うわ、綺き麗れいな子。ここの団員かしら？　だったら、ヨナスのことを伝えたほうが……

「たいして、どうということもない娘むすめだな」

　無造作に伸のばされた指に、むぎゅっと鼻をつままれミリセントは驚おどろいて身を引いた。

「な、なにするのよ」

　だが少女の失礼な言動に腹を立てる間もなく、手を掴つかまれると中へと連れて行かれる。

「ちょっと、勝手に入っちゃまずくない？」

「もう幕があく。そなたは黙だまってついてこい」

　表情と同じく、無ぶ愛あい想そうかつ妙みような喋しやべり方をする少女は、思わぬ力でミリセントを舞台裏へと連れて行く。その指がひどく冷たいことに胸むな騒さわぎがして、ミリセントは少女の手を振りほどこうと力をこめた。

「あの、放して……私、席に戻もどらないと──」

「手を焼かせるな。お前たち、この者を捕とらえよ」

　命じなれた幼い声に、大道具の陰かげから男たちがあらわれた。舞台衣装にも見える、死神のようなすっぽりと体を包む黒いマントに、白い仮面で顔を隠かくした男たちだ。

「この者で間ま違ちがいない」

　連れて行けといいたげに顎あごをしゃくる少女の視線が、自分の腰こしにある薔ば薇ら封ふうじを見ていることにミリセントも気づいた。

「あなたたち……まさか」

　薔薇封じをかばうようにしてミリセントは後ずさると、身をひるがえして駆かけ出した。

　相手が少女だったために油断した。

　ミリセントは激しく後こう悔かいしつつも、捕つかまればどうなるのかという恐怖もあって闇やみ雲くもに走る。

　だが、舞台裏には木箱やロープ、木材が転がっており、走りにくいことこのうえない。

「きゃっ！」

　思い切り躓つまずいて、なにか硬い板の上に尻しりもちをついたのはわかった。立ち上がろうと、近くの柱にすがった途と端たん「がくん！」と床ゆかが揺れて、カタカタと滑かつ車しやが回るような音がする。

「うわわわ……なに、これ……」

　焦あせってしまいなかなか身を起こせないでいると、ミリセントが乗った板のようなものは、宙へと浮うかぶように昇のぼり始める。人ひとりが乗るのがやっとの小さな板には掴まるところがなく、ミリセントは必死に板にしがみついた。

　どうやら演者が舞台下からステージにあがるための、『セリ出し装置』と呼ばれる機械を動かしてしまったらしい。

　小さな床を滑車で巻き上げる昇しよう降こう装置のおかげで、役者が舞台中央に突然があらわれたりできるのだと、行きの馬車でグレンが話していたような気がする。

　板が大人の背せ丈たけほどの高さになり、降りられなくなったミリセントは、突然体を引っ張られてバランスを失いかけた。追いかけてきた男の一人がスカートの端はしを握にぎっている。

「お、落ちる！　やめて、掴まないでってば」

　男はなんとか手た繰ぐり寄せようというのか、さらにもう片方の手も伸ばしてくる。

「女のスカートを引っ張るなんて、最低だと思いなさいよ！」

　激しい怒いかりがこみ上げ、ミリセントは力いっぱい足をばたつかせると、ブーツの片方に相手のマントがひっかかった。

　今度はミリセントが相手のマントを力いっぱい引くと、仮面がはがれそうになったのか慌あわてた男が暴れだす。互たがいに引っ張りあう形になり、上下に引っ張られるセリが、ガコン！　と鈍にぶく音を鳴らすと滑車がきしみをあげはじめた。

「くっ、放してったら!!」

　ミリセントが思い切り相手のマントを引くと、布が裂さけ大部分をちぎりとってしまった。

　とにかくいまは、男たちから逃にげなければいけない。

　ミリセントは頭上を見上げた。真まっ暗くら闇やみだった頭上に、ほんのりと明かりが差してみえる。

　──でも、この上って舞台なのよね!?　もう次の演目が始まってるのかも。ひょっとして、このままじゃ私……舞台の上にあがっちゃう？　どうしよう……でも、こんな所まで〈大暗室〉の人間が出入りしてるなんて、ギンシェルも〈大暗室〉と関係があるのかもしれないし……

　激しく混乱する間にも、セリはみるみる舞台に近づいていく。

　舞台をだいなしにしてまで助けを求めるべきか、しかしギンシェルが彼らと無関係だとしたら大きな汚お名めいを着せることにもなる。

「まずい……かなりまずいわ……」

　ミリセントが小さくつぶやいたときには、セリはすでに床と同化していた。




　舞台の上はぼんやりと薄うす暗ぐらく、そこには見たこともない風景が広がっている。

　荒れた大地に、崩くずれた外がい壁へきのようなもの、絵を使った背景には古い城が描えがかれているのが見てとれた。

　ミリセントが乗ったセリは、荒こう野やの岩場の陰に隠れるようになっていた。

　しかしすぐに楽団が音楽を奏かなでだし、自分の前方に広がるのが客席だとわかる。どうやらすでに後半の演目『ファンタスマゴリア』が始まっているらしい。

「えー……っと、そうだ。せめてこれを──」

　ミリセントは、ちぎってしまった男のマントをとっさに体に巻きつけ、顔がわからないように隠した。どうやらいまの自分は、舞台中央にいるらしい。このまま舞台のセットに隠れて、端まで逃げきるのが一番いいように思えた。

　岩場の陰から舞台の端に目を凝こらすと、そこにも白い仮面の男の姿があらわれる。ミリセントは慌てて反対側へと体を向けると、身をかがめて逃げ出した。

「もおぉ……舞台の上まで追っかけてこないでよ！」
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　──まったく、どこいったんだあいつは！

　幕まく間あいの休きゆう憩けいが終わり、再入場を知らせるベルが鳴っても、ミリセントは入り口に戻ってこない。グレンは人ごみを必死に見み渡わたしたものの、その姿を見つけられなかった。

　ひょっとして入れ違ちがいになり、先に戻ったのかもしれないと客席へ戻ってみたが、やはりそこにもミリセントの姿はない。

　グレンがもう一度、席を立とうとしたとき、開演のベルが鳴り照明が落ちた。

　静まりかえる場内に、グレンは身動きが取れなくなってしまった。

　遅おくれて戻ってくるとすれば係員の案内があるだろうと、グレンも仕方なしに椅い子すに座る。

　照明がすべて落とされた漆しつ黒こくの舞台に、ひとすじのピンライトが落とされた。

　そこに立つのは、カラスのような黒いマントを羽織った紳しん士し。

　その顔の半分を隠すのは、先の曲がったくちばしを持つ鳥の仮面だ。

　死音鳥ノークバードと呼ばれる鳥は架か空くうのものだが、墓場にあらわれ亡なくなった人の思いや秘密を告げるとして知られている。

　やがて、舞台全体を包むような、カチ　カチ　と規則正しい音が大きくなった。

　男が黒いマントを翼つばさのようにはねあげると、その背後に支柱ほどもある巨きよ大だいな振ふり子こがあらわれた。観客が息を吞のんだ一いつ瞬しゆんに、男は朗々と告げる。

「これなるは逆さの振り子。あなたがたが訪おとずれるのは、はるかな伝説となった、聖なる地に捧ささげられし王の物語……」

　男が言葉を切ると、その体は再びマントをひるがえし闇やみに沈しずむ。

　すると、舞台にひと筋の光が走り、鮮あざやかなマリのような物体がぽーんと跳はねた。

　目にうるさい幾き何か学がく模様がプリントされた毒々しい色のそれは、手が生え足が伸び、たちまち小さな道どう化けになる。

　舞ぶ台たいが暗いと言いたげに見回した道化は、おどけたしぐさでマッチを擦こすったが、明かりが灯ともるようすはない。道化はとうとうマッチを全部握り締しめると、箱にぎゅっと押し付けた。

　途端に、舞台の背後でいっせいに炎ほのおがあがる。

　人々が「おぉぉ」とため息とも歓かん声せいともつかぬ声を漏もらすと、荒こう涼りようとした野原に見立てた舞台に、崩れかけた外壁や岩が転がる風景が広がっている。さらに遠めには、宮きゆう殿でんらしき建物が描かれており、そこが戦場らしいことを匂におわせていた。

　そのとき、燃え上がる炎の明かりのなか、外壁の一角に動く影をグレンは見つけた。

　布の固まりに見えたその影が動くと、見慣れた色のなにかがこぼれた。それが髪かみの色であると気づき、グレンはさらに目を凝らす。

　──まさか、ミリセント!?　でも……どうして舞台の上に？

　どうやらミリセントは、岩に隠れるようにして動いているようだ。そしてその背後には、同じように黒い装束をまとった人ひと影かげが見える。

「いったい、どうなってる？」

　状じよう況きようがわからずに、苛いら立だったグレンが席を立とうとした瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん馬のいななきが響ひびき、甲かつ冑ちゆうをまとった騎き士しが舞台に走りこんできた。

　どうやら、本格的に演目が始まってしまったらしい。

　舞台の上では、その騎士を追ってきたのか、黒い装束の一団が駆かけあらわれる。

　追っ手らしき男たちは長なが柄えの鎌かまを持ち、青と金に塗ぬられた仮面は死神をあらわしているようだ。仮面の男たちは鎌を振り上げると、いっせいに騎士に襲おそいかかる。

　騎士も馬を降りて応戦したが、死神の鎌を剣けんで受け止め切り返しても、刃やいばは敵の体をすりぬけてしまう。死神たちは幽ゆう鬼きのように身をひるがえし、炎の照らす舞台を自在に飛び回る。

「ここは聖なる王のおわす都。悪あしき者ども、立ち去れい！」

　騎士がそう叫さけび剣を構えると、稲いな光びかりが走り、ドォンと胃を震ふるわせる大音おん響きようが鳴った。

　客席からあがった小さな悲鳴で我に返り、グレンは再び舞台の上にミリセントらしき影かげを捜さがした。

　──いた。ん、反対からも黒い影が……あれは……

　舞台の右側へと移動していたはずのミリセントは、そちらにも人影があらわれたのを見て、もときた方へ戻もどり始めた。

　観客たちは騎士と死神の攻こう防ぼうに見入ってしまい、その背後の異変には気づいていないらしい。

　グレンが立ち上がるのと同時に、舞台の上からふっとミリセントの姿が消えた。

「………………ミリセントっ!?　ったく、どういう状況なんだ……っと、すみません。失礼レディ、前を通ります」

　事情はわからないが、まずい状況なのは確かだ。あれだけ急に姿を消したとあっては、舞台にある装置の穴に落ちた可能性もある。

　グレンは咎とがめる人目も気にせず、暗がりの通路を走ると係員を押しのけて客席を出た。

　──いったい、なにに巻き込まれてるんだ!?

　後を追ってくる係員の制止も聞かず、グレンは舞台裏へと走った。

[image: ]

「い、痛たた……。腰こし打っちゃった……」

　ミリセントは体を丸めて痛みを逃のがすと、涙なみだ目のまま硬かたい布の上で体を起こした。

　舞台の上をなんとか横切り、やっと逃げられると思ったのに、そちらにも追っ手の男があらわれたのだ。

　結局挟はさみ撃うちにされてしまい、元の場所へ戻ろうとしたそのとき、突然足元の床ゆかがなくなり、気づけばこの穴に落ちていた。

　先ほど舞台にあがってきたセリとは別に、装置があったらしい。そこはもとから落下用だったのか、穴の下に体を受け止めるためのマットが置かれていたのが幸いだった。

　ミリセントはマットから転がるようにして降りると、すぐさま暗がりへ逃げこむ。

　追いかけてくる男たちはあれだけしつこいのだ。これで諦あきらめるとは思えない。

　思ったとおり、つづいて人が飛び降りる気配があった。

　ミリセントは手近な箱の陰かげに身を潜ひそめてそれをやり過ごすと、方向もわからぬままとにかく走った。

　──出口は……？　どっちから入ってきたのよ!?

　舞台の下は思った以上に入り組んでいて、迷めい路ろのようだ。舞台用の道具や箱の陰に身をひそめながら、ミリセントは逃にげつづけた。

　頭上の舞台では、華はな々ばなしく演奏される音楽に混じって、なにやらどよめく声があがっている。

「こっちだ！　いたぞ」

　左手で男の声が聞こえると、足音が響き、たちまちミリセントは左右を挟まれてしまった。

　背後を大道具の大きな箱にふさがれ、前方には先ほど男たちに命じていた風変わりな衣装の少女があらわれる。

　逃げ場を失したミリセントは、とっさに腰にある薔ば薇ら封ふうじをぎゅっと握にぎり締しめた。

「娘むすめ、これ以上は無む駄だなことだ。観念せい、無駄手間は嫌きらいだ」

　少女は淡たん々たんと口にするが、その表情にはただ苛いら立だちと不ふ機き嫌げんさがあった。

　赤い瞳ひとみがミリセントの握る薔薇封じに向けられると、憎にくしみを浮うかべて歪ゆがむ。

「そなたら一族が犯おかした罪は、決して許されぬ。汚けがらわしい頸くび木きなぞ、すぐに打ち壊こわしてくれようぞ」

　──この子、いったいなんの話をしてるの？　でも、やっぱり薔薇封じを狙ねらってるんだわ。

　ミリセントを捕とらえようと伸のばされた男の手の甲こうに、独特の形をした黒十字を見つける。

「やっぱり、あなたたち〈大暗室〉の人間なのね」

　ミリセントは勢いよくマントを脱ぬいで振り回すと、右側の男の仮面をめがけて投げつけた。

　思い切りその足を踏ふみつけ、肩かたをぶつけて脇わきをすり抜ぬける。

　走りだすと、胸むなもとにあるペンダントが弾はじけたように揺ゆれるのを感じた。驚おどろいて足を止めると、背後から聞きなれた声があがった。

「ミリセント様！」

　かつん、と硬い靴くつ音おとが響くと、そこにはアンセルの姿があった。

「アル!?　ペンダントから出てきたの？」

　アンセルは駆け寄ろうとするミリセントを手で制止すると、暗がりから舞台用らしき模造の剣を手に提さげて戻ってくる。

「それを使うの？　でも、相手はふたりいるし……」

　だが背後に迫せまった男たちを相手に、アンセルはしなやかに身を低くすると、その足元をなぎ払はらう。

「さぁ、こちらへ！」

　あまりに鮮やかな手つきと、剣を握るのに慣れた身のこなしにあっけにとられ、手を引かれるままミリセントも走りだす。

「いいですか、私の側そばを離はなれないでください」

　意外にもアンセルの声はひどく落ち着いていた。

　やがて、追っ手の迫る気配にアンセルは足を止めると、ミリセントを背にかばったまま、すっと体を引き、しなやかに剣を突つき出す。

　男たちは娘ひとりぐらい取り押さえられると思ったのか、武器は手にしていないようだ。

　相手はふたりだというのに、アンセルは一向にひるむようすもなく、次々と剣を繰くり出していく。はじめて見る、アンセルの厳しい横顔にミリセントは戸と惑まどっていた。

　いつもは優ゆう雅がなものごしで、茶器や銀器を扱あつかっている彼が、剣を使えるなど思ってもみなかったのだ。

　アンセルは剣の柄つかで相手の腹部を強打して足元をふらつかせると、残るひとりの仮面の上を剣で打つ。あまりにすばやい攻こう撃げきに、男たちは低く呻うめいて距きよ離りをとった。

　その背後で慌あわただしい靴音がしたかと思うと、グレンの声が聞こえた。

「ミリセント！　無事か？」

「なに者だ、ここでなにをしている!!」

　見るとグレンの後ろには、黒い衣装を身に着けたギンシェルの姿もある。

　男たちも不利を悟さとったのだろう、グレンたちに体当たりするようにして走りでていく。グレンはすぐさま後を追ったようだが、早々に引き返してきた。

「ダメだ、観客にまぎれて追えない」

「観客って、まだ舞ぶ台たいは終わってないんでしょう？……それにどうしてギンシェルがここにいるの？」

　まだ恐きよう怖ふのおさまりきらないミリセントは、アンセルの手を握ったまま問いかけた。

　舞台衣装のままのギンシェルは、深刻な顔で告げる。

「もちろん、舞台はまだ終わってない。君が舞台に紛まぎれこんだのも驚いたが、いまはそれどころじゃない。演技をしていた騎き士しが、錯さく乱らんして暴れだして剣を持ったまま客席に乱入した。それに馬まで暴れだしてしまって……いまやっと取り押さえたところだ。そこへこの彼が、舞台下へ連れていけと駆けこんできてね」

　言われてみると、人の怒ど鳴なり声やざわめきがここまで聞こえてくる。舞台は頓とん挫ざしたまま、災難に巻き込まれた観客たちが詰つめかけているのだろう。

「君がいる店に依い頼らいしたかったのはこのことなんだ。やはりこの舞台は幽ゆう霊れいに呪のろわれている。頼たのむミス・ファネル、どうか私の依頼を受けて欲しい」

「だって幽霊が出るって、そういう演目なんでしょう？」

「そうじゃない、いるはずのない幽霊が出てくるんだ。上演中もそれ以外の時にも、このホールには幽霊がでるといって、役者たちも怖こわがってた」

　しかし詳くわしく話を聞こうにも、ギンシェルにはゆっくりしている時間はなさそうだ。

「すまないが、私はもう戻らないと。いまごろ支配人が、少ない髪かみをかきむしってるだろうからな」

「待って！　ひとつだけ聞きたいの」

　ギンシェルのマントを掴つかんで引き止めると、ミリセントは率そつ直ちよくに尋たずねた。

「ギンシェル、あなたは〈大暗室〉と関係があるの？　まさか、さっきの男たちも……」

　その言葉に、ミリセントを追い回していた男たちの正体をグレンも察したらしい。

「ここから無事出て行けるかどうかは、それに答えてからだ」

　逃さないとでもいうように、グレンは険しい顔でギンシェルの前に立ちはだかった。

「ミス・ファネル。それはとんでもない誤解だ。もちろん〈大暗室〉の名前は、私だって知っている。でも貴方あなたに依頼をお願いしたい私が、こんなことをする理由はない」

　疑われるのは心外だと訴うつたえるギンシェルに、アンセルは冷ややかに言い放つ。

「口ではなんとでもいえましょう。あなたは人を騙だますのが仕事だそうですので」

　ギンシェルをにらみつけたまま、アンセルは剣けんの切っ先を向ける。だが、ギンシェルはその模造の刃やいばに触ふれると、その半分を金の輝かがやきに変えてみせた。

「そう。騙して楽しませるのが私の仕事だ。人を傷つけるようなことはしない。とにかくいまは、私の舞台にきてくれた人々にお詫わびをしなければならない。また後日、相談にうかがわせてもらいたいんだが？」

　確かにこれだけ名の知られた彼が、一座を率いて簡単に逃げられるものではない。

　なにより、今後もその名を掲かかげて舞台に立つのならば、この混乱を収めるのが優先だ。

「わかったわ。じゃあ、『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』はご存じよね？　そこへきてもらえば──」

　そう言いかけて、大道具の置かれた一画に目をやったミリセントは、吸い寄せられるようにその場に近づいた。

「ミリセント様？」

　アンセルが呼び止めるが、ミリセントはさらにその奥に置かれたランプや、舞台道具らしい椅い子すに近づいて目を凝こらす。

「これ……ちょっと、グレン来て！」

　これまでになく緊きん迫ぱくした声をあげるミリセントに、グレンとアンセルが駆かけ寄る。

「これは──」

　グレンは道具の一群を見回すと、置かれている壺つぼのひとつを手に取り、出口に近い明るい場所へと移動した。

「間ま違ちがいなさそうだな。この孔く雀じやく模様の壺はヴェルガの作だ」

「それにこの椅子……最近見たばかりよ。ねぇ、グレンこれって……」

　ふたりはすぐにギンシェルに向き直ると、それぞれに「お前！」「泥どろ棒ぼう!?」と口にした。

　今度はさすがにギンシェルも、知らぬ顔はできなかったらしい。

　深刻そうだった顔を一変させると、妙みようにさわやかな笑えみを浮かべてみせる。

「なるほど、確かに鑑かん定てい士を名乗るだけはある。だがまぁ、ビジネスとは手広くやるものだ。そんなに怖い顔をするもんじゃない。そう、とりあえず約束した日に、改めて話そうか。ここにあるものはほら、見たままの、タネも仕し掛かけもないものだがね」

　とくに悪びれたようすもないギンシェルは、鮮あざやかな手つきでカードを生き物のように扱うと、道を空けさせるようにグレンに向かってカードを飛ばした。

「では後日、店にお邪じや魔まさせてもらうよ」
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　結局ミリセントもグレンも、その場ではギンシェルを解放せざるをえなかった。

　舞台の突とつ然ぜんの中止に、抗こう議ぎする観客の騒さわぎが大きくなりすぎたため、一座の責任者であるギンシェルが出て行かないわけにはいかなかったのだ。

　彼の言い分すべてを信用することはできなかったが、ギンシェルがミリセントに招待状を渡したのが、本当に依頼のためだけだったとすれば、〈大暗室〉とはまた別の問題なのだろう。




　そして騒ぎから二日後、ギンシェルから連れん絡らくがあり『珍奇迷宮』の二階では、グレンがカーテンを半分だけ開けた窓辺で、不ふ機き嫌げんそうに新聞を眺ながめている。

　店の主あるじであるディンセル侯こう爵しやくが、旅で手にしたお宝にかかりきりであるのを幸いに、ミリセントはグレンの講義を受けるという名目で、店の使用許可をもらっていた。

　グレンと会うのも、騒ぎのあと侯爵家まで送り届けてもらって以来だ。

　そしてあの騒ぎがあってから、アンセルは安全な場所へ身を移すべきだといって譲ゆずらず、説得するのは大変だった。

　今日もアンセルはペンダントから出てくると、お茶を入れたり新聞を運んだりとそばを離れない。だがそれも、ミリセントを心配してのことだろう。

「あのグレン、こないだは送ってくれてありがとう」

「その後は、とくに危険はなかったんだな？」

「うん、それは大だい丈じよう夫ぶ。店への移動も馬車を使うようにしたから。でもほんとにあの日、ロビーでヨナスを見たと思ったの」

　ホールからの帰りの馬車で、ミリセントはヨナスを見かけたことや、知らない少女のことを話していた。

「それに、追いかけてきた男の人の手に、〈大暗室〉の黒い十字の記号があったの。彼らが結社と関係してるのは間違いないわ。たぶん、これを狙ねらってるのよ……」

　ミリセントは自分の腰こしにある薔ば薇ら封ふうじに触れると、その飾り鎖シヤトレーヌと屋や敷しきの不思議な関係をグレンにも話して聞かせた。

　興味深そうに耳を傾けていたグレンは、納得したようにうなずく。

「そうだな。ヨナスが死し霊りよう術師だと思えば、あいつが生きてる可能性は十分ある。それに、屋敷の話が本当なら、〈大暗室〉が関心を持つのはわかる気がするな。もし狙いがその鎖なら、ギンシェルが結社と関かかわっていて、君を誘さそいだすために招待状を渡したとも考えられる」

　グレンはじつに不ふ愉ゆ快かいそうに、テーブルへと戻ってくると、その上に新聞を広げた。

　そこには『稀き代たいの魔ま術じゆつ師しにホールは大混乱』『呪のろわれた舞台ファンタスマゴリア』と銘めい打うった記事が大きく紙面を飾っている。

　結局舞台で役者たちが起こした騒そう動どうも、すべては一座の側に問題があったとして報じられていた。

　ホールに居合わせた客たちも記者に好き勝手に話したらしく、「死神に手を握にぎられた」だの「連れが見知らぬ老ろう婆ばに変わっていた」などなど、いかにも気味の悪い話ばかりがつづられている。

「俺にいわせると、この手の舞台にあれだけ人が集まるってのも妙な話だ。実際に〈大暗室〉だの、死体売買だの物ぶつ騒そうな事件には事欠かないってのに、チケットを買ってまであんなものを見たがるなんてな……」

「でも、前半の演目は、綺き麗れいですごかったでしょ。グレンも口あけてたじゃない」

　ミリセントが指し摘てきすると、グレンはごほんと喉のどをならした。

「それに、ギンシェルって言動は怪あやしいんだけど、薔薇封じを狙ったのならアンジェリカ様のパーティの時になにかできたと思うの。あのときは、私も警けい戒かいがまだ甘かったし、マジシャンなんだもの、気づかない間に盗とられたりすり替かえられたりしてたかも」

「でもギンシェルが、盗とう品ひんを所持していたのは事実だろう」

「それはそうなんだけど……だからこそ今日は話をしなくちゃ。ちょっとした考えもあるから、まかせといて！」

　ぎゅっと拳こぶしを握ったミリセントに、グレンは少し不安そうな顔つきになったが、ティーカップを手にするとアンセルへ視線を向けた。

「そういえば、アンセルを連れてきてるとは知らなかったな。あのとき、どうやって舞台裏に駆けつけたんだ？」

　首をかしげるグレンに、ミリセントはいよいよペンダントのことを説明しなくてはならないと覚かく悟ごした。

「あの、隠かくしてたわけじゃないんだけど。じつはこのペンダントが──」

　母親が自分に残したらしいペンダントには、アスワドという幽ゆう霊れいがいることをはじめ、これまで鑑定に使ってきた力についても、ひととおり説明をする。

　しかし案の定、グレンの表情は嫌きらいな虫でも見つけたかのように苦々しくなっていった。

「わかってるわよ。こういうの信じられないっていうんでしょ」

　いい加減、意地を張りすぎじゃないのかとミリセントが呆あきれると、ミリセントの仕事用ファイルを整理していたアンセルが冷たくグレンを一いち瞥べつした。

「そんな石頭は放っておけばよろしいんです。私がどこにいようと、マクミラン様には関係ないことですから」

「関係なくもないだろう。実際妙な奴やつらがミリセントを狙ってるなら、大事なことだ」

　だが、グレンの言葉に取り合うこともなくアンセルがそっぽを向くと、店の扉とびらを叩たたく気配があった。

　アンセルの案内で、部屋にあらわれたギンシェルは、芝しば居いがかった所作でマントをひらめかせて礼をとる。

「やぁ！　淑しゆく女じよ紳しん士しのおふたかた」

　ギンシェルのマントが揺ゆれるのにあわせて、そこらじゅうに花びらが撒まき散らされる。

「あのー、いちいち派手に登場しないでくれるとありがたいんだけど」

　掃そう除じするほうの身にもなってくれと、ミリセントが顔をしかめると、アンセルが黙だまって箒ほうきを取りにいく。

「とにかく、今日は話を聞かせてもらおう」

　ギンシェルを迎むかえいれると、グレンは部屋の扉をがっちりと閉めた。

　ミリセントとグレンが並んで座り、それと向き合うようにギンシェルは腰こし掛かけるとその表情もやや改まったものになる。

「それで？　まず、君たちが聞きたいことから答えようか。それとも私の依い頼らいの話を先に？」

　こんなときでも、落ち着いたギンシェルの口調は、どこか詐さ欺ぎ師しめいたなめらかさだ。

　ごまかされまいと、ミリセントはギンシェルをじっと見つめた。

「あの日、私を舞ぶ台たい裏で襲おそった男たちは〈大暗室〉の人間だったわ。私たち前にもちょっと〈大暗室〉と問題があったばかりなの。そこへ今回あなたから招待状をもらったでしょう？　疑われても仕方がない状況なのよ」

「それについては、いったとおりだ。私自身は〈大暗室〉の一員ではないし、身に覚えがないことだ。ただ、招待した舞台で危険な目にあわせてしまったことは、心からお詫わびする」

　まっすぐに向けられた瞳ひとみは、燻いぶる炭の熾おき火びのような色で、真しん摯しでありながら、探さぐるような色がある。見み透すかすような瞳に、ミリセントは逆に居い心ごこ地ちが悪くなり目をそらした。

「ほんとなのね。でも、私があなたの舞台を観みに行くことを彼らは知ってた。そのことを誰だれかに話したりした？」

「特に話した覚えはないが……マーブルホールで起きる異常について、『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』に依頼することは、一座のマネージャーが知っているはずだ。チケットの手配も彼が行っているな。だがそれをいえば、あの夜パーティで私が君に封ふう書しよを渡していたところを見ていた者だっているだろう？」

「……そうかもしれないわね」

〈大暗室〉とギンシェルは、どうやら本当に関わりはなさそうだ。

　すると今度は、グレンが威い圧あつ的な口調で告げる。

「じゃあ、次は盗品の数々について話してもらおうか。このことは、知らなかったはずはないな？　あれだけの品が舞台裏にあったんだ。しかも明らかに舞台道具とは分けてあったな」

　グレンの低い声は、事と次し第だいによっては警けい邏らに通報するつもりだと脅おどしている。

「そのことについては……正直にいおう。私のように大舞台をこなして他国を渡り歩あるくマジシャンには、たいてい後こう援えん者がいるものだ」

　グレンがうなずくのを見て、ミリセントもそういうものかと納なつ得とくする。

「私の後援者は、各国に数多くいる。美しいご婦人がたを始め、巡じゆん業ぎようや舞台に関してはリンウッドテラス卿きようがもっとも有力な支し援えん者ともいえる。直接本人に会ったことはないが、莫ばく大だいな資金と人脈を持っている」

　ギンシェルはそこで言葉を切ると、赤茶の瞳をきらめかせた。

「まぁ、早い話。一座が大道具に見立てて運んでいるのが、その有力な支援者に関わる密輸品だ。入手経路だの、どこへ運ばれるのかについては私は知らない。荷物に関しては、一座のマネージャーが仕切っているからな」

　物品の運うん搬ぱんを役目にしても、その事情にまでは立ち入らないのが自己保身だと言いたいのか、ギンシェルに悪びれたところはない。

「じゃあ、そのリンウッドテラス卿が、密輸を仕切っているんだな？」

「さぁ？　それも確かじゃないな。卿もそれを理由に私に出資しているのか、もしくは密輸については、同じく卿の恩おん恵けいを受けている別の誰かがいるのかもしれない」

　さらりと他人事のように言ってのけるが、実際ギンシェルの関わっている犯罪は、いくつもの国に関わる重大なものだ。

「なるほど、旅芸人といえば国を渡わたり歩いてる。あれだけの荷物を運んでいても、大道具だといえば役人の目も甘くなる」

　うまい隠れ蓑みのだと納得しているグレンの隣となりで、ミリセントはギンシェルをじっと見つめた。

　──どうしてかな。この人、印象がちぐはぐなのよね。パーティでも女の人好きみたいに振ふる舞まってたけど、目は本気じゃなかった。あれだけマジックができて、マジシャンのプライドも高そうなのに、一座は犯罪に関わってる……そのことを隠しもしないし、どうでもいいみたいに話してるのが……なんかこうわからないのよね。

　はじめてギンシェルを見た人は、彼を情熱的なマジシャンだと感じるだろう。だがステージを降りた彼の赤茶の瞳は、ひどく冷めた色をしていると気づくはずだ。

「じゃあ聞かせて。この店に依頼したかった、マーブルホールでの異常ってなに？」

　ギンシェルは少しだけ気難しげに眉まゆを寄せると、吐はき出すように口にした。

「私だって信じてるわけじゃないが、幽霊だ。一座がリュイシャムへきて『ファンタスマゴリア』を上演するようになってから、団員の誰もが頻ひん繁ぱんに幽霊を見ている。もちろん、仕し掛かけの幽霊ではない、別のなにかが舞台にも舞台裏にもあらわれてる」

　ギンシェルの大おお真ま面じ目めな口調に、ミリセントは困ったなと思いつつ口をひらいた。

「あの……どんな話を聞いたのか知らないけど、私がしてるのは美術品の鑑かん定ていであって、幽霊退治だとか霊れい媒ばいみたいなことじゃないのよ」

　そんなミリセントの言葉に重なるように、掃除を終えたアンセルが戻もどってきた。

　それを見たグレンが「幽霊の執しつ事じつきだけどな」とささやいたのを、ミリセントは肘ひじでこづく。

　ギンシェルはおかしいなと言いたげに口をひらいた。

「いや、私が聞いた話じゃ、『王子を悩なやませた女の幽霊を鏡から追い出した』、変わり者の鑑かん定てい士しがいる店だという噂うわさだったんだが？」

「ちーがーいーまーす！　変わってるのは鑑定士のことじゃなくって、変わった品も見られるって意味よ。なんかどうも、噂がおかしな方向にいってない？」

　女性鑑定士として噂があった頃ころにも、色々な憶おく測そくをされていたが、いまやさらにうさんくさい話になっている。だが、はからずもやっかいな品を手がけたことを白状してしまい、ミリセントは怒いかりの吐と息いきをついた。

　すると隣に立つグレンが、腕うで組ぐみをしたままギンシェルに問いかける。

「まずはあの舞台の、どこまでが仕掛けだったのかを教えてもらおうか」

「ほほぅ、目め利ききのマクミラン様でもわからないことがおありとはね」

　長いまつげの流し目をくれたギンシェルに、グレンは靴くつを踏ふみ鳴らして前にでた。

「私は美術商だ。ペテンの手口などしらん」

　ギンシェルは「商売上の機密なんだがねぇ」ともったいぶったものの、『ファンタスマゴリア』の幽霊たちについて話しはじめた。

「あのマーブルホールでは、二階席より上にしか観客は入れてない。隠かくれた一階部分は舞台裏と繋つながっていて、そこに幽霊用の特別な舞台があるんだ。私たちはそこをオーブンと呼んでいる。観客が見ている舞台とオーブンの間には、巨きよ大だいな硝がら子すが立てられている。オーブンで演技する役者に左右から補助照明を当てると、その姿が硝子に映りこむんだ」

「そうか、そういう仕掛けか……」

　合が点てんがいったようすのグレンに、ミリセントは首をひねった。

「つまり、硝子に映った像が幽霊だってこと？」

「いや。正確には映るのが鏡でなく硝子だから、その像は硝子の向こう側。つまり君も立っていた舞台に、その像が半はん透とう明めいに映し出される。照明の絞しぼりかたで像の透すけ具合も調整可能だからね。実体がなくても、まるで役者と演技をするような臨場感がでてただろう？」

　ギンシェルの言葉に、舞台にいた演者のほとんどが仕掛けによる幻げん影えいなのだと知らされ、ミリセントも驚おどろいた。

「なんか、思ったより理り屈くつの通った仕掛けなのね」

「我々は夢を見せるが、魔ま術じゆつを使うわけじゃない。それに『ファンタスマゴリア』の脚きやく本ほんは、リュイシャムの劇作家によるものだ。始祖ユスカリスにまつわる悲劇と、王権交代の過去からひらめいた作らしいがね」

　歴史的背景をちらつかせるギンシェルに、グレンは皮肉げに笑えみを浮うかべた。

「ふぅん。だがな、いくら歴史背景をちらつかせても、結局は趣しゆ味みの悪い死人劇だ」

「無ぶ粋すいな男だな。私の芸術的舞台をそんなふうに」

「死人の……そういや……」

　なにか思い当たったようすのグレンは、いきなりうつむくとひとりでぶつぶつとつぶやきだした。険悪な会話が途切れたのを幸いに、ミリセントはギンシェルに尋たずねた。

「その説明だと、オーブンにいるはずの幽ゆう霊れいとは別に、本物の幽霊が舞台に交じったりするのね。で、あなたはなにを見たの？」

「いや……私は見てないんだ。だからこの話も最初はまともに聞いちゃいなかった。だがこのところ、団員に抜ぬける者まででてきてね。はじめは舞台裏で物がなくなったり、いつの間にか小道具が移動していたりなんてよくある話だった。でも公演が始まると、ひどくなって……赤毛の女が城のセットに立っていたり、壺つぼのなかの水が真っ赤に染まっていたり。あげく、今回みたいに出演者が錯さく乱らんするとなると、このままじゃ公演も危あやうい」

　ギンシェルのいうとおりだとすれば、ホールそのものになにかあるか、そこにいる人間に原因があるのだろう。

「それじゃ、あなたが個人的に恨うらまれたり、呪のろわれたり、嫌いやがらせをされたりする覚えは？」

　ミリセントの質問に、ギンシェルはしばらく視線を天てん井じように向けたあと、首を斜めに倒たおして「どうだろうね？」とほほ笑んでみせる。

　これではあてにならないと、ミリセントは質問を変えた。

「だったら舞ぶ台たい道具もふくめて、このリュイシャムに来てから手に入れたものは？　個人的な物とか密輸品でもいいわ」

「この国へきてからっていうと……そうだな。舞台裏にある荷物は、全部外から持ちこんだものだ。それ以外で、リュイシャムへ来てから手にしたもの……さて」

　ギンシェルは指折り数えながら、のんきにまぶたを開けたり閉じたりしていたが、それが二往復を超こえたところで「贈おくり物となると、多すぎてわからないな」と片目をつぶってみせる。

　国境を越こえて名声を得たマジシャン。しかもすこぶる容姿に華はなのあるギンシェルのことだ。

　後援者のみならず、彼の舞台を愛する老ろう若にやく男なん女によから、日々贈り物や花が届けられるらしい。

「さっきもいったけど、私にできるのはあくまで鑑定なの。だから、もし建物にいわくがあったりする幽霊の相談をされても、調べられないわ」

　その言葉にうなずくと、ギンシェルは懐ふところから短いステッキを出したり消したりしはじめた。

「べつに、君に幽霊退治を依い頼らいしたいわけじゃない。マジシャンの大半がそうなんだが、私もあまり不可思議なものは信用していないんだ。だから呼ばれたパーティで、『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』の噂を聞いたときにも、うさんくさいと思ったんだが……」

　ミリセントは、隣でぶつぶつ言っているグレンをちらりと見た。

　──なによ、この人までグレンみたいなこといいだして。私だって別に怪あやしいものが好きなわけじゃないんだってば。

「そうだ、クレメンス・ロスコの『百頭の王』シリーズだ」

　突とつ然ぜん声をあげたグレンに、ミリセントは首をかしげる。

「どうしたの？」

「いや、『ファンタスマゴリア』の舞台を観みているときから気になってたんだが、ロスコの絵を思い出したんだ。ロスコはリュイシャムの歴史、それも始祖ユスカリスに傾けい倒とうしていた人物で──」

「ちょっとまって！　グレン、説明はそこまで」

　どうやら舞台の内容に関かかわる絵画が存在しているらしい。

　だが、ここでギンシェルに手の内をすべて明かしてしまうわけにはいかないのだ。

「ねぇ、ギンシェル。依頼をしたいっていうなら、先に報ほう酬しゆうを決めてしまわない？」

　ミリセントの言葉に、ギンシェルももちろんだと身を乗り出す。

「かまわないとも。私だってタダで調査を持ちこむつもりはない。私になにを望むんだい？」

　ギンシェルは艶つやめいた瞳ひとみでミリセントを見つめ、謎なぞかけのように笑みを浮かべる。

　だが、ミリセントは甘やかな空気をぴしゃりと破った。

「舞台裏にあった椅い子すを、こちらに譲ゆずって」

「……なぁんだ。そんな話なのか？　もっと私に無む茶ちやをいってくれると思ったのに。流れ星が欲しいとか、花畑の上を飛んでちょうだいとか」

「…………悪いけど、そういう趣味はないわ」

「あれは私の物ではないからね。リンウッドテラス卿きように、かけあうことになる」

「それともうひとつあるの。この件が解決したら、後こう援えん者とは手を切って」

　これだけは譲れないとミリセントが強い口調で告げると、ギンシェルはおやおやと眉まゆをあげてみせた。

「お嬢じようさん、私だって仕事をなくしちゃ食べていけない。マジックは魔ま法ほうに見えるだろうが、舞台は商売だ。貴族の君にそれがわかるかい？」

　表情はにこやかだがどこか芯しんの冷たい口調に、ミリセントはギンシェルの本ほん性しようを見た気がした。

　──なんか……私、ギンシェルに嫌きらわれてる気がするのよね。この人ほんとは貴族が嫌いみたいだし。私だってずっと貴族として生きてきたわけじゃないけど、説明するのも大変だし……

　ミリセントが誤解を解くべきか迷っていると、グレンが厳しい声をあげた。

「お前の生活まで心配してやる義理はないな。どちらにせよ、このままにする気なら、不正取引について、しかるべきところへ進言することもできる」

「なるほど、よほどあの椅子にご執しゆう心しんらしい。まぁ、いまのところは舞台の異常を解決しないと、この先にある王室関係者の観劇に差し障さわる。そちらを優先といこう」

　その言葉にグレンの顔色が変わった。

「王室の観劇予定がある？　本当なのか」

「嘘うそをついてどうなる。それだけ私の舞台がこのリュイシャムで話題を呼んだってことだ。王室に足を運ばせたとなれば、公演後に新聞各紙をにぎわせて、さらに大きな足がかりができる」

　自じ慢まんげに顎あごをそらすギンシェルに、グレンは複雑そうに眉をひそめた。

「とにかく今回の件を解決してくれれば、椅子のことは後援者にかけあってもいい」

　ギンシェルの言葉にミリセントはうなずいたが、グレンは咎とがめるような声をあげた。

「お前も、密輸組織と手を切ると約束しろ……」

「グレン、ちょっと……！」

　なおも詰つめ寄ろうとするグレンの腕うでを、ミリセントは引いた。

「いまはこれで決めたほうがいいわ。私たちがちゃんと答えを用意できれば、交こう渉しようの余地もあるもの。それに、アンジェリカ様のお店の問題を解決するのが先よ」

　意外に駆かけ引きを心得ているミリセントに、グレンは軽く目をみはる。

「それもひとつの案だが……君はアンジェリカに肩かた入いれしすぎじゃないか？」

「かもしれないけど、いいでしょ？」

　にっこり笑ったミリセントに、グレンは諦あきらめのため息をつく。

　ふたりのひそひそ話のとなりで、ステッキを弄もてあそんでいたギンシェルが「あぁ、そういえば」と切り出した。

「このステッキはリュイシャムに来て届けられたんだが、少々変わった贈り物だった。特注品みたいだが、贈り主の名前がわからない」

「どうやって受け取ったの？」

「いまみたいに興行が始まると、手紙やら花やらホールに届けられる。それを一座の世話係がまとめて運んでくるんだ。たいていはカードや刺し繍しゆう入りのハンカチとか、送り主をほのめかすものが添そえられているんだが、これにはなにもついてなかったらしい。見事な品で気に入ったんだが、謎めいてるだけにかえって印象に残る」

　ギンシェルが差し出したステッキは、象ぞう牙げを蔓つるかごのように彫ほった握にぎりの部分に、柘ざく榴ろ石いしを硝がら子すで包んだ飾かざり玉だまがはめこまれていた。

「ほんと、すごく手のこんだものね。この飾り玉って、フィリグラーナの工こう房ぼうから認にん可かを受けた店でしか取り扱あつかえないはずだけど……」

　のぞきこんだグレンも隣となりでうなずく。

「たしかにいい見立てだな。その品なら、店もある程度特定できるかもしれない」

　結局、ミリセントがステッキに関わる店を当たることになり、グレンがクレメンス・ロスコの絵を調べることになった。
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　ギンシェルとグレンが店を出て行くと、それまで黙だまっていたアンセルが、控ひかえめに忠告をくれた。

「ミリセント様、あまり怪しい連中には関わらないほうがよろしいのでは？　また〈大暗室〉の手の者が狙ねらってくるかもしれません」

　ミリセントは、いまも腰こしにある薔ば薇ら封ふうじを見た。

「でも……ちょっと妙みようなのよね。〈大暗室〉の狙いがこれだとしたら、それこそ私を殺して持ち去ることもできたわけでしょう。あんなふうに攫さらおうとするってことは、狙いはこれそのものじゃないのかも」

　物ぶつ騒そうなことを口にする主あるじに、アンセルは少しだけ不ふ機き嫌げんそうに目を伏ふせた。

「そういう問題ではございません。ミリセント様もファネル家の当主として、〈大暗室〉には気をつけていただきませんと」

「でも……！」

　ミリセントは言葉を切ると、思わず声を荒あらげた。

「〈大暗室〉のことも母さんのことも、なにもわからないんだもの。侯こう爵しやく様のところにも手がかりはなかったし、アルだってよく知らないんでしょう？　母さんやあの屋や敷しきのことも、どうなってるのか突つき止とめたいのよ。あいつらから逃にげるみたいに、ずっと隠かくれて暮らすわけにはいかないわ」

　ローズグレイブホールで暮らしはじめてから、ずっと胸のうちでもやもやとしていたわだかまり。夢で記き憶おくを取り戻もどしつつあるのに、答えに近づけない自分への苛いら立だちがあふれだす。

「ミリセント様……」

「ごめんなさい、これって八つ当たりよね。アルが心配してくれてるのはわかってる。でも、マーブルホールで見たのはヨナスだったわ。あいつは、母さんのことをなにか知ってそうだった」

　ただ逃げ回るだけではいられないと、ミリセントは決意をこめてそう口にする。

「ミリセント様のお気持ちはわかりました。ふがいない身ではありますが、私も出来る限りお力になりましょう」

「なにいってるの。すごく頼たよりになってるわ！　舞ぶ台たい裏でアルが剣けんを使ったときにはびっくりしたけど、執しつ事じってあんなことまでできるの？」

　あのとき、アンセルはただ剣をふりまわしていたのではない。実に無む駄だのない剣のさばきと身のこなしは、素人しろうとのミリセントが見ても見事なものだった。

「お褒ほめにあずかり光栄ですが、私もあのときはとにかく必死でしたので……」

　アンセルは菫すみれ色いろの瞳を細めて苦く笑しようした。

「まずは、このステッキを視みて、店を調べましょう。これだけの細工なら一点ものだと思うし、贈おくり主がわかれば手がかりになるかもしれないわ」

　すると、ミリセントのペンダントから尖とがった少年の声があがる。

「おいおい、人使い荒いのもいー加減にしてくれよ。まだ俺をこき使うってんなら、過重労働で訴うつたえるぞー」

「わかったわよ、アスワドにもすっごく感謝してるってば。ふたりにはほんと助けてもらってるし、この仕事が一段落ついたら、ちょっとは休きゆう暇かのことでも考えるわ。それに今から視るのはステッキの過去だから、アスワドは寝ねててもいいわよ」

「なーんだ、俺はお呼びじゃないってわけ。やったね！」

　幸いとばかりに声を弾はずませると、アスワドはそれきり静かになった。

　ミリセントが鑑かん定ていに集中しやすいようにと、アンセルがカーテンをひくと、部屋は暗くら闇やみに包まれる。

　本体は黒こく檀たんでできているステッキに触ふれ、ミリセントはまぶたを閉とざした。

　暗闇のなか、光の粒りゆう子しが虹にじを描えがくと、やがて象牙細工を施ほどこす男の指が見えてきた。皺しわが深く、まるっこい指さきは、その見た目からは想像もつかないほど繊せん細さいに動く。

　炉ろであぶられ、硝子で覆おおわれた飾り玉が丁てい寧ねいにはめ込まれ固定される。

　職人が満足げに明かりにかざしたそれは、内包された柘ざく榴ろ石いしの輝かがやきを失うことなくきらきらと透すけて見えた。

　指と同じく丸い体の老職人は、なにかを確かく認にんするかのように作業台のふちにおいていた紙を手にした。ミリセントも意識のなかで目を凝こらす。

　──これは、手紙ね。字からいって女の人かしら……細工の希望とあとは……あ、あの封ふう蝋ろうの紋もん章しようはどこかで……

　机に置かれた封ふう筒とうにある封蝋は、鳥の羽がしなって円を描いてみえる複雑なものだ。ミリセントはその紋に見覚えがあった。

「わかった、机の引き出しだわ！」

　思わず大声をあげたミリセントが目を開くと、アンセルが不思議そうに問いかける。

「机の引き出し、ですか？」

　目の前にある机の引き出しを開けようとしたアンセルに、ミリセントは苦笑する。

「ごめんね、違ちがうの。職人の店へ行く前に、寄りたいところがあるの。出かける支し度たくをしてくれる？」




　ミリセントは『珍ちん奇き迷めい宮きゆう』を出ると、アンジェリカが新しく開いた店『ガレリエ』へ向かうことにした。ここからは、大通りをふた筋ほど西へ向かった場所だ。

　馬車を拾うのももどかしく、ミリセントは目当ての店に走るようにしてたどりついた。

　立派な看板が掲かかげられた店は、作業で訪おとずれたときとはまったく違ちがった威い厳げんを漂ただよわせ、思わず足が止まる。

「は、焦あせってきちゃったけど……アンジェリカ様がここにいるとは限らないのよね……」

　扉を押し開くと、オープン当初の混雑も落ち着いたのだろう。いまは店内にそう客はいないようだ。

　もとよりこの店てん舗ぽでは、高級家具を主体に扱っているだけに、予約を取って商談にくる貴族が多いのだろう。

「あら、ファネル様じゃございませんか？」

　わずかに音の異なるふたつの声に呼びかけられ、ミリセントは振ふり返った。

「イヴリンさん、ベアトリスさん」

　そこには、アンジェリカのドレスを扱う『ファルファーレ』で働く双ふた子ごの姉妹が立っていた。

「おふたりとも、今日は仕事はお休み？」

　すると双子はふるふると顔を横に振った。

「いいえ、今日はちょっと気難しいお客さんがご来店なものですから」

「私たちも気は進まないのですけど、アンジェリカ様におうかがいが必要になって」

「ははぁ……なるほど。やっかいなお客様なのね」

「ほんのひとさじ分、見み栄えと高こう慢まんと金貨をお持ちのお客様なのですわ」

「金貨で良い買い物ができると信じておられる、幸せな方ですわね」

　そよそよとした口調ながらも、うっそりと毒を含ふくんだ言葉を口にして双子はほほ笑えむ。

　どうやら、アンジェリカが『ガレリエ』にいるらしいとわかり、ミリセントもほっとした。

「良かった、私もアンジェリカ様にお話があって……あ、もちろん時間はとらせないわ」

　慌あわててミリセントは断ったが、双子はちらりと視線を交かわすと、

「まぁ、いいじゃありませんの。ゆっくりお話しなさってくださいな」

「えぇ、先客じゃ仕方がありませんもの。私たちいつまでもお待ちいたしますわ」

　どうやら、問題のやっかいな客は待たせることにしたらしい。

　双子に譲ゆずってもらったミリセントは、ガレリエの店員に話をすると、ややあって店の裏へと通された。

　帳場で台帳に目を通していたらしいアンジェリカは、髪かみをきゅっと小さくまとめ、パーティのときとは違う、きりっとした横顔を見せていた。

「あの、お仕事中申し訳ありません。どうしても確かめたいことがあって──」

　すぐに顔をあげたアンジェリカは、ミリセントの来訪を予測していたらしい。

「あぁ、いいのよ。ついさっきグレンが飛び込んできて『例の椅い子すの件が片づくかもしれない』っていって、そのまま出て行ったわ。その次にあなたでしょう。やっぱり椅子に関係してるの？　ほんと仲がいいのは嬉うれしいことねぇ」

　またもあらぬ方向へ話を持っていかれそうになり、ミリセントは慌てて口を開いた。

「あの、そうなんです。椅子に関係してるんですが、いま私が調べてるステッキのことで……」

　ミリセントはこの『ガレリエ』の開店準備の際、引き出しが開かなかった机があったことをアンジェリカに話した。

　ステッキを視たときにも、その机を視たときにも、封筒にあったのは同じ紋章だった。

　ミリセントはどこまで話すべきか迷ったものの、ステッキの依い頼らい主がこの机の持ち主と同じである可能性が高いとだけ説明した。

「そうね。あれは職人を呼んで、手を入れてから出すつもりで……あったわ。そうそう、結局引き出しはうまく滑すべらなかったの。本格的に解体して組み直すと、かえって高くつくかもしれないってことで、裏手の倉庫に保管したままよ」

「あの、机をもう一度見せていただくことはできますか？」

「かまわないわよ。確かあの机は……そうそう、フロレル家から流れた物ね」

「流れた物って……」

　台帳を開いて確認してくれたアンジェリカの言葉から、ミリセントは事態を察した。

　リュイシャムの貴族は、屋や敷しきと領地を守って暮らす者たちがほとんどだ。

　だが近年、自ら富を稼かせぎ出し、貴族以上に裕ゆう福ふくに暮らす人々も増えた。

　一方で、保守的に暮らしてきた貴族が没ぼつ落らくし、屋敷を手放すものも多いと聞く。そして美術商や古物商たちの扱あつかう品に、それら貴族の持ち物が加わるのは自然の流れでもあるのだ。

「フロレル家は、数年前に当主が亡なくなったのが決定打だったわね。以前には、ひとり娘むすめが駆かけ落ちをしたとかで騒さわぎにもなってたし」

　その言葉に、ミリセントは机を視たときの手紙をつづる女性の繊細な手を思いだす。

「あの、そのお嬢じようさんっていうのは？」

「アランナ様といったかしら？　当時はその話が広まってしまって、結局他国へ嫁とつがれたとも聞いたわ。フロレル家は当主が亡くなったあとも跡あと継つぎがいなくて、爵しやく位いは返上されたはずよ。最後は使用人への支し払はらいもままならなくて、屋敷から家財道具一式が売りにだされたの」

　当時を思い出すようなアンジェリカの横顔に、ミリセントは聞いてみる。

「あの、ちょっとここに描いてみていいですか？　フロレル家の紋章ってこんな形だったんでしょうか？」

　ミリセントは手持ちのノートにペンを走らせる。

「…………ちょっとまって。それ蛙かえるの卵？」

　どうやらミリセントの描く絵は、正確さに欠けるようだ。気味悪そうに顔をしかめたアンジェリカは、ミリセントからペンを奪うばうとさらさらと隣となりに描きつけた。

「これのこと？　フロレル家の紋章は、鳥の羽を図案化したものよ」

「あぁ、そう！　それです！」

　目の前に描かれたのは、間ま違ちがいなくミリセントが視みた封蝋の紋章と一いつ致ちしていた。
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　ミリセントやギンシェルと別れ、『珍奇迷宮』を出たグレンは、アンジェリカの店、自宅、スターナイツ支部、王立図書館と駆け回ることになった。

「グレン、説明してくれないか？　なんで俺を拉ら致ちしたあげく、今度はリーアン様のところへ向かってる。まさか〈大暗室〉に動きがあったのか？」

　箱馬車のなかは、体格のいいイニアスがいるせいかやたらと狭せま苦くるしかったが、グレンの顔は深刻だった。

　状じよう況きようが把は握あくできないせいかイニアスは不ふ審しん顔がおだが、スターナイツの管理する〈大暗室〉に関かかわる資料を持ち出させたことで、それなりに察しているらしい。

　先に図書館へ向かったのは、過去数百年の間に起きた、リュイシャム王国の災さい厄やくの歴史を調べるためだ。近この衛えであるイニアスを同行させたおかげで、制限のある書しよ架かへの立ち入りにも融ゆう通ずうが利きいた。

　結局、イニアスの疑問には答えず、グレンは苦々しい表情でたずねた。

「まずはこっちが聞きたいんだが、近く陛下とリーアン様がマーブルホールへ観劇にいく予定があるだろう」

「あぁ、それは君も観みてきたんだろ？　あの『ファンタスマゴリア』だ。リーアン様は歌劇より、マジックの方がお好きだからな……それとさっきの図書館がどうつながる？」

「王子の御ご前ぜんで一いつ緒しよに説明する。もう少し考えさせてくれ」

　図書館で手に入れてきた写しを手に、グレンは馬車が離り宮きゆうにつくまで考え事に没ぼつ頭とうした。




　王都から北東に位置する、郊こう外がいの離宮リグラリア宮きゆう殿でんに着くと、グレンとイニアスは聖王廟びようの整理から戻もどったばかりのリーアン王子を広間で待つことになった。

　先に至急の謁えつ見けんを願い出るための使いを出してあったため、今日はそれほど待たされることなく、王子本人があらわれた。

「どうした、お前が珍めずらしく使いを寄こしてまで面会を頼たのみ込むから、僕としたことがこんなに腑ふ抜ぬけた装いだぞ？　まったく」

　第一王子リーアンは、自分大好き至上主義のため、常に着き飾かざることに執しゆう着ちやくする人物だ。

　今日も鮮あざやかな深緑の上着の裾すそから、ふんだんに重ねられたレースをのぞかせ、金の飾かざり釦ぼたんと組み紐ひもが華はなやかさを添そえる衣装を身につけている。

　中に着込んだベストは光こう沢たくのある象ぞう牙げ色で、そこに立つ王子本人が、深い森に咲さく金色の花のようだった。ただし口を開かなければだが。

「至急の謁見を許可いただきまして、ありがとうございます。本日はお願いに参りました。明日ご予定なさっている、マーブルホールでの舞ぶ台たい観覧を、取りやめていただきたいのです」

「ほほぅ？　それはまた急なお願いだな。いっておくが、その件は僕だけでなく父上もご一緒の王室としての予定だ、僕の独断で決められるわけがないだろう」

　軽かろやかな口調で返すリーアンは、愛あい想そよくほほ笑んではいるものの、全身に不ふ機き嫌げんをただよわせはじめた。

　さすがのグレンも、一いつ瞬しゆん口をつぐみそうになるほどの怒いかりのほほ笑みだ。どうやらリーアンの舞台への執着はかなりのものらしい。

「……陛下にお話しするにあたって、リーアン様からも口くち添ぞえをいただきたいのです。まずは事情をご説明いたします。先日、私もマーブルホールへいったのですが──」

「グレンのやつ、自分はレディを同どう伴はんしてでかけたんですよ」

　後ろでぽそっとつぶやいたイニアスの言葉に、リーアンはさらに笑顔に棘とげを含ませた。

「へぇぇぇ～、それはそれは。さぞ楽しかっただろうね？　愛いとしい女性とマジックを？　グレンみたいな堅かた物ぶつが!?　ふぅーん、へぇー」

「違ちがいます。あれは流れでというか……仕事がらみで、ミリセントに同伴したんです」

　即そく座ざにそう答えたものの、リーアンは澄すんだ青い瞳ひとみを細めてますます笑うだけだ。

「とにかくご説明もうしあげますと、今回舞台にあがるマジシャン、ギンシェル・アデアの舞台では、先日も役者が演目の最さ中なかに錯さく乱らんし客席に踏ふみこむ騒そう動どうがありました。一応、ギンシェル本人の訴うつたえでは、マーブルホールで演目を始めてから異常が起こるようになったそうです。それとわかったのは、今回上演されている『ファンタスマゴリア』は、いまから百年ほど前の画家、クレメンス・ロスコの絵を基もとにして書かれた脚きやく本ほんです」

　そう告げて、グレンは運び込んだ大判の画集を広げた。

　そこには白黒の版画で、荒こう野やに林立する処しよ刑けい台や、燃える城から飛び降りる賢けん人じんと羽ばたく黒い鳥などが描えがかれており、どれも風ふう刺しや予言を思わせる抽ちゆう象しよう的な作品だ。

「ロスコは、過去のユスカリス王家の政変と終しゆう焉えんについて描くのを好みました。脚本家が彼の絵を参考にしたのは確かですが、マーブルホール自体は、それらの歴史と関わる場所ではありません」

　リーアンは首をひねり、イニアスもさっぱりわからんとばかりに息をつく。そこでグレンは王立図書館で手に入れた、ミラルパーク地区の建築記録の写しを取り出した。

「ですが舞台の異変と、〈大暗室〉。この両者にはつながりがある。ここにマーブルホールを建てるのに関わった、後こう援えん者たちの名めい簿ぼがあります。アーチボルト家、オクリーヴ家、フロレル家、リンウッドテラス家。なかでもこのリンウッドテラス卿きようは、ギンシェルの有力な後援者でもある」

「まて！　その名前はたしか……」

　今度はイニアスが慌あわてて持参したファイルを取り出した。そこに保存されているのは、国内外を問わず、〈大暗室〉に関わっている可能性のある家名や人物、団体である。

「その家名だったら、ここに全部名前がある。リンウッドテラス卿は、建材や職人に関わる仕事を扱っている資産家だ……」

　イニアスの言葉に、リーアンは動じたようすもなく小さくうなずいてみせた。
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「なるほど。そのリンウッドテラス卿が、マーブルホールの建設に絡からんでる。しかもマジシャンであるギンシェルとも関わっていて、演目に異常が起きているんだな？　だったら、なおさら観覧は取り止やめない。奴やつらが動くなら、それこそいい機会だ。イニアス、わかってるな！」

「は、それでこそリーアン様。どうぞ警備は我らにおまかせあれ。我らは、寝ねても覚さめてもリーアン様のご無事と隆りゆう盛せい、叡えい智ちと美び貌ぼうを願う者、全力を尽つくします！」

　まったく意思を変えないリーアンに、グレンは思わず声を荒あらげる。

「なりません！　舞台でなにが起きるかわからないんです。どれだけの危険があるか……」

「そう怒ど鳴なるな。だからといって、怯おびえていても仕方あるまい。それに僕もいい加減、〈大暗室〉との膠こう着ちやく状態にはうんざりしていてな。奴らを掃そう討とうするきっかけが欲しい。いつまでも、ユスカリスの亡ぼう霊れいにつきまとわれるわけにはいかないだろう。父上も、表立っては動けないお立場だ」

　普ふ段だんは、華やかさばかり際きわ立だつ美貌をきりりと引き締しめると、リーアンはひどく冴さえ冴ざえとした横顔をみせた。

「それにな、気になることもある。先日お前に手紙で知らせた聖王廟に賊ぞくが入った件だ。あれは、計画的なものだったとしか思えない。もともと、聖王廟は警備が厳しく、開かれること自体めったにない。そもそも今回の整理については呪のろいの姿見がきっかけだが、鏡自体はそう大きな害はもたらさなかった。だが〈大暗室〉の狙ねらいが、はなから聖王廟を開けさせるためだったのだとしたら？」

　リーアンの言葉に深刻なものを感じ、グレンも手紙の内容を思い出した。

「盗ぬすまれたのは、自動演奏楽器の一部でしたね。……なにか特別意味を持つものですか？」

「まだ調べさせているところだが、とにかくこれ以上〈大暗室〉を野放しにもできない」

　憂ゆう鬱うつそうなリーアンの表情も無理はない。

〈大暗室〉のメンバーは国内外に存在し、外交や交易の場に影えい響きようを与あたえる立場の者もいるという。そうなれば、一国の王であろうとうかつに踏みこめず、足あし踏ぶみせざるをえないのだ。

　だからこそ、比ひ較かく的てき自由に動けるリーアン自身が、その問題に乗り出したいのだろう。

　このところ、王室と対立しがちな教会が、死体を扱あつかうことの多い医い療りよう協きよう会かいと水面下で手を組み力を蓄たくわえつつあるなど、〈大暗室〉との繋つながりを匂におわせる不ふ穏おんな動きも見せている。

　このままやり過ごしていても、いずれ大きな火種になるだろう。

　グレンも不本意ながら、ここはリーアン王子に譲ゆずることにした。

「御ぎよ意いに。それでは、警備については十分に打ち合わせいたしましょう」

　グレンが部屋を下がろうとすると、リーアンが小さく咳せき払ばらいをした。

「聞いておきたいんだが、ミリセント嬢じようはいま街にいるのか？　舞台は彼女と観にいったんだろう。ずいぶんと楽しそうじゃないか……お前が彼女と楽しく過ごしている間も、僕は公務で、霧きりに濡ぬれながら寒い霊れい廟びようで働いてきたっていうのに。久々に謁見にきたかと思えば、せっかくの舞台には行くなという。どーしてそんなに意地悪なんだ。ん？」

　嘆なげくような口調ながら、にやりと笑うリーアンに、グレンは相手をしてはならないと唇くちびるを堅かたく結ぶ。その口が「では、失礼します」と言う前に、リーアンはさらりと口にした。

「ちょうど、お前が面会を申し込んだときに客人があってな。以前、僕が銃じゆうを預かってきた人物から、話したいことがあるらしい。隣となりの部屋でお待ちだ」

　突とつ然ぜんの言葉に、グレンは一瞬なにを言われたのかわからなかった。

　確かに以前、預かりものとして小しよう銃じゆうを渡わたされ、それ以来毎日身につけ持ち歩いている。

　預け主の名をリーアンが口にしなかったのは、この場にイニアスがいるからだろう。

　動どう揺ようと驚おどろきを悟さとられないよう、グレンは平静を装うと「それでは、失礼いたします」と部屋を出た。

　すると、廊ろう下かには普段王宮にいる侍じ従じゆう頭がしらが立っており、無言のまま「こちらへ」というように隣の広間へ案内された。

　以前、呪いの姿見を鑑かん定ていするにあたって、グレンにこの銀の小銃をあずけたのは、リュイシャム国王その人だった。

　グレンは、服の上から銃のある場所を押さえた。

　──まさか、こんなに突然だとは……

　ミリセントの屋や敷しきで起きた騒動で、この不可思議な銃が『薔ば薇らの騎き士し』と呼ばれていることまではわかった。それでも、この銃が見せた現象はいまだに理解できない。

　もともと銃じゆう弾だんが一発しか込められない小銃は、肝かん心じんのチェンバーが開かず、外から弾だん丸がんを込めることができなかった。

　それでも、ミリセントが幽ゆう霊れいに襲おそわれて『薔ば薇ら封ふうじ』に触ふれると、チェンバーも開かぬままの銃に弾たまが装そう填てんされたのだ。

　引き金を絞しぼると、飛び出した光が幽霊を貫つらぬき、そのまま貴婦人の霊れいを消し去った。いまだに、あれがなんであったのかはわからない。

　グレンが銃を預かったのは国王命令であるともいえるが、そもそもなぜ国王がこの銃を自分に預けたのかも、説明されないままだったのだ。

　広間の両開きの扉とびらが開かれる。黒こく檀たんの衝つい立たての向こうにその人はいるのだろう。

　侍従頭は入り口でグレンの持ち物が銀の小銃だけであることを確かめると、そのまま廊下にとどまり扉を閉ざした。

　グレンは緊きん張ちようしつつ、やわらかな絨じゆう毯たんを踏む。

　すでに夕暮れ時を迎むかえているいま、部屋には蜜みつ蝋ろうの良い香かおりがただよい、照明は暗めにされていた。

　気配からして、どうやらここには自分と国王のふたりだけらしい。

　窓に近いソファに座った人ひと影かげが片手をあげ、向かいのソファを示す。

「久しぶりだな。そこにかけてくれ」

　そこにいるのはまぎれもなく、リュイシャム国王ウィレム・カーナ・ロッド・エスクウィンその人だ。

　がっしりとした肩かたや引き締まった体つきは、彼が若い頃ころに戦場にも出向いたという、軍人の名残なごりを感じさせる。

　グレンがこれまで国王を見たのは、王宮での謁えつ見けんの間や、商館組合など公式の場において遠目からだけだった。そこで目にする国王の印象は、おっとりと青い瞳ひとみを細めた人物だ。

　周辺諸国との国交に力を注ぐウィレム国王は、穏おん健けん派として名高い人物だった。

　王子の頃には、海戦に出向いていたらしいウィレムは、当時その気き性しようの激しさを知られていたらしい。だが、いまやそれを証明するのは、こめかみを横切る刀傷ぐらいだろう。

　ウィレム王を若くから知る人々は、誰だれもが「獅し子しが居い眠ねむりをしている」と口にする。

　たしかに、いま燭しよく台だいの明かりに照らされたその表情は、穏おだやかなようだが瞳の芯しんには隠かくせない覇は気きがただよう。

　四よ十そ路じに差しかかったウィレム王は、若々しさと老ろう獪かいさをあわせ持つまぎれもない王だった。

　国王の前にグレンが膝ひざをつこうとすると、「あぁ、かまわぬ」とぞんざいな声がかかり、驚いて顔をあげた。

　目の前に座るウィレムは、眠ねむたげな瞳の前に酒しゆ盃はいをかざすとニヤリと太い笑えみを浮うかべた。

「今日は公式の謁見でもなければ、商売の話でもない。ここはリーアンの住居で、おしのびみたいなものだ」

　私的な用事で呼んだのだからといいたげに、ウィレムは自らもゆったり座ったソファの上で長い足を投げだした。謁見の間にいる時とは別人にも思える粗そ野やなふるまいは、どこかリーアン王子と似ていなくもない。

　リーアンが高貴な猫ねこだとすれば、ウィレムは牙きばをのぞかせあくびする獅子だろう。ふとそんな類るい似じに気づいて、グレンは苦く笑しようした。国王と向かいあう形でソファに腰をおろす。

「まぁ、結局私用というわけだから、これから話すことはお互たがいの間の話だ。以前渡した銃について、説明しておかねばならん。それは、君が務めるべき義務に関かかわる大事なことだ」

　そう口にされて、グレンは懐ふところから銃を取り出し目の前のテーブルにそっと置いてみせた。

　それを見たウィレムは、どこか懐なつかしげな眼まな差ざしをグレンに向ける。青い瞳がぐっと深みを増したようだった。

「それはお前にとって、母親の形見ともいえるものだ」

『母親』という言葉に、グレンはなんと答こたえていいかわからず沈ちん黙もくする。

「グレン。お前もいまではマクミラン家の人間に違ちがいないが、私の血を引いている。それは違たがえようのない事実だ」

　私の血、という言葉に、グレンは国王との距きよ離り感かんを失う。過去を引きずり出される混乱に、めまいのようなものを覚え、視線を床ゆかに落とした。

　ウィレムの言葉が事実であることは、グレン自身も知っていた。

　血けつ縁えんという意味でなら、自分には国王の血が流れているらしい。

　そのことは、マクミラン家に迎えられて五歳を過ぎた頃に、養父のレナードに聞かされていた。自分が養子だということはもちろん、国王の血を引く事実と、それが公おおやけには認められてはいないこともだ。

　だがそれは、決して国王本人が望んだことではないという真実も含ふくめて、事情は打ち明けられていた。

　グレンは幼い頃から父の仕事で、王室へ出入りすることも多かった。年の近いリーアン王子の相手を務めていても、自分と彼との血の繋がりを意識したことはあまりない。

　それほど、王室とマクミラン家で流れる時間は異なるものだったのだ。

　さらに、マクミラン家の稼か業ぎようである美術品に関心を持ってからは、他国への遊学も含め、グレンの意識は外へと向けられていった。

　いまこの場にあっても、目の前の人物をとても父だとは思えない。だが、ウィレムが話そうとしているのは、これまで誰だれも口にしなかった母親のことらしい。

　──もう、俺も子供ではない……。

　立場はわきまえているはずだ、とグレンは己おのれを𠮟しつ咤たすると顔をあげた。

「母の話は、これまで聞いたことがございませんでした」

「そうだろうな。お前に王位継けい承しよう権が認められず、内密に養子に出されたのは、母方に理由があったんだ」

　母親については、養父であるレナードも口にしなかった。まるで禁きん忌きかなにかのように、誰もがそのことにまったく触れずにいたのだ。

「私の母は、どういった人なのです？」

　グレンも物心ついてからは、自分の母親は極きよく端たんに身分が低いか、なにがしか問題のある立場の人だったのかもしれないと想像してみたことがある。

「お前の母の名は、エリス・ウォーベック。爵しやく位いはないが、王室に関わる特務を定められた家いえ柄がらの女性だ」

　その言葉になにか聞き覚えのあるものを感じつつ、グレンは国王の顔を見た。

　ウィレムは、苦い飴あめでも舐なめたように眉まゆを寄せる。

「とにかく、色々と……だな。説明しづらい事情もあったんだ」

　すぅと息を吸ってウィレムは口をひらく。

「まだ私が王子だった頃はな、父上もご健在でなにかと自由だった。私は海軍にいたが、そこにエリスもいた。実戦にはそうそう出られないのが不満だという勇ましい女でな。とても優ゆう秀しゆうな兵士で、そう、結局……私は彼女に惚ほれてた」

　さらりと本音を織り交ぜ、国王は真しん剣けんそのものの表情で告げる。

「ところがエリスときたら、難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さいみたいな女でなぁ。私も相当気長に攻せめ続けたが、向こうが唐とう突とつに投降してきた」

　ウィレムの話すところによると、当時エリスには許いい婚なずけがいたにもかかわらず、それを撥はねつけると、短い期間ではあったがウィレムと関係を持ったらしい。

　口もとを軽く撫なでると、ウィレムはなにかをごまかすように息を吐はき出した。

「私もな……当時は王子だったとはいえ、一国を負う者になるはずなのに、エリスが望むものをなにも与あたえてやれなかった。彼女がこちらを向いてくれたときには、なんの奇き跡せきが起きたかと思ったものだったが……結局、そのあとエリスは突とつ然ぜん姿を消した。手を尽つくして捜さがしてる最中、突とつ然ぜん戻もどってきたときには腕うでにお前を抱だいていたんだ」

　黙だまって話を聞いていたグレンは、母親という単語からおよそ想像できない女性の話に唖あ然ぜんとする。なんというか、ずいぶん勝手なふるまいをする女性らしい。

「なんだか……想像しておりました母とは別人のようです」

「まぁ、荒こう野やの一いつ匹ぴき狼おおかみみたいな女だったな。そのときも、どうしても避さけられない大事があるから、子供を育てられなくなったといって、私に預けにきたんだ」

　その頃まだ王子であったウィレムには正せい妃ひ候補もあがっており、赤子の存在が知れれば事態は複雑になったであろう状じよう況きようだったらしい。

「ですが……その女性が陛下のもとを去ったときには、子供ができたと知っておられたのですか？　本当に陛下の子であると、なぜ信じられたんです？」

　当たり前の疑問だったが、ウィレムはそれこそ馬ば鹿か馬ば鹿かしい疑問だと一笑に付す。

「彼女は……エリスは婚こん約やく者を撥はねつけたが、私に心を開いてくれていたわけじゃなかった。友人としては認めてくれてたんだろうがな。ただ必要だったんだ、自分の血を引く者が。そのためなら、手段も選ばない覚かく悟ごだったんだろう。だから、私が彼女に与えられたものは、ひとつしかない」

　澄すんだ青い目はまっすぐに見み据すえてくる。

　だが、グレンにはわからなかった。事情があって跡あと継つぎが必要だったにしても、一国の王子で間に合わせるというのは、あまりに極端だ。

「それが、王室に関わる特務に関係があるんですか？」

「そうだ」

　ウィレムは打って変わって厳しい表情を見せると、チェンバーの開かない小しよう銃じゆうを手に取った。

「これは代々ウォーベック家に受け継つがれてきた、元は剣けんだったものだ。過去の王権交代で、エクスウィン家に深く関わった諸しよ侯こうのひとり、近この衛え騎き士しを務めたハイラム・ウォーベックに贈おくられた剣だ。だが現王室発足のあと、二つの家が表おもて舞ぶ台たいから消えることになった」

　グレンの脳のう裏りに急速に確信がわいてくる。

「ウォーベック家とファネル家、ですね」

「お前は、ファネル家の娘むすめと出会ったと聞いたが……」

「えぇ。リーアン王子の依い頼らいがきっかけだったのですが、ローズグレイブホールという屋や敷しきを訪ねました。王室は、ファネル家についてなにをご存じなのですか？」

「まぁ……知っているといえばそうなんだろうが。あの屋敷が開かれたということは、主あるじが戻もどったか継承者があらわれたということだ。屋敷には誰がいた？」

　グレンは以前ミリセントが口にした、『母親が行方ゆくえ不明』だという話を思い出した。

「いまは、ミリセントという少女がファネル家の主のようです。ただ、母君が行方不明だとも聞いておりまして……」

「なるほど……屋敷にいたのはトリシアではないんだな？」

「私はトリシア様を存じ上げませんが、あの屋敷にはファネル家の人間は、ミリセントひとりしかいないようですね」

　ウィレムはその言葉に衝しよう撃げきを受けたのか、苦しげに銃じゆうを握にぎり締しめた。

「この銃は、私がトリシアから預かったものだ。それにエリス……お前の母の形見でもある。エリスのいたウォーベック家は古くからファネル家を守ってきた。それがウォーベック家に課された特務であり、ひいてはこのリュイシャムを守ることにもなるんだが」

「陛下、無礼を承知で申し上げれば、私にはいささか話が吞のみこめないのですが」

「……だろうな。私も昔はおとぎ話だと思ったもんだ」

　無理もないことだとため息をついた国王は、グレンにも酒盃を勧すすめると、リュイシャム王国誕生にまでさかのぼる話を聞かせてくれた。

　そしてすっかり夜も深くなったころ、遠えん慮りよがちに部屋の扉とびらが叩たたかれると、予定がつまっていると侍じ従じゆう頭がしらが知らせに来た。一国の王ともなれば、そうそう自由になる時間もないのだろう。

　じつに不満げに部下を見つめる国王は、やはりどこかリーアンに似ている。

「久しぶりの親子の再会に水を差すとは、お前はやっぱり無ぶ粋すいな奴やつだな」

「さようでございますか。では、馬車が待っておりますので参りましょう」

　忠実かつ国王の扱あつかいを心得ているらしい彼は、獅し子しのひとにらみにもまったく動じることなく、国王の外がい套とうを手に退室をせまる。

　ほとんどの者が知ることのないグレンとの関係も、彼には承知のことなのだろう。本当に心を許している部下だけを伴ともない、ウィレムはリグラリア宮きゆう殿でんへきたのだ。

　無む駄だな抵てい抗こうだとわかっているのか、ウィレムは不服げに鼻で息をつくと、外套をきせかけられながら口を開いた。

「覚えておいてくれ。エリスは決して愛を知らない女じゃなかった。ちゃんと心休まる場所も持っていたんだ。残念ながら、そこは私の側そばじゃなかったが……いや、これじゃつまらん愚ぐ痴ちだな」

　唐突な言葉にグレンは面めん食くらったが、エリスのことを語るとき、どこか子供っぽい表情になるウィレムが伝えたいことはひとつだろう。

　エリスはウィレムにも自分にも、それなりに愛情を傾かたむけた人だったということだ。

　そして、それを伝えようとしてくれる彼は、たしかに自分の父親なのだ。

「ありがとうございます」

　自然に言葉がこぼれて、膝ひざを折る。

　誰だれにも、なにも恥はじることなどない。国王の目はそう告げてもいるようで、グレンははじめて目の前の人を近くに感じられた。

　部屋の扉が閉められるまで、グレンはその場で静かに頭こうべを垂れていた。
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　王室観覧が予定されている当日、ミリセントとグレンはマーブルホールへ向かった。

　劇場のあるミラルパークには、国王や王子をひとめ見ようとする市民が詰つめかけ、近衛騎士を含ふくむ多くの兵士が護衛や整理に追われている。

　もとより王室行事のため、身辺警護は厳重になされているが、今回はグレンの忠告に従ったイニアス率いるスターナイツが、舞ぶ台たい裏ぎりぎりまで兵を置くことを一座に承しよう諾だくさせているらしい。

　舞台のチケットを手に入れた人々が列を成すなか、グレンとミリセントはロビーにある休きゆう憩けい用のテーブルに陣じん取どっていた。

　王室が観覧するほどの舞台だという評判や、国王や王子と同じ空間でマジックを観みたいという人々によって、チケットは異常な売れ行きを見せたらしい。

　厳しい手荷物検査や身体検査を受けながら、ホールへ入っていく列を眺ながめていると、グレンがテーブルに何冊かのファイルを置いた。

「ロスコの絵と、このホールについては調べてきた。ステッキについての収しゆう穫かくはあったか？」

　ミリセントはうなずくと口をひらいた。

「それがね、ちょっと気になることがあって、アンジェリカ様にもお願いして調べたの。ほら、前に『ガレリエ』の開店準備で調べた品のなかに、引き出しが開かない机があったでしょう？」

「そういえば、あれはまだ店に出してないな」

　突然、店にあった机の話を持ち出されグレンは面食らったようだ。そのとき、ふいに楽の音が聞こえて、ふたりは客席入り口を振ふり返った。

　どうやらこうしている間にも、客の入場が終わったのか、締め切られた扉の前に警備員が立ち、中から仰ぎよう々ぎようしい演奏が聞こえはじめた。

　ミリセントとグレンも、今日は客席で異常を見張るべきか迷ったが、どのみちチケットは持っていない。

　ギンシェルに都合してもらうにも、今日の盛せい況きようぶりでは子供ひとり余分には入れないだろう。

　それになにか起きたときに、人ごみにいては却かえって動きがとれない可能性も考えて、結局この場所を選んだのだ。

　あたりに人の気配が減ったのを確かく認にんし、ミリセントは鞄かばんから一通の封ふう書しよを取り出した。

「それでね、アンジェリカ様に許可をいただいて、机を見せてもらったの。前に机に触さわったときに、そこで誰かが手紙を書いてるのが視みえたの。そのときにあった手紙の封ふう蝋ろうと、ギンシェルのステッキを職人に依頼した手紙の封蝋が同じ紋もん章しようだったの」

　ミリセントの力については説明してあったものの、グレンはどこか呆あきれたようにうなずいた。

「なるほど、普ふ通つうには見つからん手がかりだな。それで？」

「その紋章のことは、アンジェリカ様もご存じだったみたいで、机もフロレル家のものだってわかったわ。それに、すぐに職人を呼んでくださって、開けた引き出しからこれが出てきたの」

「手紙？」

　ミリセントが取り出した手紙には、細かな意い匠しようの青い封蝋が押されている。

「見て、宛あて名ながギンシェルになってるの。視えた文字とか手からいっても、机の持ち主は女性だわ。フロレル家の令れい嬢じようアランナさんとギンシェルは知り合いだったのよ」

「中は見たのか？」

「まさか、勝手にあけられないわよ。手紙はあとでギンシェルに渡わたすわ。それに、これもアンジェリカ様からお聞きしたんだけど、ずいぶん前にフロレル家の令嬢が駆かけ落ちして、騒さわぎになったらしいの」

「駆け落ち。その相手がギンシェルだっていうのか？　そんな話は聞いた覚えが……」

　言いかけたグレンに、ミリセントはお見通しだとばかりに苦く笑しようする。

「だって、グレンはそういう噂うわさってあんまり興味ないんじゃない？　屋敷に戻って、侯こう爵しやく様にも何か覚えてないか聞いてみたら、こんな記事があったのよ」

　ミリセントはディンセル侯爵から借りてきた、大判のスクラップ帳を取り出した。

　それはディンセル侯爵が、個人的に興味を持った新聞記事のスクラップらしく、うさんくささが爆ばく発はつした見出しが踊おどっている。

『三度、人体発火か!?』『ルアリー湖の底から首又また竜りゆうの亡なき骸がら』『人形館の呪のろい！　住人失しつ踪そうの真実は？』といった、けばけばしくも馬ば鹿からしい記事が多い。

　そこに交じって『魔ま法ほうかペテンか、魔ま術じゆつ師し最愛のレディを消失』という言葉とともに、いまより少しだけ若い面おも差ざしのギンシェルのポスターが載のせられていた。

　どうやら記事によると、当時『消える美女ヴアニシングレデイ』で世に知られ始めた青年マジシャンが、ある舞台で本当に女性を消してしまったらしい。

　さらに記事は、それが舞台助手を務めてきた彼の恋こい人びとだったと書いたうえで、これもギンシェル本人の大げさな演出だろうか？　と揶や揄ゆしてもいた。

「あの男の恋人が、フロレル家の令嬢？　でもこの記事にそのことは書いてないな」

「侯爵様がいうには、フロレル家は厳格な家いえ柄がらだから、当時はかなり圧力をかけて、新聞に娘むすめの名を出さないようにさせたらしいの。それでも一部の貴族の間では、知られた話だったみたい」

「なるほど、身分違ちがいの恋こいは破局したってわけだ。『消える美女ヴアニシングレデイ』なんていっても、人間がほんとに消えるわけはない。演目にかこつけて、恋人アランナ嬢じようは家に戻もどったってことかもな」

「じゃあ、ギンシェルが女の人を消してるなんて噂は……」

「もちろんそれが理由だろうけど、したたかな男だからな。本人が噂を利用して、外ほかでもマジックめいた演出をしてるのかもしれないな。それにひょっとすると、当時もこの記事がきっかけで後こう援えん者がついたのかもしれないしな」

　それほど名が知れているわけでもなかったマジシャンが、紙面を飾かざるのは珍めずらしくもある。

　破局を利用した売名行こう為いかもしれないとグレンは考えたようだが、ミリセントはその言葉を否定した。

「破局っていうけど、気になることがあるの。この手紙に触ふれたときちょっと視えたんだけど、アランナさんは望んで家に戻ったわけじゃないみたい」

「じゃあ、強制的に連れ戻されたっていうのか？」

　その可能性が高いとミリセントはうなずいた。引き出しから取り出された手紙を手にしたミリセントが感じたのは、手紙の主のひどく怯おびえた心と焦あせりだった。

　この手紙が見つかってはいけないという緊きん張ちようと、届けなければという焦り。

　常に底にある悲しみのような気持ちは、ふたりが引き裂さかれた恋人だったからだとも考えられる。

　あのとき、問題の机の引き出しを開けるために職人が呼ばれたものの、不思議なことにそれはするっと開いた。引き出しは、持ち主の秘密をただ隠し守ってきたのだ。別れた相手に、それほど伝えたいことはなんだったのか気になるが、元恋人にあてられた手紙を勝手に開けるのは気持ちが咎とがめる。

「アランナさんの居場所はわからなかったけど、ステッキを作った工こう房ぼうを訪ねたの。いまから三年も前に手紙とお金が一いつ緒しよに入った封筒が届いたそうよ。依い頼らい人の名前はなかったけど、封蝋から察しはついたっていってたわ」

　ミラルパークにあるその宝ほう飾しよく店は、身分の高い顧こ客きやくも多く、特別注文や配送も請うけ負っており、またその内容は絶対厳守だった。

　上流階級の人々の、秘ひめた関係も多く扱あつかっているのだろう。

「やっぱり顧客に関かかわることだから、詳くわしくは話してもらえなかったけど、このステッキの依頼は少し妙みようだったらしいの」

　その店は立地柄がら、近辺の劇場や芸術家に物を届けることもしょっちゅうだったらしい。

　はじめはこのステッキも、そうした熱心な客の贈おくり物のひとつだと思ったという。

「依頼があった当時、ギンシェル・アデアの公演予定はなかったらしいの。それでも届け先は、このマーブルホールになってたって」

　グレンはその話を聞くと、少しだけ思い当たるような顔でうなずいた。

「そういえば、このホールはマジシャンにとっては特別らしいな。過去にここで公演をして有名になったマジシャンが多かったって話がある。彼らにとって、マーブルホールは特別な意味があるんだろう。いつかここで公演できたあかつきに、祝いの品を贈るというのも、ありえなくはない」

「そうだったんだ。でも不思議なのよね、ステッキの依頼があってから、三年も経たってたわけでしょう？　さすがに店主も忘れかけてたらしいの。それなのにギンシェルの公演予定が入ってから、棚たなの奥にしまいこまれてたはずのステッキが、作業台に載ってたって。もちろん、店の誰だれも触った覚えはないらしいわ」

　まるで贈り主の意思を感じるような出来事に、店主は気味悪く思いつつもステッキを届けさせたのだという。しかしグレンは、腑ふに落ちないようすで首をかしげる。

「ただわからないのは、フロレル家は少し前に財政的に破は綻たんして、屋や敷しきや家財を売りに出した。それで家うちにもいくつか品が入ってきてたが、いまアランナ嬢はどこにいるんだ？　それほど前にステッキを注文しておかないといけない理由があったのか？」

　その問いに、ミリセントも首をふる。

「よくわからないけど、アランナさんは連れ戻されたあと、他国へ嫁とついだって話があるの。国を出ちゃうと、ここでの公演予定がわからなくなる可能性もあるわよね。だから依頼だけしておいたのかも。それに、ステッキに使われた石は指定があったらしいの。柘ざく榴ろ石いしには『真実の愛』って言葉があるらしいけど、別れた恋人に贈るにしては情熱的でしょう？」

「やっぱり、気持ちを残してたってことか？」

「きっと、アランナさんは無理に連れ帰られて、他国での結けつ婚こんも望んだものじゃなかったんだと思うのよね……」

　可か哀わい想そうに、とミリセントが言葉を切ると、ふいに扉越しに大きな拍はく手しゆが聞こえてきた。

　すでにマジックは始まっているのだろう。

　するとグレンは手帳を広げ、すごい勢いで書き込みをはじめた。

「グレン？」

「待ってくれ……なんかこう、繋つながりそうなんだ」

　答える間にも、手帳には名前と線が引かれ、それぞれの関連が記されていく。

「ギンシェルの後援者であるリンウッドテラス卿きようは、〈大暗室〉との関わりが疑われている人物なんだ。そして密輸に手を染めてる可能性もある。しかもこのマーブルホールを建てるに当たって、資金援えん助じよをした貴族のなかには、この名前と一緒にフロレル家の名前があった」

「……じゃあ、フロレル家も〈大暗室〉と関わりがあったかもしれないってこと？　ひょっとして、ギンシェルに後援者としてリンウッドテラス卿がついたのも、アランナさんとの関係がもとでフロレル家から繋がったものなのかも……」

　ミリセントの言葉にうなずいて、グレンがさらに線を書き加える。

「もうひとつわかったのは、『ファンタスマゴリア』の脚きやく本ほんは、ロスコの絵にもあるユスカリス王室の最後の戦いくさ、『ローズベルの終しゆう焉えん』をモチーフにした可能性が高い。もし脚本も〈大暗室〉にからむ人間が手がけているなら、ここの異常には演目の内容そのものが関係してるのかも」

「じゃあ『ファンタスマゴリア』って演目そのものが、異常を引き起こしてるってこと？」

「マーブルホールの建設に〈大暗室〉がからんでいるなら、この建物か土地そのものになにかあるはずなんだ」

　ミラルパークの建築資料を取り出したグレンは、視線を左右へと走らせる。

「〈大暗室〉がこだわるのは、死者に関することだ。だから教会との癒ゆ着ちやくもあるし、医い療りよう協きよう会かいとの繋がりも疑われてる。そして教会はユスカリス前王室支持者でもある。でもこの土地で、ユスカリスに関する出来事があったわけじゃない。『ファンタスマゴリア』に出てくる戦場でもないし、教会の跡あと地ちでもないはずだ。過去に墓所でも……」

　そういいかけて、グレンがはっと顔をあげる。

「疫えき病びようだ……」

「疫病？　それって、あの首くび飾かざりの呪いで起きたっていわれてた？」

　ミリセントは、つい最近鑑かん定ていしたばかりの姿見のことを思い出した。その鏡に使われていた宝石の一部は、数百年前に作られた首飾りのものだった。

　いまから二百年ほど前に発見された首飾りは、当時もエクスウィン王家に呪いをもたらしたと騒さわがれ、その災さい厄やくで雨はやまず穀物は腐くさり、リュイシャム全土に疫病が広まった。

「あのとき、墓所の用意が間に合わなかったはずなんだ。焼き場も追いつかなかっただろうし、雨が激しかったなら、屋外での火か葬そうも無理だったのかもしれない。郊こう外がいへ運ぶには人手もなかった……」

「じゃあ、死体はどうしたの」

　なんとなく想像はつきながらも、ミリセントも口に出せない。

「たぶん、それなりに民家から離はなれた位置には埋うめただろう。当時広場だったり、空き地だったりした場所に」

　ミリセントは不安になって、こわごわと足元を見つめる。

「ここっていつから劇場なの？　じゃあみんな、死人の上で劇みたり歌ったりしてたってわけ？」

「そうなるな。ここはもともと平地だった。疫病の騒ぎが落ち着いたあと、貴族たちが周辺の土地に屋敷を建てはじめてから、マーブルホール建設のための費用が集められた。指揮をとったのはリンウッドテラス卿だ」

　ふいにミリセントの脳のう裏りに、ヨナスの白い顔が浮うかんだ。

　死体に墓場の土、死し霊りよう術師に必要なそれらが、ここにはふんだんにある。

「〈大暗室〉は、ぜったいに今日ここで何かするつもりよ」

　グレンがすばやく広げた手帳や荷物をまとめると、ミリセントも連れ立って舞ぶ台たい裏へと向かおうとした。すると扉の中から、人々の拍手がさざなみのように聞こえ喝かつ采さいにかわる。

「舞台の半分が終わったんだわ」

　ふたりの立つ前後の扉とびらが開くと、幕まく間あいの休きゆう憩けいのために出てきた観客があふれだした。

「すみません。通してください！」

「ミリセントこっちだ」

　なんとか人を掻かき分わけながらも、舞台裏につながる廊ろう下かに立っているイニアスをグレンが見つけて手をあげた。

「グレン、どこにいたんだ。なんかこの拍手を聞いてると、マジックがすごそうなんだが、話題の舞台にきてても裏口じゃあな……がっかりだ」

　ここまで滞とどこおりなく舞台が進行したせいか、イニアスも多少緊きん張ちようはほぐれているようだ。

「悪いが、舞台裏へいきたいんだ。それに出来るならいま出てきた観客たちも、建物から避ひ難なんさせて欲しい。もちろん王室関係者もだ」

「なんだ、なにかあったか？」

「それはいまから確かめる、とにかく問題が起きてからじゃ遅おそい」

　グレンの剣けん幕まくにイニアスも驚おどろいたようだが、ミリセントは待ちきれず、その隣となりをするりと抜ぬけて舞台裏へと入っていった。あの時もヨナスはここへ入っていった。すでに、ホール自体になにかしているのかもしれない。

　関係者通路を抜けると、舞台裏であるその場所は薄うす暗ぐらく、物であふれていた。

　だが妙だ。普ふ通つうなら次の舞台の入れ替かえのため、裏方も慌あわただしいはずなのに、人の姿が見当たらない。

　──そういえば、幽ゆう霊れい役の人は客席の下の舞台で演技をするってギンシェルがいってたわよね。ってことは……

　ミリセントは舞台裏から階段を下りた通路を進んでいく。黒い布が幾いく重えにも垂らされたそこは、方向を見失ってしまいそうだ。

「あの、ギンシェルさんこちらにいますか？」

　その声にガタンと音が聞こえて駆かけつける。暗幕の向こうには、椅い子すにしばりつけられたギンシェルの姿が見えた。

「ギンシェル！　どうしたの……誰がここに」

　慌てて起こそうとしたが、その額の横から血が流れているのに気づく。襲おそわれたときに殴なぐられたのだろう。痛みに顔をしかめて、その瞳ひとみが開かれると、驚いたようにミリセントを見た。

　眉まゆをひそめ、怒いかりもあらわに睨にらみつけると、ギンシェルは口をひらく。

「いまさら……なにをしにきた？　君は、もうここに用はないはずだ……」

「ギンシェル？　どうしたの、なにをいってるのか……」

　誰か別の人間と間違えられているらしい。瞳の焦しよう点てんが合わないギンシェルのようすに、ミリセントが困こん惑わくしていると、その唇くちびるがつぶやいた。

「アランナ」と。

「ギンシェル、しっかりして！　私よ、ミリセント。いったい誰だれがこんなこと」

　ギンシェルの頬ほおを軽くはたくようにすると、その目が一いつ瞬しゆんぎゅっと閉じられる。再び焦点を結んだ瞳は、今度はちゃんとミリセントを見ていた。

「……っ！　すまない。そうだ……リンウッドテラス卿の使いを名乗る男が、王室観覧の祝のろいだとかで花を持ってきて。舞台裏へ案内されてきたんだ。団員たちも襲われて……」

「その人、髪かみが長くて白くなかった？　まだ若い男よ」

　ギンシェルがそうだと答えるのと同時に、暗幕が跳はね上げられる。

「なにを話してる。誰か──」

　いるのか、とまでは口にだせずに、見張りらしい男はその場に倒たおれた。

　そこには、角材を手にしたアンセルが、涼すずしげな顔で手をはたいている。

「アル、出てきてくれたの？」

　アンセルは警戒するようにあたりを見回し眉をひそめた。

「えぇ、ここはもう〈大暗室〉に占せん拠きよされているようですね。急ぎましょう、また別の見張りが戻もどってくるかもしれません」

　なんとかギンシェルを縛しばりつける縄なわを解いたものの、ひどく殴りつけられたのかその足元はおぼつかない。

　どうやら捕とらえて縛り上げた一座の人間を、あちこちに置いた状態で見張っているのか、舞台裏では黒い衣装の男たちが数人歩き回っている。

　アンセルの肩かたを借りて、ギンシェルをなんとか連れ出そうとしたが、あっという間に男たちに見つかってしまった。

「お前たち、止まれ！」

　前方からあらわれた男に、アンセルは舞台道具として置かれていた剣けんを拾って投げつけた。

　男は痛みにもんどりうったが、音を聞きつけた他ほかの者たちが駆けつけてくる。

　アンセルは、ギンシェルの肩をミリセントに任せると、落ちた剣を再び拾いあげた。

「ギンシェル。あなたなら、出口はわかりますね。ミリセント様を頼たのみます！」

「アル！」

　追っ手を引きつけるために離れていくアンセルに、ミリセントはたまらなく不安になったが、怪け我が人を連れていてはどうしようもない。

　迷めい路ろのようになった舞台裏を、ギンシェルは把は握あくしているのだろう。

「すまない。出口はこっちだ、急いで」

　そのとき、ミリセントの手を借りて進もうとしたギンシェルの後ろに、銃じゆうを持った影かげが見えた。

　暗幕の暗くら闇やみからあらわれた男は、死神そのもののようだ。

「ギンシェル……っ!!」

　ミリセントが声をあげた、まばたきふたつほどの間、凍こおりついたように、その光景がゆったりと目に映った。

　銃を手にした男の背後に、白い女の腕うでがあらわれる。

　指先の真っ赤に塗ぬられた爪つめが目に鮮あざやかで、むき出しの陶とう器きのような腕は、男の背後から顔を覆おおい、驚きにひらいた口をもう片手で捉とらえた。

　男は悲鳴もあげられず、驚きよう愕がくの表情のまま沼ぬまに沈しずむように姿を消した。

　そのあとを追うように、長い髪がひと房ふさ揺ゆれると残像のように消える。色の変わった赤毛は、ミリセントの髪の色にも似ていた。

　叫さけんだあと、自分の背後を凝ぎよう視しするミリセントに、ギンシェルが首をかしげる。

「ミス・ファネル、どうした？」

「う……うぅん。なんでもない。急ぎましょう」

　舞台裏へとつづく階段をあがると、兵士たちの声が聞こえ、無事ギンシェルを外に出すことができた。観客の救助にあたっていた兵士に、怪我をしているギンシェルを預けることができてようやくほっとする。

　だが、すぐに舞台下ではぐれてしまったアンセルのところへ戻らねばと、ミリセントは再び階段へと足を踏ふみ入れようとした。

　その途と端たん、背後から軽く頭をこづかれ驚いてふり返る。

　そこには、怒りの形相を浮かべたグレンが立っていた。

「ミリセント、勝手にうろつくな！　捜さがしただろう」

「ごめんなさい！　あの、ギンシェルはいま傷の手当てを受けてるの。やっぱり、舞台裏にあの男たちがいるみたいで……なんとか逃にげてきたんだけど、途と中ちゆうでアルとはぐれちゃって……だから……」

　戻るのを止められるかと思ったが、グレンは懐ふところから銃を取り出すと、自ら先に立って階段を下りていった。

　一いつ緒しよに捜してくれる気なのだと気づき、ミリセントはその背中について下りる。

「ほんとに、迷路だな」

「気をつけて、さっきから何人ここにいるのかわからないの。ヨナスもあらわれたみたいだけど、見つけられなかった」

　急いで奥へ足を進めると、前方で硬かたい物をぶつけるような音が聞こえた。

「アルだわ！」
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　ミリセントとグレンが駆けつけると、そこではアンセルが舞ぶ台たいで使われる死神の鎌かまを手に、男たちの相手をしていた。

　すでにふたりは床ゆかに沈められ、残るひとりは銃じゆう口こうを向けて怯おびえたようにあとずさる。カチカチと軽い音を立てるそれは、すでに弾たまを撃うちつくしてしまったらしい。

「そんな、どうなってる。まさか、お前も……」

「ミリセント様に無礼を働いたこと、後こう悔かいさせてあげますよ」

　アンセルは冷ややかな声で告げると、鎌の柄えを軽々と振ふり上げる。その横顔があまりに淡たん々たんとしていて、ミリセントは一瞬声を上げかけた。

　だがアンセルの振り下ろした鎌は、平な部分で男の首筋を打ち気絶させただけだ。

「さすが……幽霊だけあるな」

　どこか苦い声でグレンが声をかけ、ミリセントはアンセルの状態に気づいた。

「アル、撃たれたの!?」

「いえ、大したことはありません。ほとんどはずれてますから大だい丈じよう夫ぶ」

　落ち着いた声はいつもと変わらぬようだが、黒い服は血を吸っているようだ。

「大丈夫じゃないわよ、血が出てるじゃない……」

　傷を確かめようとしたが、アンセルは安心させようというのか、汚よごれていない左手でミリセントの髪を撫なでる。

　そのとき、背後でガタンと音がすると、セリの上がる小さな作動音が聞こえた。

「あっちだ！」

　グレンが指を差すと、頭上ではげしくパイプオルガンが鳴りはじめ、シンバルの音が華はな々ばなしく響ひびく。

「セリで舞台に上がったな。たしか、舞ぶ台たい袖そでにでる階段が別にあるはずだ」

　グレンはこうした建物にも詳くわしいのか、それほど迷うことなく階段を見つけてみせた。

　あとにつづいたミリセントの目に飛びこんできたのは、一筋の照明を浴びてそこに立つヨナスの姿だった。

　漂ひよう白はくしたような白い髪の隙すき間まから、禍まが々まがしい青の瞳がのぞく。

　色のない唇をにぃっと、つりあげて笑う横顔。

　それは以前、グレンの銃に撃たれ遺体で運ばれたはずの、ヨナス・ギシェに違ちがいなかった。

　ヨナスも舞台袖の人ひと影かげに気づいたのだろう。楽しげな笑えみを投げかけ大声で語りかける。

「紳しん士し淑しゆく女じよの暇ひま人じんがた。今こ宵よいは死人も出歩くほどのいい夜だ。世にもまれなる恐きよう怖ふを与あたえてやろう。『ファンタスマゴリア』!!」

　突とつ如じよ場内に光と音がひびくと、避ひ難なん誘ゆう導どうを受けていたはずの観客たちが、何事かと戻りはじめる。

　外では警備兵たちが声を張り上げているが、もともと舞台を切り上げられて不満な人々の耳には入らないようだ。

　ヨナスは観客を迎むかえいれると、手にした古木の杖つえを大きくふりおろした。

　ドォン！

　激しい爆ばく発はつ音とともに、炎ほのおがあがり煙けむりが湧わき出る。あたりはいっぺんに悲鳴に包まれた。

　客席の前列部で爆発が起きたのだ。

　場内に入っていた人々と、何事かと外から戻ってくる人間で、あたりは激しく混乱し、怒ど号ごうや泣き声が起こる。

「押さないで！」

「早く出て、火がまわるわ!!」

　だが、煙と埃ほこりが少しずつおさまるにつれ、観客たちは息を吞のむことになった。

「おはよう、諸君……なつかしの街と再会した気分はどうだい？」

　はしゃぐような声をあげて、ヨナスはシンバルを乱暴に叩たたきあわせる。

　舞台袖に立つミリセントもグレンも、眉まゆをひそめて客席に目を凝こらした。

「なに……なにか動いてる」

「まずいな」

　爆発し、吹ふき飛んだ座席の床ゆか下したからあらわれたのは、腐ふ敗はいした人々の群れだった。

　土にまみれ、ゆらゆらと立ち上がるものの、ほとんど骨に皮をまとっただけの姿で、異様なありさまだ。

　目をそむけたくなる光景に、グレンは二階の貴き賓ひん用箱席に視線を向けた。兵士が駆かけつけているが、観客の騒さわぎにまだ国王もリーアンも席を出られないでいる。

　手すりから身を乗り出しているリーアンの隣となりで、イニアスや護衛官が避難誘導に必死になっているのが見えた。

　その間にも、甦よみがえった死者たちは異様な姿でぞろりとにじり寄ってくる。観客たちの混乱はひどくなる一方で、悲鳴と煙が入り混じり、耳をふさぎたいほどの騒そう動どうになっていた。

「ヨナス、やっぱり生きてたのね」

　ミリセントの声に、ヨナスはシンバルを投げ捨てると、もう一度杖を拾い振ってみせた。

「やぁ、ミリー。俺が、生きてるかって？　検死所からも、ちゃあんとこの足で歩いて帰ったぜ？　誰だれよりも死んでるけどなぁ」

　軽かろやかにそう告げると、ヨナスは身にまとうマントの下から鳥かごを取り出した。

　黒鉄のかごのなかには、黄ばんだ頭ず蓋がい骨こつが入っている。

　ヨナスはそれを杖の先に引っ掛かけると、ランプのようにかざした。そして楽団の指揮者のように、杖を大きく振りまわすと、ふらりとした足取りで鼻歌を奏かなでる。

　グレンが、懐から銃を取り出すのが見えたが、ヨナスはちらりと視線をなげて嘲あざ笑う。

「そいつは、もう意味ないってわかったんだろ？」

　観客のほとんどはなんとか建物の外に逃げ出せたようだ。入れ替かわるように、ようやく突とつ入にゆうできた兵士たちは、待ち受けていたのが死体だと知り混乱している。

　起き上がりうごめく人々の衣装は、泥どろにまみれ朽くちかけているが、形が古いところをみるとやはり疫えき病びようの時期に葬ほうむられた人たちだとわかった。

　葬られてからの年月を考えれば、死体はほとんど白骨化しているか、土に還かえっているはずだが、これもヨナスの死し霊りよう術によるものなのだろう。

　甦った者たちは、ヨナスの振り回す杖に反応するように、こちらに向かって舞台をよじのぼってくる。

　兵士たちも剣けんや銃じゆうを使っているようだが、やはり死体を相手にするには分が悪い。

「どうしよう……こっちにくる！」

　せめて棒きれの一本でも、舞台裏から持ってくるのだったとミリセントは後悔したがもう遅おそい。

「とにかく、俺から離はなれるな！」

　グレンはミリセントをかばうように銃を構えたが、撃っても死体の一部を傷つけるか、一時的に弾はじきとばすだけでキリがなかった。

「くっ！　はなせ、こいつ……」

　むらがってくる無数の手に、グレンも銃を取り落としそうになる。

「やだ、触さわらないで、こないでってば……ひぃ、き、気持ち悪いー！」

　ミリセントの背後を守って、ひたすら鎌を振るうアンセルも、狭せまい舞台に逃げ道を探すが、もはや前も後ろもふさがれている。

　押し寄せる死体に、ミリセントはグレンやアンセルと離されてしまった。

　腕うでや髪かみをやみくもにつかまれ、痛みと気持ち悪さに悲鳴が漏もれる。とにかく薔ば薇ら封ふうじを奪うばわれまいと、ミリセントはただ体を丸めて抵てい抗こうした。

　──このものすごい数の死体って、ヨナスのせいよね？　まって……考えないと。前にあいつが手みたいなのを出したときは……たしかグレンの持ってた銃がヨナスの持ってる頭蓋骨を撃ったら崩くずれた。あれは、なにか意味があるのかも……

　ミリセントは必死に顔をあげると、グレンがいると思わしき方向に叫さけんだ。

「グレン、ヨナスの持ってる鳥かごよ！　頭蓋骨を撃って」

「ミリセント様！　そちらですか」

　息があがっているようすのアンセルが、自分を追ってこようとするのに対し、ミリセントは声を張り上げた。

「私のことはいいから、いまはグレンの援えん護ごについて！　銃を撃てるようにしないと」

「ミリセント様、ですが……」

「じゃないと終わらないわ。早くっ！」

　叫んだミリセントは、後半悲鳴を飲み込んだ。むらがる手に、再び引きずられる。

　頬ほおや肩かたに触ふれるごつごつとした手の感かん触しよくに、鳥とり肌はだが立った。

　死体に取り囲まれた目の前の床に、つま先の尖とがった靴くつがあらわれた。

　顔をあげれば、楽しげな笑顔のヨナスが、杖にかけた鳥かごをカンテラのように揺ゆらして見下ろしてくる。

「なぁ、お嬢じようさん。まーだトリシアのこと見つけられないんだな。俺としてはさ、さっさとあんたが動いてくれないと賭かけが成立しないんで困る」

　またしても母の名を口にする男に、怒いかりが湧き上がり唇くちびるを噛かむ。

　耳元に一いつ瞬しゆん「ミリー、俺が……」とアスワドの声が聞こえたが、ミリセントはそれを止めた。

「待って、この男には聞きたいことがあるの」

　冷たく乾かわいた無数の手に、罪人のように押さえつけられ、髪をつかまれる。痛みに息がつまったが、それでもミリセントはヨナスをにらみつけた。

「母さんのなにを知ってるっていうの？　それとも、やっぱりあんたが……殺したの？」

　自分で口にしたその言葉に、動どう悸きがひときわ激しくなる。

　これまでにも母の死を考えなかったわけではない。

　なにより、ミリセントを迎えにきた使者が携たずさえてきたのは遺書なのだ。

「さぁね、想像にまかせる。俺はトリシアに会いたいだけなんだ。娘むすめのお前なら、とっとと見つけてくれると思ったんだけどなぁ」

　拗すねたような口調のヨナスは薄うすい唇をゆがめると、ミリセントの頬に自分の顔をひたりと寄せた。その冷たい感触に、ミリセントの全身が総毛立つ。

　だが、体を押さえつけている死体たちの腕はびくともせず、あまりにも理り屈くつの通じないヨナスに怒りを覚えた。

「触らないで」

　嫌けん悪お感をむき出しにしたミリセントの声にも、ヨナスは笑い声を立て、首筋に顔を寄せるとすぅっと息を吸い耳元にささやく。

「あぁ……生きてる肉の匂においだ。ここに蠢うごめく奴やつらとは違ちがう。俺も死体遊びは嫌きらいじゃないが、そろそろトリシアと決着をつけちまいたい。お前が今日ここにきた記念に──」

　そのまま喉のどを噛み切られるのではないか……そんな想像に、体の奥からせりあがっていた怒りが、一瞬にして恐怖に変わる。ミリセントが目をぎゅっと閉じると、左耳に冷たいものが触れ、パチリと音がした。

　硬かたい感触に身をすくめ、悔くやしさに涙なみだがにじむ。自分はあまりにも無力だ。

「俺からの贈おくり物だ。死体を弄もてあそぶ俺と、魂たましいを弄ぶお前たちじゃ大差ないが……とにかく俺はトリシアとの賭けを見届けたい」

　頬に伸のばされた指に、ミリセントは思い切り歯をむいた。いまは噛みついてでも、この男から離れたかった。

「おっと、強気だな。そういうところは、トリシアの娘って感じだ」

「賭けなんて、知らないわ！　あんたが母さんになにかしたなら許さない」

　押さえつけられたままミリセントが叫びをあげると、ヨナスは青い瞳ひとみをぐるりと巡めぐらせ、おどけたしぐさで自分の耳たぶをつまんだ。

「嬉うれしいねぇ。ぜひ、許さないでいてくれ。それ、似合ってるぜ。俺はそこで待っててやる」

　ヨナスがローブを揺らしてミリセントから離れたときだった。ガシャンと激しく音がして、鳥かごを持ったヨナスが床ゆかに手をつく。

　グレンが銃で狙ねらったのだろう。弾だん丸がんはヨナスの肩を貫つらぬいたらしい。

　一瞬、死体たちの腕の力がゆるんだのに気づき、ミリセントは必死に暴れると冷たい腕を振ふり払はらった。すぐに、ヨナスに触れられた左耳を確かめる。

　硬い石の感触。どうやらイヤリングをつけられたらしい。身み震ぶるいして、すぐにむしりとった。

「ミリセント！　薔薇封じを……」

　グレンの声に顔をあげると、アンセルと共に死体を蹴け散ちらしながらこちらに向かってくる。

　その右手には、鈍にぶく銀の光を放つ銃が握にぎられていた。

　以前にも幽ゆう霊れいを消しよう滅めつさせたことのある『薔ば薇らの騎き士し』だ。

　ミリセントも、自分の腰こしにある薔薇封じに触れたが、その手は冷え切っていた。

「ま、待って……いま」

　──早く、急がないと……！

　だが体は思うように動かず、跳はねるような動悸は治まらない。指の震ふるえにミリセントがいらだって手をこすると、それをふわりとあたたかな手が包んだ。

　顔をあげると、髪を乱し不安そうに肩を抱だいてくれるアンセルの瞳がある。

「アル」

「ミリセント様、もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　アンセルの隣となりにグレンが立つと、再びヨナスに銃じゆう口こうを向けた。

　手にしているのは薔薇の騎士だ。ヨナスは杖つえに体を預けるようにして、酔よったような足取りであとずさる。

　ミリセントは両手で薔薇の飾かざり部分に触れると、目を閉じて呼吸を整えた。

　──……もう、大丈夫。アルもグレンもいてくれる。とにかく……いまはこのことだけ考えるのよ。前にも見た薔薇の花……歌のことだけ考えないと……

　念じるように鎖くさりを握り締しめていると、ちりちりと鎖の先についた飾りが音を立てる。

　湿しめった土とカビ臭くさい空気のなか、息を吸うのも辛つらかったのに、すっと胸の奥まで淡あわい薔薇の香こう気きに満たされた気がして、ミリセントは口を開いた。

「眠ねむらぬ魂よ　その耳を澄すませ……」

　命じるような言葉がするりと口をつく。つづけてこぼれるのは、あの歌だ。

「永遠の……息い吹ぶきをひとつ吐はきなさい


鎮しずめ、魂のあらゆる迷いよ」



　先ほどまでミリセント自身の胸に渦うず巻まいていた、恐怖と怒りが静まっていく。

「十字路を違たがわず歩み　眠りなさいその園そのに


小鳥の歌を耳に　花の香かおりにつつまれて」



　語りかける言葉には独特の旋せん律りつがあり、聞くものを眠りに誘さそうおだやかさがあった。

　カチン、と硬い音が頭の隅すみで響ひびくのをミリセントは聞き逃のがさなかった。

　薔薇の騎士に弾丸が装そう填てんされると同時に叫ぶ。

「グレン、いまよっ!!」

　ミリセントの声が終わらぬうちに、グレンが引き金を絞しぼった。

　銃口から、星のように凝ぎよう縮しゆくされた光が尾おを引いて奔はしる。

　だが、ヨナスに向かって飛んだ光は、彼が掲かかげた鳥かごの中身を射い貫ぬいた。

　砕くだけた頭ず蓋がい骨こつが、乾いた音を立てて舞ぶ台たいに散る。

「ったく。ほんとにそいつはうっとうしいな」

　ヨナスは忌いま々いましげに舌打ちすると、鳥かごを放り出した。杖を軸じくに、トンと跳とぶようにさがった姿が、一瞬にして舞台から消える。

「しまった……あそこは！」

　そこは、舞台でミリセントが男たちに追われたときに落ちた穴だった。

　鳥かごが転がる舞台の上では、会場を埋うめ尽つくしていた死体たちが、片かた端はしから崩れだし塵ちりと化しはじめていた。中ちゆう途と半はん端ぱに再生していた死体が崩れだし、ぐずぐずと土くれや骨に変じていく眺ながめは悪夢そのものだ。

「下を見てくる！　アンセル、ミリセントを頼たのむ」

　グレンが舞台裏に駆かけ出したあと、アンセルがハンカチを手て渡わたしてくれた。

「いまさらですけど……埃ほこりを吸わないようにしてください」

「待って、アルこそ。さっきの怪け我がはどうなってるの!?」

　慌あわててアンセルの腕うでを取ったミリセントは、衣服が破れ血がにじんでいるのに眉まゆをひそめた。しかしそれより複雑なのは、その傷口がすでにないことだ。

「弾たまがかすった程度ですから。でも、血が出るとは思いませんでした」

　どこか自分でも不思議そうなアンセルの口調に、ミリセントも複雑な思いになる。

　ヨナスも銃じゆうで撃うたれたときには血を流したのだ。彼やアンセルのような存在を、どう呼べばいいのかミリセントにはわからない。

　場内は爆ばく発はつのせいで瓦が礫れきが飛び散り、崩くずれた死体がその上に散乱したひどい状態で、ここを出るには兵士の救出を待ったほうがよさそうだった。

　見み渡わたせば、客席の前から真ん中までが爆発で跡あと形かたもなく焼やけ焦こげ、下にあった幽霊用の舞台がのぞいている。

　観客は残らず避ひ難なんしたのだろう。すでに上階の箱席にも人ひと影かげはなく、国王や王子も無事避難したらしい。入り口から、消火用ホースを持った兵士たちがなだれ込んできた。

　兵士に助けられ、ミリセントが客席の外に出る頃ころには、アンセルもペンダントのなかに姿を消してしまっていた。やがて戻もどってきたグレンは、死神装束の男のひとりが捕とらえられたがすでに死亡していたと浮うかない表情で告げる。

　結局、得体の知れない少女やヨナスの姿は見失ったまま、ミリセントとグレンはマーブルホールをあとにした。
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　マーブルホール半はん壊かいの事件から数日後、ミリセントは無事に救助されたギンシェルを、郊こう外がいのローズグレイブホールに招くことにした。

　当日はグレンも同席することになり、昼過ぎにはギンシェルを伴ともなって馬車で屋や敷しきを訪おとずれた。

　依い頼らいの報ほう酬しゆうがアンジェリカの店に関かかわっているうえ、騒そう動どうの当事者としても話を聞きたいと、グレン本人が申し出たのだ。

　あの騒動のあと、舞台裏にあった美術品はほとんどが警けい邏らに押おう収しゆうされた。

　だが、ギンシェルは約束した椅い子すをどさくさに紛まぎれて運び出し、いまはアンジェリカの店で持ち主が受け取るばかりになっていた。事件の後始末に走りまわる警邏の調べが進めば、ことはさらにやっかいになっていただろう。

　応接室へと案内されたギンシェルは、相変わらず隙すきのない装いでさっそうとしていた。

　メイドのセラフィナに外がい套とうを預けながら花を差し出したりしていたが、眉ひとつ動かさず受け取られると、ため息をついて椅子に腰こし掛かける。

　ミリセントもその向かいに腰を下ろすと、ギンシェルの表情をうかがい見た。

　──あれだけのことがあっても、思ったより元気そうね。

　ミリセントの隣となりにいるグレンは、前もってギンシェルに話があると伝えてあったせいか、今日は聞き役に徹てつしてくれるらしい。

「今日はあなたの依頼について、報告しておきたいことがあるの」

「私が依頼した『ファンタスマゴリア』に起きる異変には、〈大暗室〉が絡からんでいたんだろう？　だったら、それで解決したんじゃないのか？」

「あなたは、それでいいの？　王室観覧もだいなしにされて、これからどうするつもり」

　だがギンシェルは、どこか自じ嘲ちようめいた笑えみを浮かべた。

「べつに、だいなしになるのは初めてのことじゃない」

「あなたにまだ聞きたいことがあるの。この手紙の差出人を、知ってるわよね？」

　ミリセントは、フロレル家の令れい嬢じようアランナが書いた手紙を、テーブルの上に置いた。

　封ふう蝋ろうの紋もん章しようを見たギンシェルの顔は、一いつ瞬しゆん硬かたくなったがその口はひらかれない。

「ステッキの贈おくり主のこと、本当は気づいてたんじゃないの？」

「なんの話だ？　この手紙の人物は、私にはもう関わりのない人だ」

　そう答えながらもギンシェルの視線は、食い入るように手紙に注そそがれている。

「たしかに、そうかもしれない。もう関われない人だわ」

　言葉の意味がわからなかったのか、ギンシェルは顔をあげると眉を寄せた。

「……なんの──」

「アランナさんは、もう亡なくなってるの」

　ギンシェルの表情が時を止める。

　瞬まばたきを忘れたような瞳ひとみに、ミリセントはもう一度告げた。

「彼女は、病気で亡くなっていたのよ」

「──嘘うそだ……そんなはずない。アランナは私を裏切った。だからあの日、舞台から……」

　赤茶の瞳が強く熱を帯びる。ギンシェルの中にあった、熾おき火びのようなそれは怒いかりだった。

「ギンシェル……」

「あのとき、『消える美女ヴアニシングレデイ』の演目を利用して、アランナは家に戻った。当たり前だ、貧しい旅芸人の暮らしなんて、彼女が本来あるべき姿じゃない。少し前から、ようすがおかしいのにも気づいてた。ただ、信じたくなかっただけだ」

　舞台では朗々と響くギンシェルの声は、いまやささやくようにかすれている。

「君がなにを知ってるっていうんだ。彼女は家に戻って、他国へ嫁とついだ。その後、フロレル家は破産して断絶した。関わりなどなにもない！」

　ギンシェルは思いつめた瞳で、テーブルに置かれた封ふう筒とうを睨にらみつけた。そうすれば、ミリセントの言葉を嘘にできるとでも思っているかのように。

　だが、彼がフロレル家の末路まで知っていることが、アランナに対する未練そのものだろう。

「彼女は無理やり家に連れ戻されたのよ。本人が望んでのことじゃなかった。それだけは本当よ。前にもいったけど、私は霊れい媒ばい師じゃないわ。でも、彼女の気持ちをあなたに届けることはできる。真実を知りたい？」

　ミリセントは、ギンシェルの目の前から封筒を取り上げる。

「いや、俺は──」

　苦しげに、その瞳が揺ゆれると逃にげ場を探す。

　ミリセントも、真相を告げることが正しいのかどうか迷いはあった。

　──でもギンシェルは、アランナさんが自分で家に戻ったと思ってる。裏切られたっていうけど、きっとアランナさんの気持ちは違ちがう。

　ミリセントはマーブルホールの事件のあと、アランナの手紙を封ふうを切らずに視みることにした。

　そのほうが、色々な疑問を正確に把は握あくできると思ったからだ。だが、その事実をギンシェルに告げるべきかどうかは、今日、本人に会うまで迷っていた。

　そのとき、手紙の封蝋に触ふれた指先に温度を感じて、ミリセントは顔をあげた。

　前に呪のろいの姿見をのぞいたときと同じだった。

　ギンシェルの背後に、白い衣装を着た女性の姿が視える。どうやらこの屋敷にいると、ミリセントは実体を持たない幽ゆう霊れいまで視えてしまうらしい。

　見覚えのある赤い髪かみ。めずらしいその色は、ミリセントの髪の色ともよく似ている。

　袖そでからのぞく細い手首は青白く、舞ぶ台たい裏の暗くら闇やみにあらわれた手と同じ、指さきには赤く塗ぬられた爪つめがある。

　──舞台裏でギンシェルを助けたのは、きっとこの人だわ。それに、彼だけが舞台の異常を目にしてないのも、アランナさんのおかげなのかもしれない。

　ミリセントは心を決めた。

「彼女と話をしてもらうわ。まだ、あなたのそばにいるもの」

　ミリセントはアンセルに合図すると、部屋のすべての窓のカーテンを閉めてもらった。

　テーブルの燭しよく台だいにだけ明かりが灯ともされると、かなり薄うす暗ぐらくなる。ギンシェルは、怪け訝げんそうな顔で見守っていたが、止めようとはしなかった。

　グレンはこれから起きることの予測がつくのか、困こん惑わくしたような表情で封筒を見つめている。

　アンセルが用意してくれた石せき墨ぼくを手にすると、ミリセントは床ゆかの上に線を引きはじめた。

「なにしてる……？」

「黙だまって、見てて」

　クッキーの型にも似た、大おお雑ざつ把ぱな人の形を描えがいた線が床の上で結ばれると、ギンシェルの背後でひたりと足音がした。

　ぼんやりとあらわれた素す足あしが床を踏ふんで、姿をあらわしたアランナがギンシェルと向き合う。

　ギンシェルは、しばし目の前の光景に呆ぼう然ぜんとしていたが、次し第だいに呼吸が浅く速くなると苦しげに声を絞しぼりだした。

「アランナ。どうして……君が、死んだりするはずが……」

　目の前に立つ、亡き恋こい人びとに触れようと伸のばした手が止まった。せわしなくさまよう視線は、アランナを捕らえようとして戸と惑まどっている。

「ごめんなさい。裏切ったって、そう思ってるわよね……」

　色のない唇くちびるからもれる細い声は、やわらかく悲しげにギンシェルに告げた。

「あなたを苦しめるつもりはなかったの。ただ、あの日……舞ぶ台たいで消える少しまえから体調の悪い日がつづいてて……酒場で、同じ病気の人に可か哀わい想そうにっていわれたわ。この病気は治らないって……」

「そんな、どうして俺に……！」

　ギンシェルは勢いこんだ言葉を飲みこむ。告げられたとして、なにができたというのだろう。

　あの頃ころのふたりは、安宿に泊とまって旅をする、流れ者のような暮らしだった。

　せめて舞台でだけは、きらびやかさを失うまいと心がけたが、公演がなければ食べるのにも困る生活だったのだ。

「あなたはやさしいから、きっと心を痛めるってわかってた。でも、そんな理由で舞台から降りて欲しくはなかったの。そんなことになれば、きっと自分を許せなかったわ。だからあの日、家の者に無理やり連れ戻もどされたあと、あなたのもとへ戻らないって決めたの」

　戻りたくとも叶かなわなかったのだと、アランナは真実を告げた。

　ギンシェルはその場に力なく膝ひざをつくと「そんな」とつぶやきを落とす。

　手て袋ぶくろに包まれた手が、床を掻かくように握にぎり締しめられた。

「……俺は、君が舞台から消えたあと、しばらく考えてた。でも、どうしても君の気持ちを確かめたくて、フロレル家までいったんだ。屋敷の人間は俺に銃じゆうを向けたよ。野の良ら犬いぬみたいに脅おどされて追い払はらわれて……屋敷もあんまり立派で、君がやっぱりご令嬢だったって思い知って……俺は逃げ帰かえったんだ」

　罪を告白するように、ギンシェルの声が震ふるえる。だが懺ざん悔げはつづいた。

「舞台もダメにして、酒を浴びて貴族を逆さか恨うらみした。そのくせ、後こう援えんについたリンウッドテラスの背後にフロレル家があると知っても、断らなかった。君が他国へ嫁いだと聞かされて、いつか舞台で見返してやるって決めたから、利用したんだ」

　絞りだされる声に、ミリセントはグレンと顔を見合わせた。

　ギンシェルはその申し出をフロレル家からの、手切れ金めいたものだと受け止めたのかもしれない。

「君との約束だった。いつかマジシャンとしてマーブルホールに立って、ふたりで喝かつ采さいを浴びる。だから、他国にまで名が響ひびけば、君も知るかもしれない。ひょっとして、舞台を目にすることがあるかもしれない。思い出させて後こう悔かいさせたかった……つまらない意地で、君を憎にくみさえした……」

　そのためには、美術品密輸の罪に手を染めることぐらいなんでもなかったのだろう。

　苦い告白をするギンシェルの前で、アランナはゆっくりと目を伏ふせ首を振ふった。

「あなたが夢を捨てないでくれたことが、私の支えだった」

　震える小さな声はやさしく告げた。

　アランナのことは、ミリセントも封筒から視えたようすでわかっていた。

　彼女は舞台からさらわれるように実家に連れ戻されたのだ。

『消える美女』であるアランナは、マジシャンであるギンシェルの手によって、落下用の穴に落ちる。そこで待ち構えていた家の者によって連れ去られ、舞台から姿を消したのだ。

　そしてフロレル家の当主である父親は、娘むすめを他国へ嫁がせることで事件をもみ消そうとしたが、結局アランナの病でそれも叶わず、幽ゆう閉へい同然に部屋に閉じこめたのだろう。

　今度はアランナの声が、つらそうに揺れる。

「あなたが、リンウッドテラス卿きようと関係してるってわかって、止めなくてはと思ったわ。私は家に連れ戻されて知ったの。父は〈大暗室〉の一員だった。リンウッドテラス卿に、あなたのことを教えたのも父なの。結社の資金のために、犯罪に関かかわらせてしまうなんて……本当にごめんなさい」

　アランナのか細い肩かたが震え、ギンシェルは手を伸ばすとその体を抱だき寄せた。

「知らせたくて手紙を書いたけど、監かん視しが厳しくてなかなか外へ出せなかった」

　家の者にいくらか握らせて外へ出せたのは、ステッキを依い頼らいする手紙だけだったのだろう。そうするうちにもアランナの体は弱り、命を落としたのだ。

「俺が、君を裏切ったんだな……」

　ギンシェルは、驚いたように顔をあげたアランナの手をとり、額に押し当てた。

「君は、最後まで俺を見ていてくれたのに……俺は、信じることができなかった」

　アランナは、自分の手を押し抱いだくギンシェルの頭をそっと撫なでると、その体を抱きしめた。

「いいえ、嬉うれしかったわ。憎まれても、忘れられるよりずっといい」

　歌うように、愛いとしげに恋人に身を寄せるアランナは、幸福そうで悲しかった。

　ほほ笑えみがすうっと消えると、アランナはギンシェルの頬ほおに触れ顔を上げさせる。

「もう彼らとは関わらないで。あなたのマジックは本物よ。大切にして欲しいの、私の夢だから」

　触れていたはずのアランナの手が、頼たよりなく透すけはじめた。

「アランナさん……」

　ミリセントの声に、アランナが礼を告げるように目を伏せると、その姿は見る間に輪りん郭かくをあいまいにしていく。

「アランナ！　待ってくれ、俺は……君にいつか会えるんだと思ってた。舞台でずっと君を待ってたんだ。まさか、こんなふうに……」

　焦こがれるような悲痛な声に、アランナは少しだけ困ったように笑いかけると、

「これからも、きっとあなたの舞台を観みるわ」

　愛しげなささやきを残して、その姿はきらめく塵ちりと消えた。

　アランナの手を失い、支えをなくしたギンシェルの手が力なく脇わきに落ちる。

　床に膝をついたまま、ギンシェルは虚うつろな瞳ひとみで自分の手を見つめていた。
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　しばらくギンシェルをひとりで落ち着かせたほうがいいと、ミリセントとグレンは隣となりの部屋へ移動した。

　だが、出されたお茶に手を伸ばす気にもなれず、ふたりともどことなく気まずい沈ちん黙もくの中にいた。

　──愛してたから、憎んだのよね。誤解は解けたかもしれないけど、ギンシェルは知らずにマジックをつづけてたほうが良かった？　かえってつらい気持ちにさせたのかも……

　答えのでない迷いに悶もん々もんとしていたミリセントは、扉とびらを見つめるとグレンに声をかける。

「もう、声をかけにいってもいいと思う？」

「俺に聞くなよ」

　困ったように返すグレンも、ギンシェルの本心を意外に思っていたらしい。

「でも真相がわかって、ギンシェルも覚かく悟ごがついたかもな」

「覚悟って……？」

　すると突とつ然ぜん扉とびらが開き、屋や敷しきへきたときと同じように、堂々と胸を張ったギンシェルが入ってきた。

　だがよく見れば、ほんのわずかに赤みを残した目もとは、これまでの冷たさが払ふつ拭しよくされたようにやわらかい。

「待たせてしまったね、若人わこうどたち。とにかくミス・ファネル、貴方あなたには感謝するよ、これで私も心を決めた」

「一座は解散か？」

　予想していたらしいグレンの問いかけに、ギンシェルはうなずいた。

「リンウッドテラス卿とは手を切って、この国を出る。もともとは、アランナとふたりで小さな町の酒場を回って、マジックを見せてたんだ。また違ちがうところから出直すさ」

　酒場の手品師から、大観衆を魅み了りようするほどのマジシャンとなったギンシェルが、その経歴をふいにするのは大きな痛手だろう。

　だが、また一からはじめると決めたギンシェルの表情に後悔はない。

「じゃあ、マジックは止やめないのね？」

「あぁ、名を変えて異国で新しい技わざを磨みがくのもいいかもしれないな。マジックは無限だ、身分も性別も年ねん齢れいも関係ない。どれだけ人を魅了できるか、それにつきる」

　ギンシェルの言葉に、ミリセントもうなずく。彼のマジックが魅みせる驚きは本物だ。

　それが失われなかったのは、アランナのおかげかもしれない。

　彼は偉い大だいなマジシャンとして、再び名を馳はせるだろう。

　すると、グレンは深刻な声で告げた。

「決めたのなら、少しでも早くこの国を出るんだ。マーブルホールの騒さわぎと密輸の件も、調べがつづけば、拘こう束そくされるかもしれない。それに、君の後援者も黙だまっていないだろう」

　後援者が〈大暗室〉と関係していたとなれば、どこまで逃にげても安心だという保証はない。

「ご心配はありがたいが……わかってないな、君は。本気になったマジシャンを、誰だれが捕つかまえられると思う？」

　そういって、不敵な笑みを浮うかべると、どこからともなく取り出したステッキを器用に回転させる。するとそれに絡からみつくように蔓つるが伸のび、薔ば薇らが一輪咲さいた。

　ギンシェルはそれを手た折おると、腰こしを折り恭うやうやしいしぐさでミリセントに捧ささげた。

「次に会うときは、今度こそ私のマジックで楽しませると約束しよう」

　再会を誓ちかうように目配せをすると、ギンシェルはさっそうと屋敷を出て行った。
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　ミリセントは、窓辺でギンシェルを乗せた馬車が走り去るのを見送った。

　少し寂さびしいような気持ちで手て渡わたされた薔薇に触ふれていると、その茎くきに小さく折おり畳たたまれた紙し片へんがついていることに気づく。

　開いてみると、そこには細かな字でぎっしりと文字がつづられていた。それは数カ国に亘わたる港の名前と倉庫、さらに人名もいくつか記されている。

「グレン、これ……」

　手渡された紙片に目を走らせたグレンは、呆あきれたように鼻を鳴らした。

「ずいぶん太っ腹な置き土産みやげだ。でも、これで密輸の交易ルートがつかめるだろう。自分の身が危ないっていうのに、ほんとに余よ裕ゆうな奴やつだな」

　ギンシェルほどのマジシャンであれば、変装から声こわ色いろまで姿を変えることぐらいお手の物なのかもしれない。国境の検問ですら、彼には大した問題ではないのだろう。

　グレンは紙片を上着のポケットに入れると、ミリセントに礼を言った。

「君には、また助けてもらったな。椅い子すが戻もどったことで、アンジェリカも本当に感謝してた」

「え……そんな、いいのよ。これも『ガレリエ』の仕事のひとつだし。私はアンジェリカ様にお会いできただけで、ほんとに夢みたいだったから」

　しかしミリセントの感激も、グレンには理解しがたいらしい。相手が自分の義母ともなれば、それも当然のことかもしれないが。

「ところで、君はそろそろこの屋敷に戻るのか？」

　グレンに問いかけられ、ミリセントも部屋を見回す。

　いまはこの屋敷にいると、帰ってきたような気持ちになるのが不思議だった。

「そうね。シーズンの途と中ちゆうだけど、侯こう爵しやく様に相談して戻るつもりよ。溜たまっていた仕事もある程度片づいたし」

「そうか……俺は、もうしばらく仕事があるが、それが終わったらラズウィックへいくつもりだ」

　ラズウィックは、リュイシャム王国の北東にある湖水地帯だ。豊かな森と田園風景のあるラズウィックには、別べつ荘そうをかまえ狩かりを楽しむ貴族も多いと聞く。

　シーズン中これだけ働いたのだから、グレンも休きゆう暇かに出かけるのだろう。

「講義のことなら気にしないで。グレンもちょっとは休んだほうがいいわ」

　ミリセントの言葉に、そうじゃないとグレンは首を振ふった。

「ラズウィックには義兄あにの別べつ邸ていがあるんだ。あまり長い滞たい在ざいはできないが、よければ君も一いつ緒しよにいかないか？」

　突とつ然ぜんの誘さそいに、ミリセントは目を丸くした。いま自分を別荘に誘うなど、アンジェリカの誤解がより深まるだけだろう。

　グレンもようやくそのことを思い出したのか、いくぶん慌あわてて口をひらく。

「いや、違う！　そうじゃなくてだな……じつは、ラズウィックには、俺の母の生家があるらしいんだ」

「グレンのお母様？」

　その言葉が、義母のアンジェリカを指すものではないとミリセントも気づいた。

「まだ詳くわしくは話せないが、俺を産んでくれた人だ。もう亡なくなっているそうだが、この銃じゆうとも関係があるらしい」

　そう告げてグレンは懐ふところから鈍にぶく光る『薔薇の騎き士し』を取り出した。

「アンセルの話だと、この銃はもともと君の母上とも関かかわりがあるようだし、なにか手がかりになるかもしれない」

　ミリセントは、いまも自分の腰にある薔ば薇ら封ふうじに触れた。

「そうね……このふたつには、きっとなにかあるはずよね」

　なんといっても、銀の小しよう銃じゆうと飾り鎖シヤトレーヌは、それぞれがとても似た意い匠しようをしており、どちらにも『薔薇』の名がついている。

　そして幽ゆう霊れいに対たい峙じすると、呼び合うように不思議な力を発揮するのだ。

　なにか、因いん縁ねんめいた繋つながりがあるのは間ま違ちがいないだろう。

　この『薔薇封じ』が自分や〈大暗室〉にとってどう意味を持つのか、知る必要があるとミリセントも感じていた。

「あ……でも、ラズウィックにいくとなると、数日は屋敷を空けるわよね」

　今回も留守にしたばかりなのに、また屋敷を空けるとなれば、アンセルがいい顔をしないだろう。

　だが、淹いれなおしたお茶と菓か子しを運んできたアンセルは、穏おだやかな声で告げた。

「ミリセント様も、少し休まれたほうがよろしいです」

「アル？」

「休暇だと思ってお出かけになられては？　アスワドも喜ぶでしょう。もちろん、私もご一緒いたします」

　アンセルの意外な言葉にミリセントは驚おどろいた。

「でも、アルこそ大だい丈じよう夫ぶ？　ベルフィールドで疲つかれたんじゃない？」

「疲れてるに決まってんでしょ！　あんたって、ほんっとに人づかいの荒あらい女ね」

　かん高い声とともにプディングの蓋ふたを跳はね飛ばし、ぱよん！　とテーブルに飛びだしたのは、ジンジャークッキーのティーハニーだ。

「アルのことばっかり連れまわさないで、今度は私も連れていきなさいよ！」

「ティーハニー。お客様のお皿に入ってはいけないとあれほど……」

　アンセルのいつもの小言が終わらぬうちに、ミリセントは悲鳴をあげた。

「ああぁっ！　ちょっとティーハニー。足のところ濡ぬれてふやけちゃってるわよ!?　大丈夫なの。それに外に連れてって、割れたり湿し気けっちゃったらどうするのよ」

「あんたにそんなこと心配されなくたって、着き替がえてるから問題ないわ！　淑女レデイなのよあたりまえでしょう？」

「着替え!?　それって新しいクッキーになるってこと？　そんなことまでできるの？」

　驚きまくるミリセントと、やかましいティーハニーの会話を、あきれ顔でグレンが眺ながめていると、その手もとにアンセルがティーカップを置いた。

「まぁ、クッキーが一枚や二枚増えたところでどうということはないが……義兄は少々変わり者だからな、君たちに大いに興味を持つかもしれない」

　そういってグレンはちらりとアンセルを見上げたが、執しつ事じは不ふ機き嫌げん顔で目を伏ふせる。

「あなたと違って、柔じゆう軟なんな思考をお持ちの方なんでしょうね。私はミリセント様のいらっしゃるところへ、ご一緒させていただくのが務めですから。お気づかいは無用です」

　紫むらさきの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん挑ちよう戦せん的な色を浮かべてグレンを見下ろしたが、それはすぐにそらされた。

　やがてティーハニーを連れてアンセルが部屋を出て行くと、テーブルに頬ほおづえをついたグレンが、じっと自分を見ているのに気づいてミリセントはたじろぐ。

「ど、どうかした？」

「いや。今度の休暇は、さぞかしにぎやかだろうなと思ってな」

　そう告げたグレンの顔はどこかやさしげで、ミリセントも休暇が楽しみになった。








あとがき






　月本ナシオです、こんにちは。

　なんとか、無事二冊目をお届けできました～！

　いやはや良かったです。マジシャンを出したいというのは当初からあったのですが、書きあがるまで苦労した今作でした。

　表紙にも華か麗れいに登場してくれた新キャラのギンシェルは、椋本夏夜様の素す敵てきなイラストで魅み力りよく倍増となっております！　「こ、こんなにかっこよかったのか……」と意識を改めるほどに。

　イラストを拝見するのが楽しみでならない本シリーズです。しかし、女性キャラ増量という悲願は、いまだ達成されておりません。反省（涙）。




　いまはマジックといっても、大おお掛がかりなものはそれほど頻ひん繁ぱんにお目にかかれないですが、テレビで目にする機会は増えましたね。

　以前お友達に誘さそってもらい、セロの舞ぶ台たいを観みにいったことがあります。

　やっぱり生で見ててもわからない……最後は鳥とり肌はだが立つような仕し掛かけ（大掛かりなものでなくカードだったのですが）もあって、マジックの不思議さを体感できました（なにより、セロがとてもチャーミングだった！）。

　マジシャンのことを調べるのもとても楽しかったです。

　そしてマジックではないですが、イリュージョンという点ではシルク・ドゥ・ソレイユのような舞台も好きです。音と空間と観客があって成立する、舞台ならではの刺し激げきがありますね。




　このあとは、２００９年１月に発売予定の『The Beans VOL.12』にも短編を書かせていただけそうです。コメディよりの鑑かん定ていネタとなりますが、ご覧いただけると嬉うれしいです。

　しかし今回タイトルを思いつけず、他ほかにももろもろ担当さんに助けていただきました。不ふ甲が斐いない私に、モアラブ強化指導をありがとうございます。

　そしてアンティークに関かかわる資料や、ほかでもお世話になりますＳ戸様、ありがとうございました。本書の発行に関わってくださった、すべての方々に感謝を。




　こうして小説をお届けできるのは、本書を手にとってくださる読者様のおかげです。

　いただいたお手紙にも、いつも感激しつつお返事させていただいております。

　また次回も、お目にかかれることを願いつつ。




　寒さのきびしい頃ころでしょうが、風か邪ぜなど召めされぬようお過ごしください。





月本　ナシオ　　
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